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　０　星が瞬いている







　最初になぜ自分は横たわっているのだろうと思った。

　頰ほおをちくちくと刺すような冷たい感触。雨と土と草の匂いがしたので、自分が身体からだを横にしているのは春に芽め吹ぶいた若葉の上だとわかった。スカートが捲めくれていたからそれを直そうと手を伸ばす。その時全身に走った激痛に、彼女は記憶を呼び起こされた。

　落ちたのだ。

　小高い山の中腹から。

　ちらりと確認しただけでも多数の裂れつ傷しよう、擦さつ過か傷しよう、それに打だ撲ぼくもありそうだ。足を動かしただけで痛いのは捻ひねってしまったからだろうか。

　恋人に買ってもらった服だというのに、ぼろぼろになってしまった。先日降った雨もあって泥だらけだ。立ち上がることはできない。ああ。意識が朦もう朧ろうとしていて、いつものように思考をめぐらし判断することができなかった。

　この近くの平原には求愛のために胴体を発光させる灯とう謡よう虫ちゆうが多く生息していて、特にこの時期、恋人を求める虫達の光で平原全体が覆おおわれるという。灯とう謡よう平原と呼ばれるそこを一望できる山の頂に行きたいと言いだしたのは彼女自身だった。

　そもそも彼女と護ご衛えいを兼ねた御ぎよ者しやの二人は、街道沿いの町の宿屋に泊まるはずだった。ところがその宿屋の手違いで着いた時にはもう空あいている部屋がなかった。護衛は無理に部屋を作らせようとしたが、彼女が遠えん慮りよした。もともと南の国の町を見ていきたいという彼女の要望を聞いて、彼らは国紋トーラを隠して旅をしていたのだ。そして兄弟が経営しているという少し離れた山の麓ふもとにある宿屋を紹介してもらった。

　山の麓の町に着いたのはまだ明るい時間だったが、今はもう日は暮れている。

　それでもあたりが暗くら闇やみではないのは、おそらく月が出ているからだろう。それはまだ満ちてはいなくとも、闇夜を柔やわらかく照らす光となってくれる。

　山を登る道は危険なものではなかった。展望用の観光地として整備されているため、女子供でも登りやすい道ができていたのだ。彼女はそこを上っていた。

　あれは、ただの突とつ風ぷうだったのか。

　突然強い風が吹き、目を開けていられなくなった。身体が押され、後退する。気付いた時には、道の端にいた。

　護衛の男が声を上げる。彼女は風が少し和やわらいだ中で目を開け、背後にはもう道がないことに気付いた。けれどそれはもう遅かったのだ。

　彼女の身体は宙に投げ出された。

　空には星が瞬またたいていた。降るように。

　光の中で。

　見た。

　懐なつかしい夢。

　お父様。

　頭を打ったのかもしれない。

　視界は晴れない。思考も定まらない。

　目を開けてはいられなかった。

　再び失いかける意識の片隅で、誰だれかが下した生ばえを踏ふむ音が聞こえた気がした。

　あの人だ。

　そう思った。

「……様」

　彼女はひどく小さな声で彼の名を呼んだ。

　大切な人だ。

　とても、とても大切な人。

　彼女の結い上げていたはずの金色の髪はどこかにひっかけたのか乱れている。青い双そう眸ぼうは白く稜りよう線せんを描いた瞼まぶたに覆われてしまって見えない。そのこめかみを血が伝っていた。

　どうしてこんなにも不安になるのか。

　彼女にはわからなかった。

　もう二度と目覚められないような。

　そんな。

　ああ。

　瞼の裏に広がる闇に、星が瞬いている。

　そうして、早さ苗なえは完全に意識を失ってしまったのだった。







　１　世界を壊してしまいたい







「なんだって？」

　東の王子は声を上げた。

　北の王女と西の王子も眉み間けんに皺しわを寄せる。

「行方ゆくえ不明？」

「本当に？」

　赤い髪の姫君が硬かたい口調で詰きつ問もんする。

「早さ苗なえの無事はわからぬと言うのか」

　彼女は腕うでに赤ん坊を抱いていた。彼女の子供ではない。拾いっ子である。先日彼らの共通の友人である早苗がこの子を《赤い森》で拾ってきてからずっと、親は見つかっていなかった。

　この数週間で、一番赤ん坊の扱いが上う手まくなったのは新しら祢ねだろう。柔やわらかな彼女の腕の中で、赤ん坊は安心してすやすやと眠っている。

　名前は新祢が決めた。夜よる花はな。音を先に決めるこのあたりの国での名付けの方法は、新祢の時代から変わってはいない。『はな』を『花』にするか『葩』にするかで六人で話し合いが行われたが、結局後者は字が古すぎるということで『花』になった。

　二百年前には通常使われていた文字が、今は使われなくなっているということが少なくないのだ。それもまた、西大陸からの文化の流入の影響かもしれない。

　日暮れにはまだ少し時間がある。

　四人は既に南の国に入国していて、ちょうど早苗が四日前に泊まるはずだった町の高級宿にたどり着いたところだった。彼らの今回の旅の目的は、南の国で行われる結婚式への参列だ。もちろん式を挙げるのは南の国の第六王子広ひろ兼かねと、その婚約者である早苗という名の商人の娘である。

　早苗と新祢は先日正式に東の国の都ト撰セン領領主の養子となり、めでたく王族と結婚できるようになった。それを待って、南の王子とその婚約者は先に南の国へと出発した。

　広兼が共にいたはずなのに、早苗が行方不明になるなどおよそありえない状況だ。それも山から落ちて？　広兼の執しゆう念ねんならきっと、早苗を追って山から飛び降りるくらいのことはするだろう。

　彼にその情報をもたらしたのは宿で待っていた伝令で、広兼自身は早苗がいなくなったという町にいるらしい。その町はここから馬車で数刻もかからない。

「同行していた護ご衛えいの話ですと、早苗様が倒れていたのではと思われる場所は見つけたそうです。ただ早苗様のお姿だけながなく……」

「とにかく行かないと何もわからないな」

　言って鳥とり代しろは手を振った。近くにいた御者と従者が慌あわてて再び出発の準備にかかる。今日はもうここで泊まるのだと思って、馬を厩うまやに入れてしまっていたのだ。

「そんなに険けわしい山なの？」

　珀はく蓮れんが片方の目を細めて聞く。

「灯とう謡よう平原近くの山だろう？　丘って言ってもいいくらいのなだらかな山のはずだ」

「あの道で足を踏ふみ外はずしたからって死にはしないと思うけど」

「近くに川があった」

「そんなに流れが急な川じゃない。子供だって溺おぼれないよ」

　二人の王子はたびたび南の国にも遊びに来ている。一通りの観光名所には行っているのだ。

「しかし見つからないっていうのはおかしいな」

「どこかで保護されているのではなくて？」

「もちろんその可能性も含めて、広兼様が捜そう索さくされておいでです」

　伝令の男が答える。

「広兼の様子はどうじゃ？」

　新祢が重ねて聞いた。

「食事も召めし上がってらっしゃいますし、取り乱してはおられません。むしろ毅き然ぜんと対処していらっしゃるように見受けられます」

「捜索って、あいつは自分で早苗嬢を捜しに行ったのか？」

　鳥代が聞くと、伝令はいえ、と答えた。

「ずっと椅い子すに座って、指示を出される以外には何も話されません」

　その返答に、鳥代と王おう伊いは互いに目め配くばせをした。

　広兼は、恋人がいなくなったからといって目に見えて慌てるような男ではない。賢けん明めいなる賢けん者じやの王子らしく、異常事態になればなるほど冷静になるだろう。

　だが何も感じていないわけではない。

　じっと動かず、瞑めい目もくして口数が少なくなる。むしろそういう時ほど怒り狂っていると言った方がいいのだ。

「何日が経たっているって？」

「早苗様が行方不明になってからは四日です。護衛で早苗様についていた男が町からすぐ早馬を出して、広兼様は昨日こちらにお着きになりました」

　広兼の心中を思うとため息が出る。

　早苗は、あの目つきの悪い賢者の王子にとって世界でただ一人、無む二にの存在なのだ。

　そしてこの場にいる四人にとってもまた他にはない大切な友人であった。

「はよう発たとう」

　新祢が急せかした。彼女は腕の中の夜花を抱きなおす。

　また馬車に揺られるのだということに、珀蓮は一言も文句を言わなかった。ようやく宿に着いたところでまた馬車に乗るのだと言われれば、平へい生ぜいの北の王女であれば顔をしかめて『また馬車に乗るの？』と不平を漏もらしたであろう。だが今回ばかりは彼女も、どこか真ま面じ目めな面おも持もちで再び馬車に乗り込んだ。

　早苗。

　あの、花がほころぶように笑う、彼女の無事を祈りながら。
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　平へ祈き男だん爵しやくの屋敷は町の人からお山のお屋敷と呼ばれている。

　お山のお屋敷は山道を少し上ったところにあって、色とりどりの花に囲まれている。平祈男爵は六十前の穏おだやかな人柄の人物で、町の人々からは旦だん那な様と呼ばれて慕したわれていた。彼は面倒見がよく、町で困ったことがあるとそれを解決するのに骨身を惜おしまない性格だった。

　そんな旦那様が住まうお山のお屋敷に、昨日からあるお客様が滞在していた。

　そのお客様はいささか目つきが悪く、愛あい想そもまたあまりよろしくなかった。数日前お屋敷にやってきて、山から落ちた金髪の女性の行方を知らないかと聞いてきた男がいたが、彼はその男の主人だと名乗った。肩書を聞いて平祈男爵は仰天した。

　そのお客様とは、この南の国の第六王子、広ひろ兼かね王子殿下だったのだ。

　行方不明となったのは広兼王子の婚約者らしい。平祈男爵は、全面的に協力を約束した。相手は王子様であるし、何より最愛の婚約者の安あん否ぴがわからないという王子殿下の境きよう遇ぐうに同情したのだ。

　町中で情報を集める王子様の部下には自分の名前を出してもらうよう言った。町の人に信頼されているお屋敷の旦那様の名前を出すかどうかで、町の人達の心証も違うだろうからだ。

　彼は多分に王子殿下に対して同情的だった。

「広兼様」

　平祈男爵は昨日からずっと同じ格好で椅子に座ったままの南の国の末の王子を見て、戸口に立ったまま言った。

「お身体からだを壊されますよ」

　食事はしているようだ。ただ寝ている様子がなかった。この様子ではおそらく、今晩も部屋に備え付けられた寝室には行かないだろう。

　広兼は、戸口に背を向けて座っていて、平祈男爵からはわずかに横顔が見えるだけだ。肘ひじ置おきに頰ほお杖づえをついてずっと窓の外を見ている。窓の布覆おおいは昨日から開けられたままだった。外には山の緑が見える。

　彼はまるで、そこから恋人が飛び込んでくるのを期待しているかのようだった。

「これくらいで身体を壊すようでは一国の王子など務まりませんよ」

　広兼は言った。

　視線は窓から動かさない。

「……」

　平祈男爵は彼にこれ以上何かを言っても無む駄だだろうとわかっていた。この王子は、そういう眼をしている。目に見えるもののさらに向こうを見ようとしている。

「平祈男爵」

　言って、広兼は初めて顔をめぐらせて平祈男爵の顔を見た。

「できれば他の呼び方をしてもらえないですか。それ以外ならなんでもいいので」

「これは失礼。お嫌いやでしたかな」

　広兼は苦笑した。それはどこか自じ嘲ちようを含んだ笑い方だった。

「そうそう。昔妻が部屋に花があれば気分が変わると言っていたのを思い出しましてね」

　平祈男爵はさも今思い出したかのように手に持った花か瓶びんを掲げた。そして窓まど際ぎわのテーブルに歩み寄ると、花がよく見えるように置く。細身のその花瓶に生けられたのは、一輪の白い花だ。名前はわからなかった。

「庭から摘つんできたのです」

「ご心配ばかりおかけして申し訳ない」

「そう思われるなら今夜は晩ばん餐さんの席においでください。一人、部屋でとる食事とはまた違うものですよ」

「……そうですね」

　広兼がそう答えると、平祈男爵は満足げに頷うなずいた。

「よかった。これで私も一安心です。お出しした料理を殿下が顔をしかめて食べていらっしゃるのではないかと懸け念ねんしていたんですよ」

「昨日は失礼いたしました」

「いいえ、とんでもございません」

　男爵は昨日も彼を晩餐に誘っていた。だが体調が優すぐれないと言って広兼はそれを断ったのだ。婚約者が行方不明だというのならそれも当然だろうと、平祈男爵は彼を無理に誘わなかった。

「きっとご無事ですよ」

　慰なぐさめだとわかる慰めを言う。

「そう信じています」

　彼はそう答えた。

　それはただ男爵の言葉に答えただけで、彼自身がそのように信じているようには聞こえなかった。

　男爵は少し目を細めた。

　賢者の王子は、意外なほどに冷静だ。

　婚約者が行方不明、それも山道から落ちたというのなら、もっと取り乱してもおかしくないというのに、彼は終始礼儀正しく紳士的だった。飛び出して自ら山道を探すこともせず、黙だまって新しい情報を待っている。

　お屋敷の旦那様にはそれが不思議でならなかった。

　南の国の第六王子の恋物語は彼も知っていた。

　東と西の王子のそれと、一緒に語られる物語だ。灰かぶりシンデレラと白しら雪ゆき姫ひめと眠ねむり姫ひめの物語。町娘が憧あこがれるような、本物の童話だ。

　もしこれが童話の続きなら、王子様はもっと取り乱しているはずだろう。

「驚きました」

「何がですか？」

「殿下が、あまりに落ち着いていらっしゃるからです」

　言うと、南の王子は苦笑する。

「そうですか？」

「そう見えます」

　彼は椅子の背もたれに身体を預けると、両手を膝ひざの上で組んで目を瞑つぶった。

　その一瞬だった。男爵はひんやりと背筋が凍こおるような思いをした。あたりの空気が変わり、緊張感が生まれる。
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　王子は自嘲気味に笑った。

「そう見えるのなら、俺の虚きよ勢せいも捨てたもんじゃないな」

「……」

　男爵がなおも彼に声をかけようとしたその時、開け放したままの扉とびらの向こうから男爵を呼ぶ声がした。

「旦那様」

　戸口には皺しわだらけの額ひたいに珍めずらしく汗をかいた老齢の執事が立っていた。白い眉まゆ毛げが八の字になっている。

　男爵は広兼に断ると、部屋を横切って戸口に歩み寄った。

「どうした」

「それがその、お客様がおいででして」

　それなりに、有能な執事だ。広兼が賓ひん客きやくであることはわかっているし、ある程度までの問題なら自分で解決できる才覚も持っている。それがここまで主人を呼びに来たということは、待たせるわけにはいかない客人ということだろうか。

　男爵は眉み間けんに軽く皺を寄せた。

「誰だれだ」

　小さく問う。

　執事は救いを求めるような顔をして答えた。

「東と西の王子殿下と、その婚約者様方です」

「……なんだって？」

　男爵は思わず声を上げた。

　執事が焦あせるのも当たり前だった。

　こんな田舎いなかのたかが男爵の家に、王族が来訪することの方が稀まれなのだ。広兼一人が滞在するのにも、屋敷中が大慌てだった。

「ひとまず客間にお通しして、お茶と茶菓子をお運びするよう命じております。それとその、赤ん坊を、連れておいででして、その赤ん坊に羊の乳ちちをと言われましたので、急いで調達させているところなのですが……」

　言いながらも執事は汗を拭ぬぐっている。男爵は今度こそ目を丸くした。

「赤ん坊？」

「はぁ。その、そうです」

　まさか、どちらかの王子の子供だろうか。そんな話は噂うわさでも聞いていない。大体王子達が婚約したのだってまだ二月ほど前の話なのだ。

「ご用件はなんだ？」

「広兼殿下に会いにいらっしゃったのだと」

　愚ぐ問もんだった。この三人の王子の仲のよさは三国の人間なら誰でも知っている。なるほどしかしこんなに早くこの屋敷にやってくるとは予想外のことだ。南の王子自身も、屋敷に滞在しているのは昨日からなのに。

「……念のため部屋を用意しておけ。殿下が滞在されている以上、こちらから隣国の王子方を追い出すわけにはいかん」

「しかし旦那様、東の突き当たりの部屋は物置になっておりますし、角部屋はお嬢様が別室として使われています」

　執事はほとんど泣きそうな様子で訴うつたえた。

　そもそもそんなに部屋数のある屋敷ではないのだ。彼は、慎つつましやかで質素な生活を好む貴族だった。

「佳か莉りには私から言っておく。部屋を急いで掃そう除じしろ。客間だな。まずは私がこちらにご案内する」

「その必要はありませんよ」

　思わぬ距離で声をかけられて、男爵も執事もびくりと肩を跳ね上げた。こそこそと話す彼らのすぐ後ろに、南の王子が来ていたのだ。

「女馬鹿と排はい他た的てきストーカーが来たのでしょう。追い返しますので、ご心配なく」

　言うと彼はすたすたと部屋を出て行く。

「え、いえ、殿下！」

　男爵は慌てて声を上げた。

　けれど南の王子は、まるで勝手知ったる我が家のように迷いない足取りで廊ろう下かの向こうへ消えてしまった。

　彼は屋敷の中をほとんど歩いていない。昨日この部屋に案内する時に様さま々ざまな部屋の前を通っただけだというのに、もうこの屋敷の間取りが頭に入っているのだろうか。

　その背中を見送って、男爵と執事は呆ぼう然ぜんとした。

「……女馬鹿と排他的ストーカー？」

　それが東の王子と西の王子のことであるとは、二人には知るよしもなかった。
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　里り野のはぶつぶつと文句を言っていた。

　彼女はそもそも姿の見えなくなったお嬢様を捜していたのだ。そこを執事につかまり、お茶と茶菓子を用意しろと命じられた。この屋敷には執事が一人と使用人が自分を含めて二人しかいない。それが問題なのだと思う。

　早く命じられた仕事を片付けて、お嬢様を捜しに行かなくてはと彼女は思った。

「まぁ、お客様？」

「ええそうですよ。まったくこの忙しい時に……」

　茶菓子を適当に皿に並べながら言って、里野ははっとして顔を上げた。

「お嬢様！」

　そこには彼女が捜していたこの屋敷の一人娘、佳か莉りがいた。水の底のような青いドレスに緩ゆるやかにたらされた黒髪。彼女は少し気の強そうな大きな双そう眸ぼうを持っていたが、相手にきつい印象を与えないのはその柔らかい笑顔と喋しやべり方のせいだ。年齢は里野よりも上なのに、彼女はいつも少女のように笑う。

　里野はやっと見つけた主人の腕をがしりと摑つかんだ。

「やっと見つけましたよ！　どこに行ってらしたんですか！　まだ足も治っていないのに！」

　今はドレスの裾すそに隠れて見えないが、佳莉の左足には包帯が巻かれている。怪け我がをしているのだ。

　しかし佳莉は、里野の心配など知らぬかのようににっこりと笑った。

「散歩よ。ねぇ、お客様ってどんな方？　若い方？　お父様と同じくらい？　もっとお年を召した方かしら？」

　彼女の目は好奇心に輝いている。里野はため息をついた。

「どちらにしろお嬢様がお会いになる必要のない方々ですよ。どうかお部屋に戻ってください。旦那様に叱しかられますよ」

　佳莉は小さく首を傾かしげて言った。

「お客様がどんな方か教えてくれたら部屋に戻るわ。だって同じ屋敷の中にいるのがどういう方か、知らないままでは部屋でもゆっくり休めないもの。そうでしょう？」

　里野は軽くお嬢様を睨にらみつけた。ここで押し問答をしていては、せっかく淹いれたお茶が冷めてしまう。淹れ直すのは面倒だった。

「私もよく存じ上げません。身分の高い方であるのは間違いないと思いますよ」

　くれぐれも粗そ相そうのないようにと里野は執事に念を押されていた。

「男性？　女性？」

「男性と女性がお二人ずつです」

「さっき来き茶さが急いで屋敷を出て行ったけれど、どうしたのかしら？」

　来茶はもう一人の使用人だ。

「……どこで見てらしたんですか？」

「秘密よ」

　佳莉は悪戯いたずらっぽく笑う。

「じゃあ私も秘密です」

「まぁ。ひどいわ里野」

「約束ですよ。お部屋にお戻りください」

「私がどこにいたか知りたい？」

　彼女との会話はまるででこぼこの道に投げたボールのように突とつ飛ぴだ。過ぎたかと思えば戻ってくる。思いもしない方へ飛んでいく。

　佳莉は頭がいいと里野は思う。回転が速いのだ。里野はたまに戸惑ってしまう。

「……どこにいらしたんですか？」

「こっちよ」

　佳莉に手まねきをされて、里野は一瞬ためらったがついていく。この調理場には扉が三つあった。直接食堂に出る扉と、裏の廊下に出る扉、それに外に出る勝手口である。調理場の外には薬草園があって、お茶を淹れるための香草の類たぐいもそこに生はえているのだ。

　佳莉は勝手口を開けた。そこは庭のようになっているが、基本的には使用人しか出入りしないので綺き麗れいな花が植えられているわけではない。ただ小さな薬草園に可か愛わいらしい花がぽつりぽつりと咲いているだけだ。

「外にいらしたんですか？」

　怪け訝げんそうに言う里野の後ろで、ぱたりと扉が閉まった。里野がはっとして振り向いた時にはもう遅く、鍵かぎのかかる音がした。

「お嬢様!?」

　里野が扉を叩たたく。すると向こうからくすくすと笑うお嬢様の声がした。

「安心して里野。お客様には私がきちんとお茶をお出しするわ」

「お嬢様!!」

　やられた！　と里野は痛つう烈れつに思ったのだった。
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　四人は玄関に程近い部屋に通された。おそらく客間として使用されている一室で、二人座れるソファが二脚きやく、一人用が一脚ある。小さなテーブルがあって、窓は淡あわい色の布で覆われている。そして壁に静物画が掛けられているだけだった。

　どこかの領主様のように奇き抜ばつではなく、小綺麗で無難な内装である。ただ屋敷中で何か香が薫たき染しめられているようで、甘い香りが全体に漂ただよっていた。

「遅い」

　珀はく蓮れんが苛いら立だった様子で言った。二人掛けのソファに腰掛け、脚を組んで神経質に指をとんとんと動かしている。

「もし万が一この大地がひっくり返ってあんたが女王様になったとしたら、足が遅いって理由だけで爵位とか剝はく奪だつされそうだな」

　珀蓮の隣に座った鳥とり代しろがからかうように言うと、北の王女はつんと顎あごを上げた。

「足が遅かったら国家存亡の危機に間に合わないかもしれないでしょう？　国を救えない貴族なんている意味がなくってよ」

　珀蓮は北の国の世継ぎの姫ではない。もし今なんらかの理由で北の王が亡なくなった場合、跡を継ぐのは王の弟、つまり珀蓮の叔お父じとなる。親馬鹿ではあれど、その王が傲ごう慢まんで高たか飛び車しやで偏かたよった思考をもつ娘に王位を継がせようと考えるほど愚おろかではなかったのは、北の国の民達の幸いであったと言えるだろう。

「山道もかなり整備されてたね」

　窓の外を見ながら王おう伊いが言った。他の三人は皆各おの々おのソファに腰掛けているが、彼だけそうしないのはいつものことだ。赤ん坊は一人掛けのソファに座った新しら祢ねの腕の中だった。夜よる花はなは目を覚ましていて、以前広ひろ兼かねが買ってあげた小さな手鏡をしゃぶって大人おとなしくしている。

　嵌はめ殺しの窓から見えるのは生おい茂しげる木々だけで、当然ながら山の稜りよう線せんは見えない。でも馬車の中から見ただけでもそんなに大きな山とは思えなかった。道もきちんと整備されているし、そう時間をかけず頂上にも行けるだろう。

「あー」

　夜花が声を上げた。

　手を伸ばして新祢の赤い髪を引っ張る。

「よしよし、腹が減っておるのじゃろう」

　新祢が夜花の頭を撫なでる。珀蓮は腕を組んだまま顎で戸口を指して言った。

「鳥代、急ぐよう言ってきなさい」

「俺はあんたのなんだ。小こ姓しようか何かか？」

「そんな愚ぐにもつかないことで悩んでいる暇ひまがあるなら少しは役に立ったらいかが？」

　珀蓮が美しく微ほほ笑えむ。理り不ふ尽じんな北の王女の命令は、しかしこういう場面ではあまり逆らうべきではないのだと鳥代は経験と本能で承知していた。東の王子はため息をついた。

「しかしお乳は今買いにいっておるのではないか？　この屋敷に赤ん坊がおるとも思えぬ」

　新祢が言う。町まで買いにいっているのなら、少し時間がかかるだろう。

「待ってたら？　この部屋に案内されてからそんなに時間が経ってるわけじゃないし。どう考えても珀はく御ご前ぜんがせっかちなだけだと思うけど」

「王伊。どうしてお前はそう立てなくてもいい波風を立てるような発言をするんだ」

　鳥代は友人を睨みつけた。珀蓮が苛立っているのは見ればわかることなのだ。言う通りにしておけば事は穏便にすむというのに。

　珀蓮はため息をついて肘掛けを叩いていた指を止めた。とん。という最後のその音がやけに大きく部屋に響く。

　そして少しの沈黙の後、彼女は吐き出すように言った。

「あの賢者の王子とやらは何をやっているの？」

　結局のところ、珀蓮の苛立ちの原因はそこだったのだ。

　この屋敷は山の中腹にあるが、ここに来る途中でちらほらと、早さ苗なえを捜索しているのだろう人達を見た。四人は、広兼のことだからもうとっくに早苗を見つけて保護しているのではないかと期待してここに来たが、そうではないことがすぐにわかった。

　早苗はまだ見つかっていないのだ。

「早苗がいなくなってから何日が経っていて？　あんなふうに山の中を捜索しているということは、何も手がかりが得られていないということではないの？　それなのにこんな屋敷の中に籠こもって、いったい何をしているというの？」

「珀蓮。早苗がおらぬというのに広兼が平然としておると思うておるのかえ？」

「思っていないわ。だからわたくしはここにこうして座っているのよ。でもあの早苗馬鹿の様子によっては殴なぐり飛ばしてやるわ。早苗がいなくなったことに動揺しすぎて普段回る頭も回せないなら蛙かえるの頭の方がずっとましよ」

　ありえないことではない、と鳥代は思った。

　というか、その可能性の方が高いかもしれない。

　なんといってもあの早苗馬鹿は初めて彼女に出会った時、その場でいきなり俺の子供を産んでくれとか言い放った馬鹿なのだ。普段は怒りによって冷静さを増し、驚くような頭の冴えを見せる賢者の王子といえども、恋人が絡むとどう転ぶのか鳥代にもわからない。

　部屋に沈黙が下りたその時、こんこん、と扉が叩かれた。

「失礼いたします。お茶をお持ちいたしました」

　女性の声だった。おそらくこの屋敷の使用人だろう。

　既に扉の前まで来ていた鳥代は返事の代わりに扉を開けた。しかしそこにいた女性は、使用人には見えなかった。

　年は鳥代達と同じくらいだろう。身に着けているのは深い青のドレスで、その肩に艶つややかな黒髪がたらされている。目が大きく、意思の強そうな顔立ちをしているが、全体的な雰ふん囲い気きはどこか可愛らしかった。彼女は手に茶器と茶菓子が載ったお盆を持っていた。

　彼女は勝手に開いた扉に驚いた顔をしていたが、目の前の男性が開けてくれたのだとすぐに気付いたのだろう、柔らかく微笑んだ。

「ありがとうございます」

　鳥代はほとんど条件反射でにっこりと笑った。彼はこの上なく自然な動作で右手を胸に当てて少し膝を折った。貴婦人に対する、紳士としての礼である。

「妖精が迷い込んできたのかと思いましたよ、可愛らしい方」

　彼のこういった台詞せりふは、「こんにちは」や「こんばんは」と同義だった。社交場の貴婦人なら嬉しそうに頰を染めるその挨拶に、彼女は小さく首を傾げただけだった。

「まぁ、あの、がっかりさせてしまったのなら申し訳ないです。私はこの屋敷の娘で、佳か莉りと申します。お客様にお茶をお持ちいたしました」

「はじめまして佳莉嬢。私は鳥代と言います。盆は私が持ちましょう。ご婦人にこのように重いものを運ばせたとあっては紳士の名折れです」

「とんでもありません。お客様にそんなこと」

「お優しい方だ。ではせめてあの卓まで、私にエスコートさせてください」

　佳莉は笑った。

「物語の王子様のような方ですね」

　鳥代は爽さわやかに白い歯を見せる。

「それならあなたは物語の可愛らしい姫君だ……っだ！」

　ゴン

　背後から投げられた小さな鞄かばんが後頭部に当たり、鳥代は舌を嚙かんだ。鞄はどさりと重そうな音を立てて床に落ちる。

「変態は土に還りなさい」

　珀蓮が言った。

「珀蓮……なぜそなたのでなく妾わらわの物入れを投げたのじゃ」

　新祢が悲しそうな顔をする。

「わたくしの鞄に入っているのは化粧品だけれどもあなたの鞄に入っているのは鈍器にもなりえる分厚い本だからよ。変態を黙らせようとするのなら当然の選択でしょう？　ああ、あなた、気遣いは結構よ。その変態は無視してちょうだい」
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　後頭部を押さえてしゃがみ込んだ鳥代の横に咄嗟に膝をつこうとした佳莉は、けれど珀蓮に止められた。彼女は珀蓮達の方を見て、そして少し目を見開いた。

　佳莉が持つ盆の上を見て新祢が問う。

「そなた、お乳は持ってきておらぬのか？」

「お乳……ですか？」

「そうじゃ。赤ん坊がぐずり始めておるでのう」

「赤ん坊……あら」

　彼女はその時初めて、新祢の腕に抱かれた赤ん坊に気付いたようだった。それまで彼女は、珀蓮の整った顔立ちと新祢の赤い髪に目を奪われていたのだ。

「まぁ……まぁ。なるほど、それで来き茶さが慌てて屋敷を出て行ったのだわ。大丈夫です。ええ。すぐ他の者がお乳をお持ちいたします」

「ああ……」

　呻きながら鳥代が後頭部を押さえたまま立ち上がったので佳莉は気遣わしげに彼を見た。

「やっぱり外に買いにいってもらってるのか。前の町で買っておけばよかったな」

「あの、後で氷をお持ちしましょうか？」

「いや、お気遣いは無用ですよ。いつものことなので」

　珀蓮がふんと鼻を鳴らす。本当に、いつものことなのだ。

　佳莉がなおも心配そうに鳥代を見ていると、鳥代は笑った。

「参ったな。本当に大丈夫ですよ。あれでもあの女性は私の婚約者だから、これも一種の愛情表現なんです」

「まぁ」

　彼に鞄を投げつけた女が婚約者と聞いて驚いたのだろう。佳莉が目を丸くする。

「おかしな勘かん違ちがいをしないでいただきたいわ。わたくしがやったのは無節操な変態王子への制裁よ」

　珀蓮が抗議の声を上げると、佳莉の目がこぼれ落ちそうにさらに見開かれた。

「……変態王子、ですか？」

「いや、別に私は変態じゃないよ。珀蓮。初対面の女性の前で誤解を生む発言は慎つつしんでくれないか」

「真実よ。慎むのはあなたの行動の方ではなくて？」

　東の王子と北の王女はしばし睨み合ったが、佳莉が驚いたのはそこではなかった。

　彼女は遠慮がちに聞いた。

「あの……もしかして本当に、王子様、なんですか？」

「んん？」

　鳥代が首を傾げる。

「俺達が王族だから男爵令嬢のあなたがお茶を持ってきてくれたのではないの？」

　そう思ったのだが、どうやら佳莉の反応を見る限り違うようである。

「……先にお盆を卓の上に置いたら？」

　見かねて壁際に寄りかかっていた王伊が声をかける。佳莉ははっとして、慌てて茶器と茶菓子の準備に取り掛かったのだった。







　王子様と王女様方だったなんて！

　佳莉はまだ驚いていた。

　身分の高い方と里り野のが言っていたが、どこかの公爵家の人間なのだろうくらいに漠然と思っていた。それが王族だなんて、信じられない。

　そう思って見てみると、四人には確かに滲にじみ出る気品のようなものがあった。特に黒髪の女性は息を呑むほど美しいし、もう一人の女性は綺麗な赤い髪を持っている。

　さらにもう一つ、佳莉は驚かされた。

「今、男の方がこの屋敷に？」

　彼らは友人であるその男性に会いに、この屋敷を訪れたと言うのだ。

「あれ？　来ていないかな？」

　鳥代が怪訝そうな顔で言う。

「あ、いいえ。きっといらっしゃると思います」

　佳莉は慌てて言った。

「ごめんなさい私、今日まで数日ずっと部屋から出ていなかったのです。先日足を怪我してからお父様と使用人が厳しくて……」

「足に怪我？」

「あの、もうほとんど治ってるんです」

　父と里野は本当に大げさなのだ。痛みはもうまったくないのに包帯を取ってはいけないという。だから今日だって部屋を抜け出したのだ。もう三日、佳莉は部屋を出ていなかった。

「小さい頃身体が弱かったせいか、父はとても厳しいんです。心配してくれているのはわかっているのですけど、ただ部屋で寝ているのって退屈で」

　そもそも佳莉はこの屋敷自体、ほとんど出たことがなかった。

「そなた、父上には部屋を出る許可をもらったのかえ？」

　新祢と名乗った赤い髪の女性が鋭するどく問うた。もし佳莉の父が彼女をここによこしたのなら、客人達が何者か事前に教えていてくれたはずである。それを彼女が知らなかったということは、佳莉が父の言いつけに背いてこの場にいるのだということを証明しているようなものだった。

「ええと、使用人にはいいと言われたんですけど……」

　その時壁に寄りかかっていた王伊がふと顔を上げて戸口を見た。それからあまり時間を置かずに先ほど佳莉が入ってきた部屋の扉がバタン！　と開いた。

「お嬢様！！」

　そこに立っていたのは少女であった。服装から使用人であろうことはわかるが、靴を履はいていない。足に土をつけたその使用人は目を吊つり上げていて、怒っているようだった。

　佳莉は彼女が怒っている理由をよく承知していた。鳥代達はこの突然の闖ちん入にゆう者しやに驚いている様子だったが、佳莉は驚かなかった。彼女が自分を捜してそろそろここにやってくるであろうことは、わかっていたのだ。

　彼女はまっすぐに室内の佳莉を睨みつけて、絞しぼり出すように言葉を口に上らせた。

「お嬢様！　なんてひどいことを！　私、見み損そこないましたよ！　もう、もう、今日という今日は私、本当に……本当に……！」

「里野。里野。お客様の前よ」

「関係ありません!!」

　里野はヒステリックに叫んだ。

　そしてそれがいけなかった。空腹に限界まで耐えていた赤ん坊は、突然の怒ど鳴なり声にびくりと身体を震ふるわせた。そしてついにくしゃくしゃに顔を歪ゆがめ、大声で泣きだしてしまったのだ。

「ぅぎゃああああああああん」

　それはその場にいた者達の思考を一瞬止めるに足るだけの音量だった。もちろん新祢はすぐあやし始め、珀蓮は耳を押さえた。何かトラウマを思い出したのか鳥代は少し青ざめ、王伊だけが先ほどと変わらぬ位置に立って変わらぬ様子で腕を組んでいる。

　佳莉ははぁ、と息をついた、

「里野。もう来茶が帰っている頃よ。お乳をもらってきなさい」

　自分の大声が赤ん坊を泣かしたのは一目瞭りよう然ぜんで、頭に血が上っていた使用人は戸惑った顔をしている。

「でも、あの、お嬢様……」

「すぐよ」

　いつもにこやかなお嬢様にきっぱりと命じられ、里野は慌てて部屋を出て行った。

「よしよし。驚いたのう」

「耳がおかしくなりそう……」

　新祢は立ち上がり、腕を揺りかごのように揺すりながら部屋の中を歩いた。赤ん坊は一向に泣きやまない。佳莉は見かねて新祢に言った。

「あの、私があやします」

　この子が泣いてしまったのは元を辿たどれば自分のせいなのだ。佳莉が里野を怒らせてしまった。

「気にせずともよい。この子はもともと腹がすいておったでのう」

「でもやはり、私の使用人が驚かせてしまったようですし……」

　赤ん坊は涙を流して泣いている。佳莉はそれに気付いて少し驚いた。こんな小さな生き物でも、涙を流すのだ。

「それに、その子を抱いてみたいのです……あの……失礼でなければ」

　佳莉は遠慮がちに言った。

　すると新祢は「ふむ」と息をつくと佳莉と赤ん坊を見比べて、最後には「では、頼むとするかのう」と赤ん坊を差し出した。

　佳莉は顔を輝かせた。

　その子を腕に抱いた時、佳莉は赤ん坊を抱くのは久しぶりだと思った。そう思ってすぐ、前はいつ赤ん坊を抱いたのだろうと記憶を探さぐる。覚えていなかった。でも佳莉は、どうやってこの子を腕に抱いたらいいか知っていた。

　お乳の甘い、ふくよかな匂いがする。

　佳莉は子守唄うたを口ずさんでいた。

　その小さな声は近くにいた新祢だけに聞こえていて、歌を聞いた新祢は目を丸くしていた。

　これは、佳莉が赤ん坊の頃に母親が歌ってくれたという歌だった。父が教えてくれたのだ。




　空の下を泳いで

　雲の上を歩こう

　眠るあなたの夢の中に

　小さなわたしが舞い降りて




　その時佳莉は、ずきん、と頭が痛むのを感じた。

　ああ、まさか。

　佳莉は心の中で嘆いた。

　これは前兆だった。彼女にはすぐわかった。ここ数日、この頭痛はよく彼女を襲ったからだ。一日に何度もだ。

　こんな時に。

　痛みは徐々にやってくる。まるで剝むき出しの心臓が頭の中で脈打っているかのようだった。

「……どうかしたのかえ？」

　誰かが心配したように声をかけてくれた。

「いえ……」

　佳莉はかろうじてそう答えたが、たまらずにその場にしゃがみこんだ。もう歌うのはやめている。

　痛い。

　頭が割れるようだ。

　赤ん坊が腕の中で泣いている。

「お嬢様！」

　里野の悲鳴のような声が聞こえた。

「お嬢様」

　佳莉の腕の中から赤ん坊が取り上げられた。佳莉は自分が立っているのかしゃがんでいるのかもわからなかった。里野にしがみついている。

「お嬢様」

　里野が自分を呼ぶ声だけが聞こえてきた。

　駄だ目めだ。

　ここで倒れてはいけない。

　お客様に心配をかけてしまう。

　そう自分に言い聞かせた。

　やがて赤ん坊の泣き声が遠のいて、里野が立ち止まった気がした。立ち止まったということは、自分は歩いていたのだ。

「もう大丈夫ですよ、お嬢様」

　里野が言う。

　佳莉はその場に、崩れ落ちた。

　後に残ったのは混こん濁だくした闇やみだけだった。





[image: ]






　佳莉は使用人に抱きかかえられるようにして部屋を辞した。夜花は、その時使用人が持ってきたお乳を飲んでご機き嫌げんだ。

「大丈夫かのう」

　新袮が気遣う言葉を口にする。鳥代が部屋まで連れて行こうと申し出ると、里野と呼ばれていた使用人がそれを固辞した。

　夜花をあやしていた佳莉の顔色は、突然、さぁと青白くなった。赤ん坊を抱かかえたまましゃがみ込んだ彼女の様子はどう見ても普通ではなかったのだ。あの時すぐ使用人が来ていなければ、こちらから呼びにいっていただろう。

　重い病気にでも罹かかっているのかもしれない。身体が弱かったと言っていた。

「わたくし達が心配しても意味のないことよ」

　珀蓮が冷たく言い放つ。

「でも俺達は滞在場所を他に探した方がいいかもしれないな。ご息女があのような状態で客人がいると迷惑だろう」

　身分を隠して普通の宿屋に泊まることは不可能ではない。珀蓮が、それを了承すればだが。

「とりあえず広兼に会ってからじゃのう」

　新袮の言う通りだった。彼らは広兼に会いにこの屋敷にきているのだ。

　鳥代は一息ついて先ほど佳莉が用意してくれたお茶を飲んだ。すぅと鼻に抜けるような、爽やかな香草茶だった。でもなんという香草かはわからない。そういったことに一番詳しいのはあの金髪碧へき眼がんの娘だった。

　後頭部にはまだ鈍にぶい痛みが残っている。

　珀蓮が投げた新袮の鞄を先ほど拾い上げたら、ずっしりとした重みがあった。打ちどころが悪ければ簡単に死んだ祖父母に会えそうである。

　鳥代はため息をついた。

　どんなになだらかで整備された山道であっても、落ちて打ちどころが悪ければ死ぬことだってあるのだ。だがまだ山の中で捜索が続けられている様子を見ると、死体も見つかっていないらしい。

　早苗が落ちた場所はもうわかっている。樹の枝の折れ方や草の倒れ方でそれは特定できたのだろう。

　ただ彼女の姿だけがない。

　もし本当になんの手がかりも得ていないのなら、広兼が、正気であるはずがなかった。自分ならきっと気が狂う。

「新祢姫の鞄を借りてもいいかな？」

　突然の東の王子の発言に、新祢は怪訝そうに首を傾げた。

「何に使うのじゃ」

「もし広兼が取り乱して使い物にならなくなってるんなら、それで殴るんだ。一回死んだら正気になるかもしれない」

「わたくしがやって差し上げてよ」

「……えーと、あんた手加減とか知らなそうだし」

「一回死んでもらうのでしょう？」

「いや、なんか、比喩というか、言葉のあやだから。それ。本当に死なれたら困る」

「安心なさい。わかっていてよ」

　珀蓮はにっこりと微笑んだ。それを見て「うわぁ」と顔をしかめたのは王伊だ。

「駄目だ、鳥代。珀御前なら殺すかも。怖いもん。笑顔が」

「珀蓮が広兼を殺したりしたら外交上いろいろ問題がなぁ。言っておくけど隠いん蔽ぺいできる自信はないぞ。賢者の耳じ目もくはどこにでもある」

「わたくしは逃げも隠れもしなくってよ」

「えーと、そうだね。世界中の人間があんたのように公明正大であれば争いなんて起こらないだろうね」

「世界中の人間が珀御前だったら争いだらけだと思うけど。気が短す……」

「馬鹿お前。広兼を殺したとして、珀蓮のように堂々としてみろ。残念だが外見だけで比べればどう見たって広兼の方が犯人顔だ。世論は珀蓮に都合のいい事実を捏ねつ造ぞうして、広兼は死してなお非難の」

　ゴン

　その時硬いものと硬いものがぶつかる鈍い音が東の王子の口を黙らせた。一つは鳥代の頭ず蓋がい骨こつの頭頂部分で、もう一つは握にぎり固められた南の王子の拳こぶしだった。

「誰が犯人顔だ」

　広兼が不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

　鳥代だけが、戸口に背を向けていて南の王子の来訪に気付かなかったのだ。王伊が途中で口を噤つぐんだのも、珀蓮が王伊の暴言を無視したのも、ノックもせずに広兼が扉を開けたからだった。

「広兼」

　新祢が名を呼んだ。

　気のせいか南の王子は少しやつれたように見える。もともと悪い目つきが、さらに鋭さを帯びていた。

　空気が緊張している。新祢はそれ以上言葉を続けられなかった。

「お前ら何しにきた」

　友人達を見回して彼が言うと、珀蓮が答えた。

「恋人を見失った馬鹿な王子を見に来たのよ」

　そう言って、北の王女は立ち上がる。歩いて南の王子の前に行き、そしてまっすぐに広兼を見み据すえた。

　珀蓮は、王女としての威厳と美しさでもってそこに立っている。宝石のような双眸は慈愛に満ちて、赤い唇は棘とげを含む言葉を紡つむいだ。

「護まもれなかったと落ち込んでいたの？　かわいそうな男の子ね。何もできないなら部屋の奥に閉じこもって出てこないといいわ。わたくし達が早苗を助け出してきてあげる」

「ほざくなよ、北の白雪」

「あの子は頭のいい子よ。自分の恋人がどこまでの人間かなんてよくわかっているでしょうね。早苗があなたを待っていると思う？　もし本当にそう信じているのなら、とんだ笑い話ね」

　珀蓮は嘲笑した。

　次の瞬間、新祢の目にはすべてが同時に起こったように見えた。

　広兼の左手が珀蓮の肩に伸びる。その腕をいつの間にか間に入った王伊が摑み、腰を落とし上半身を捻ひねって左の拳で広兼の頰を殴り飛ばす。珀蓮は鳥代の腕の中にいた。広兼は、殴られた衝撃のまま床に身体をぶつけて転がった。

　大きな音がしたというのに、夜花はお乳を飲んだまま眠ろうとしている。

　室内を、この時だけ沈黙が支配した。

「ああ」

　沈黙を破ったのは賢者の王子の嘆息だった。

「悪い」

　天井を見上げたまま彼は言った。

「こんな茶番、させないでよね」

　王伊がはぁ、とため息をつく。

　珀蓮は鳥代の腕の中で残念そうな声を出した。

「わたくしを一度殴ってからの方が王伊のその拳もより痛く感じたでしょうにね」

「あのさぁ、どうしてあんたはそうなの？　やめてよね。俺の心臓がもたない」

　恋人の言い草に、鳥代はなんだか頭が痛くなった。

「殴るのにも殴られるのにも理由がいるのでしょう？　男って本当に愚かしい生き物ね。さぁ。頭がすっきりしたのなら立ち上がりなさい、賢者の王子。あなたはわたくし達に言わなくてはならないことがあるはずよ」

　ゆっくりと起き上がり、床の上で膝立ちになった広兼は、口の端に滲にじんだ血を舐め取って笑った。

「俺の予定では、鳥代に殴ってもらうはずだったんだがな」

　殴られても、相手が鳥代だったらこんなふうに床に尻しり餅もちをついたりしなかっただろう。

「俺は殴られ損だ」

　鳥代はまだ痛む頭を撫でた。後頭部と頭頂部がずきずきと痛む。二箇所とも、少し膨ふくらんでたんこぶになっていた。

「まぁ、確かにすっきりした」

　差し伸べられた王伊の手を摑んで、広兼は身体を起こした。

　雰囲気が、先ほどまでとは一変していた。部屋に入ってきた時はただぴりぴりと痺れるようだったのが、今は牙きばを隠して潜む獅し子しのような落ち着きを取り戻している。ただ広兼のその双眸には燃えるような怒りが宿っていて、彼は狡こう猾かつな蛇へびのようにその目を細めた。

「座れよ」

　彼は友人達を促うながした。

「お前らは、俺の早苗を取り戻しに来たんだろう？」

　賢者の王子が言って笑った。
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　気が狂いそうだった。

　心臓が暴れ回っていて、時々頭の中が真っ白になる。

　それはたぶん恐怖だ。

　このまま彼女を一生失ってしまったらという不安が生み出す恐怖。

　最初に報告を聞いた時は耳を疑った。

『早さ苗なえ様が行方不明に』

　町に着くとずっと早苗の行方を探していた護衛の男は疲れ果てていた。事情を聞いて、けれど広ひろ兼かねは男に休みを与えようとはしなかった。早苗を守るのが男の仕事だったのだ。ならばいなくなった彼女を捜すのも護衛の仕事だ。

　本当なら殴り殺してやりたかった。けれど自分にも責任はある。一人になどしなければよかったのだ。

　後悔など意味はないとわかってはいても、どうしてもその考えが頭をよぎる。

　先日降った雨のせいで近くの村で土ど砂しや災害があって、救出作業の指揮を執りに行けと兄から伝達鳥デイルエリが来たのだ。それは南の国の、主に王族が情報をやりとりする時に使うもので、馬よりも早く情報を運ぶ。

　王宮には事前に今回の里帰りの行程を連絡してあった。件くだんの村には自警団がいるだけで救出作業に二次災害などの不安が残るため、兄はこのあたりを治める領主だけでなく、予定通りなら件の村のすぐ近くにいるはずの自分にも伝達鳥を送ってきたのだ。広兼が伝達鳥を受け取った場所は領主の屋敷よりもずっと件の村には近かった。

　早苗が行方不明になったという報告を受けてもすぐ村を出られなかったのは、領主の到着が遅れていたからだ。一日遅れて領主が村に着いたので事後処理やもろもろを引き継ぎ、広兼はそれからすぐ馬に飛び乗ってこの町まで駆けてきたのだ。

　数日前、広兼が一人になる彼女を気遣うと、早苗は笑って言った。

『心配なさらないでください。私はあなたの妻になりますが、それは荷物になるためではないのですから』

　あの声が、昨日のことのように蘇よみがえる。

　これまでの自分は、窮きゆう地ちに追い込まれれば追い込まれるほど、頭の中が澄すみ渡って冷静になっていくのが実感できた。

　けれど今は違う。

　頭に血が上ってしまっている。

　どんな怒りも彼をむしろ冷静にしていたというのに、今度ばかりは勝手が違った。心臓が痛い。眠れない。気持ちが悪い。

　早苗の存在の片へん鱗りんを摑んでも、とても冷静に考えることはできなかった。

　意味のない思考が飛んでくる。

　後悔や焦しよう燥そう、不安。怒り。

　自分はおそらくまったく冷静ではないのだろう。

　愚おろかしい。

　自分がこんなに脆もろい人間だとは思わなかった。

　彼女がただいないというだけで、こんなふうになってしまうのだ。

　世界を壊してしまいたい。

　そう思ってしまうのだ。
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「早さ苗なえ嬢とは一緒にいたんじゃなかったのか？」

「側の村で土砂崩れがあって、近くにいた俺が狩り出された」

　このあたりは治安がいい。広ひろ兼かねが早苗を残しても危険な道のりではないと判断したのも無理はなかった。

「早苗は街道沿いの宿に泊まる予定だったんでしょ？」

　広兼が身分を隠して旅をしていたのは知っていた。早苗がそれを望んだのだ。

「宿側の手違いで部屋がいっぱいになってたらしい。早苗達はその宿屋の紹介でこの町に来たんだ」

「なんでまた山に登ることになったのじゃ」

　一番の疑問はそこだった。

「早苗が登りたいと言ったらしい」

「早苗が？」

　四人は怪訝そうな顔をした。

　確かに灯とう謡よう平原を見渡せる山の頂からの景け色しきには一見の価値はある。だが広兼もいないのに、あの早苗が一人でその山に登りたいなどと言いだす理由がわからなかった。

　彼女はこの上なく合理的な人間だ。事前の準備もなくなだらかとはいえ山道を行き、怪我をするリスクを冒おかすとも思えない。しかも結婚式を前にして、である。たとえ擦すり傷でも、花嫁にはふさわしくない。

「ともかく」

　広兼は言って質問を打ち切った。

「早苗が落ちたと思われる場所はもう発見してある。そこにいなかったということは二つの可能性が考えられる」

　彼は前かがみになって、膝に両肘を置いて両手を組んでいる。その手には既にいくつか小さな傷があって、彼が何度も強く拳を握り込んだのであろうことが想像できた。

「自分で動いたか、誰かに連れて行かれたか」

　広兼は、自分の言葉が他の四人に浸透するのを待つように一拍おいた。

「前者は考えにくい。早苗は馬鹿じゃない。見知らぬ山の中を怪我をしたままうろつくのが命取りだってことくらいわかってるだろう。彼女なら、どこかへ移動するにしてもそうとわかるような目印を置いていくはずだ」

　彼の婚約者は頭がいいのだ。自分の行動の結果も予想できないような愚か者ではない。

「であれば、誰かが早苗を連れて行った可能性が高い」

　気を失った状態であれば、彼女にはどうしようもないだろう。

「昨日から大げさなくらい大々的に、山の中と町を探してる。もし彼女を匿かくまっている人間がいるとしたら、もう名乗り出ていてもおかしくない。金髪碧眼なんて、そういるわけがないんだ」

　でも誰一人として、彼女を家で看病しているのだと名乗り出る人間はいなかった。出てくるのは彼女が山に入る前の目撃情報くらいで、現在の彼女の消息はようとして知れない。

「山に獣けものは？　出ないの？」

　珀はく蓮れんが問う。かつて森を彷徨さまよったことのある北の王女ならではの発想だろう。

「あの山には人を食べるような大型の獣はいない。毒どく蛇へびはいるかもしれないけどな。それに最近は盗とう賊ぞくの類たぐいが出るらしいが……」

「盗賊？」

　鳥とり代しろは顔をしかめた。

「なんだそれは。早く捕まえろよ」

　大きな山ではないのだ。捕まえようと思えばすぐ捕まえられるだろう。盗賊が出るなどと、もし自分の領地であったなら、すぐにでも対処すべき事項だ。

「盗賊というか、スリの類らしい。たとえば観光客が平原の景色に見み惣とれているといつの間にか財布がなくなっている。ただ盗られているのはいつも小額だ」

「結論だけ言ったら？　広兼」

　つまらなそうに王おう伊いが言った。

「手がかりは摑んでいるんでしょう？」

「俺が手がかりだと思っているのは、菩提樹リンデンだ」

「菩提樹？」

　珀蓮が聞き返した。あまりに唐突だったからだ。

「香草のかえ？」

　新しら祢ねが続ける。

「そうだ」

　広兼は頷いた。

「昨日、俺は町に着いてまずこの屋敷を訪れた。この町では、平へ祈き男爵が村むら長おさのような役割をしているようだからな。男爵の好意で屋敷に泊めてもらうことになって、昨日からここにいる」

　今更確認するまでもないことだ。四人は頷いた。

「昨日は俺も山に入ったりして、早苗の手がかりを探した。早苗が落ちたという場所を確認して屋敷に戻り、現在ある情報を整理して新しい情報を待った。その時、使用人がお茶を淹れて持ってきた」

　広兼はとん、と茶器の載った卓を叩いた。

「それが菩提樹のお茶だったんだ」

「ちょっと待ちなさい。それが早苗とどう関係があるの？」

　珀蓮は少し苛立ったように言った。

「早苗は菩提樹のお茶が好きだった。俺がその時飲んだのは、早苗が淹れたものに近い味だった」

「呆あきれた！　それを手がかりだと言うの？」

　目を吊り上げる北の王女を手で制して、鳥代が聞いた。

「その香草茶を持ってきた使用人は？」

「いや……あれは違った。早苗じゃない」

　広兼は言いながら考えているようだった。彼にもまだ、何もわかっていないのだ。当然だろう。早苗の行方がわかっていれば、賢者の王子がただ黙って座っているはずがない。王伊に殴られるまで、その身を焼いて思考を乱していたのは焦しよう燥そうだったのだろう。

「平祈男爵は、身元もしっかりとした方だろう」

　この南の王子が自国の紳士録くらい頭に入れていないとは思えない。平祈男爵の名前も知っていただろう。そして抜け目のない彼ならば、この町へ来る前にこの町唯一の貴族の詳しい素す性じようを調べていないわけがなかった。

「ああ。領主の遠縁で、先々代からこの町に屋敷をかまえている田舎貴族だ。奥方は数日前から旅行に行っているらしい。一人娘は病弱で、家からほとんど出ない」

　佳か莉りのことだ。

「そのお嬢様なら会った。たしかに病気を持っていそうだった」

「会った？　どこで」

　広兼は片方の眉を上げた。

「お前が来る少し前だよ。そのお嬢様がお茶を持ってきてくれたんだ」

「鳥代、そのお嬢様はどういう娘だった？」

「ええと素直で屈くつ託たくのない、まさに箱入り娘だな、あれは」

　佳莉は、不思議と憎にくめない雰囲気を持っていた。早苗はあれで苦労している。彼女がもしこの大陸にありふれた髪と眼の色を持っていて、好奇や嫌悪の目にさらされることなく周囲の愛情を惜しみなくうけていたとしたら、佳莉のような娘になったのかもしれない。そう思わせるような娘だった。

　そこまで考えて、鳥代は一つの可能性に行き当たった。

「ん？　おい、お前まさか彼女が早苗嬢じゃないかとか言いだすんじゃないだろうな」

　広兼は顔をしかめた。

「ありえない」

　鳥代は断言した。

「あれは別人だぞ。中身じゃない。外見だ。まったくの別人。早苗嬢よりも幼おさないし、顔立ちだって違う。たった四日で人の顔をああも変えられるわけがないだろう」

「魔法だったらどうかな？」

　王伊が言って新祢を見る。ここには魔女がいるのだ。新祢は首を振った。

「幻惑の魔法があることにはあるが、そうであれば妾にはわかるはずじゃ。魔女の目から魔法を隠すことなどできぬ」

　珀蓮は目を細めて試すように広兼を見ている。

　この屋敷には広兼達を除けば五人の人間しかいないという。男爵と男爵令嬢、それに執事と二人の使用人である。その誰かと早苗が入れ替わっているというのは、考えられない話だった。それならまだ、五人が共謀してこの屋敷の中に早苗を閉じ込めているという方が現実的である。

　しかし彼らがそうする理由がわからない。

　早苗はヤエ商会の当主であり南の国の第六王子の婚約者だ。早苗を攫って閉じ込めている人間がいるとして、身代金を要求してくるのならまだわかるが、その様子はない。それに、貴族としてそれなりの財産を持っている平祈男爵にはそんなことをする必要がないのだ。

　ただ一度菩提樹の香草茶を飲んだだけで広兼が疑いをこの屋敷の中に向けたのは、到底正気とは思えない考えだった。

「俺は」

　広兼は絞り出すような声で言った。
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　晩餐の味はそこそこだった。

　早さ苗なえの作った料理の方がずっと美お味いしいと彼らは思ったが、それを口にしないくらいには、彼らにも常識はあった。食後には焼き菓子と紅茶が出てきた。

　夜よる花はなは屋敷の使用人が面倒を見ることになった。恰かつ幅ぷくのいい年配の女性で、夜花を抱く腕は新しら祢ね達よりもよほど慣れているようだった。夜花のお乳を買ってきてくれたのもこの使用人だったらしい。これでここにいる間、夜泣きに悩まされることはないだろう。

　平へ祈き男爵は鳥とり代しろ達が思っていたよりもずっと社交的で明るかった。彼はその場に娘が同席しなかったことを詫わびた。

「申し訳ございません。足はほとんど治ってはいるのですが、まだ体調が思わしくなく、今も部屋で寝ております」

「それは心配ですね」

　こういう場で一番社交的になるのは東の王子だ。鳥代は鴨かも肉にくの蒸し焼きを切る手を止めて眉び宇うをひそめた。

　平祈男爵は憂うれいの籠ったため息をついて答える。

「いつものことなのです。最近では大分元気になったのですが、少し動くと寝込んでしまうのですよ」

　鳥代達は、佳か莉りが彼らにお茶を運んできたのを黙っていることにしていた。父には部屋から出るなと言われていると言っていたのだ。わざわざ父親の怒りを促すこともないだろう。

　あの後鳥代達を部屋に案内したりしてくれたのは執事だったので、彼らは佳莉の様子を聞けなかった。里野と呼ばれていた使用人には会っていない。

「しかし、それでは申し訳ないことをしました。お身体の弱いお嬢様がいらっしゃるのに、私達が転がり込んできてはご迷惑でしょう」

「とんでもございません」

　男爵は慌てて首を振った。

「事情は存じ上げております。私にできることならば、なんでもおっしゃってください」

　広兼が何も言わないので、代わりに鳥代が答える。

「ありがたい。早苗は私達にとっても大切な友人なのです。無事であればいいのですが」

「きっとご無事ですよ」

　男爵は善良な人間らしくそう答えた。

　結局鳥代達もこの屋敷に滞在することになったが、このお屋敷の旦那様は彼らに困った顔は見せなかった。見る限りそんなに部屋数があるわけではない。その証拠に、珀はく蓮れんと新祢は同じ部屋を与えられていた。

「しかし、噂に聞く以上の姫君方ですな」

　男爵は感心したように言った。

「珀蓮様はとてもお美しいし、新祢様も見事な赤い髪をしていらっしゃる。失礼ですが、新祢様の故郷では皆様そういった色を持っていらっしゃるのですか？」

　問われて、新祢は微笑んで答えた。

「私だけです」

　それは早苗と珀蓮の教育の賜たま物ものだった。ただでさえ目を惹ひく容よう貌ぼうなのに、新祢は話し方がひどく古めかしいのだ。それでは社交界で苦労するだろうからと、二人は新祢に徹底的に現代の一般的な女性の話し方というものを教え込んだ。

「なるほど。不思議ですね。お父上とお母上は？」

「普通の黒髪でしたわ」

「ますます不思議だ。まるで魔術か魔法のようですね」

　言って男爵は笑った。冗談のつもりなのだろうが、彼が言ったことは正せい鵠こくを射ていた。ど真ん中である。

　新祢は生まれたばかりに受けた魔女の魔法の影響で、髪と眼の色が変わったのだ。

「珀蓮様のお美しさも、まるで魔法がかっている」

　社交モードの珀蓮は笑顔を作って答えた。

「魔法などと、物語の中だけのお話でしてよ」

「しかし、あなた方の物語には魔女が登場したように記憶しておりますが」

「男爵、あれはただの物語ですよ。真実は一欠片かけらしかない」

　鳥代が笑って否定する。

　魔女の話を本当だとすると、北の王妃の正体までわかってしまう恐れがあった。だから彼らは第三者にそういった話題を投げかけられた時は、そう答えるようにしていた。

　あの歌を最初に作った吟遊詩人デイヒルーがどのようにして調べたのか、物語はよくできている。細部を抜かせば、大体が真実なのだ。

「そうですか。いやしかし、些いささか残念ですね」

「男爵は、魔法を信じていらっしゃる？」

　広ひろ兼かねが聞いた。

　魔女がこの地から失われて久しい。魔女や魔法はもはや、物語の世界だけの話となりつつあるのだ。

「存在しないということを知るのは、存在するということを知ることよりも、遥かに難しいものです」

　男爵は手に持った黄色い酒をこくりと飲んでから答えた。

「私には魔法を否定する理由がありません」

「立派なお考えだ」

　鳥代は言った。

「それは、彼女にも同じことがあてはまりますね」

　東の王子は笑顔でそう続けながら、注意深く男爵の反応を観察した。

「早苗嬢が見つからないということは、彼女が失われたという証明にはならない。私達は、たとえどんなに時間が経とうとも、諦めるべきではない」

　男爵は鷹おう揚ように頷く。

「その通りです」

　彼は明るく笑った。

「いいご友人をお持ちですな。広兼殿下」

　そうして善良なる平祈男爵は、改めて早苗の捜索に全面的に協力することを約束したのだった。
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「俺は」

　広ひろ兼かねは絞り出すような声で言った。

「俺は今、自分が冷静なのかどうかがわからねぇ」

　それは、鳥とり代しろ達が生まれて初めて耳にした、賢者の王子の弱音だった。

「でも確信はあるんだ」

　彼は友人達をまっすぐに見み据すえた。

　その眼はただ、前を見ていた。

　恋しい人を。最愛の恋人を。失うわけにはいかない、無二の女性を。

「早さ苗なえは」

　彼女が。

「近くにいる」

　鳥代達には、それだけで十分だったのだ。







　２　猫が引っかいたような月







　自分を呼ぶ声がする。

　柔やわらかい寝台。暖あたたかな温ぬくもり。

　知っている場所だった。

　もっとずっとずっと幼おさない頃だ。あの頃は、毎日のようにこんな朝に目覚めた。

　今は違う。

　一番に起きて、やることがたくさんあるからだ。庭に水をあげて、ご飯の支し度たくをする。そして今度は、私が誰だれかの名前を呼んで夢から引き起こす。

　起きて。

　と。

　呼ぶ。

　昔とは違う。けれど今も幸せだ。

　幸せなのだ。

　それを伝えたかった。

　だから心配しないでと。

　それを、伝えたかった。
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　佳か莉りは目を覚ました。

　しばらくぼーっとしながら今自分がどこにいるのかを考える。部屋はまだ暗い。夜なのだろうか。手を動かしてみると、自分が柔らかな布に包まれているのだと知る。寝台だ。

　昨晩寝た時の記憶がなかった。

　けれど佳莉は混乱しなかった。ここのところはいつもそうなのだ。

　目が覚めると、寝る時の記憶がない。時には覚えのない傷があったりする。

　足の怪け我がも同じだ。数日前に起きた時にはもうそれはあって、里り野のが階段から落ちたのだと教えてくれた。階段から下りている時に、いつもの頭痛がきたのだ。

　佳莉はため息をついた。

　あの頭痛は本当に曲くせ者ものだった。

　ふいにやってくるのだ。なんでもない時に。

　たとえば服を着る時や、里野に髪を梳すいてもらう時。頭痛は突然やってきて、その後の佳莉の記憶は混こん濁だくする。そして目が覚めたら寝台の上だ。

　それが朝の時もあれば、真夜中の時もあった。

　今はどちらだろう。朝は里野が起こしにくる。ではまだ朝じゃないのかもしれない。

　佳莉は寝台から出た。

　枕元には香こう炉ろがある。それに手を当てて落とさないように注意しながら窓の方へと歩いた。窓を覆おおう布を捲めくる。

「夜だわ」

　月は出ていた。笑った道化の目のような、猫ねこが引っかいたような月だ。

　どれくらい寝ていたのかはわからないが、眠くはなかった。

　次の瞬間には、佳莉はもうどうするかは決めていた。淡あわい外からの灯あかりの中で燭しよく台だいを探して火を点つける。衣装棚の中から、薄手の肩かけを出して羽は織おった。

　お父様も里野も寝ているだろう。

　佳莉は部屋を出た。







　屋敷から出る気はなかった。行く場所は決めていたのだ。

　調理場の裏口から直接行ける裏庭。もちろん渡り廊ろう下かから外に出ても行ける。今け朝さ里野の目を盗んで部屋を抜け出し裏庭に出た時、もう一度夜に来たいと思ったのだ。

　空気が気持ちいい。

　裸足はだしのまま裏庭に出て、燭台をどこに置こうかと見渡してから、思いついて彼女は燭台の火を消した。あたりに闇やみが落ちる。けれど恐おそろしくはなかった。

　佳莉は息を吸う。吐く。

「ああ」

　ため息をつきたくなるほどの透明な空気が彼女を覆った。

　佳莉はそのままそこに尻しりをつけて座り、ついには横になった。

　空には星が広がっている。

　自分が一人になったような気持ちになる。

　正直、屋敷の中は息苦しかった。里野は厳しいけど優しい。お父様も。でもいつも誰かに見られているようで、それが苦しかった。

　昔はこうではなかった気がする。

　心から幸せだった。

　身体からだは昔から弱かった。体力がないのだ。少し動くだけで熱を出す。

　けれどお父様もお母様もいて、自分は申し分なく愛されていたし、わがままだって言えた。

　いつからこうなったのか。

　佳莉にはわからなかった。

　目を瞑つぶる。

　佳莉、とそう呼ばれるたび、心臓の奥で何かが叫んでいる。

　それがいつか自分を食い破って出てくるのではと、佳莉はそれが恐ろしかった。

　これはなんなのだろう。

　一昨日おとといの朝、目が覚めた時は長い夢を見ていたような気分だった。足を怪我した次の日の朝だ。

　けれど夢の内容は覚えていなくて、それがひどく残念だった。

　夢は外に遊びに行けない自分のための冒険の場だ。海を越えて来た海かい賊ぞくと恋に落ちたり、魔法をかけられた王子様を助けたりするのだ。

　忘れてしまった夢ではどんな冒険をしたのだろう。

　恐ろしい冒険だったのだろうか。

　心臓の奥にいるのは夢の中の自分。

　眠ればそれが心臓を引き裂さいて出てくるのだろう。

　だから朝目を覚ますたび、自分は違う人間になってゆく。

　自分の想像が恐ろしくて、佳莉は一層身体を震ふるわせた。

　その時星が欠けた。違う、誰かが自分を覗のぞき込んでいるのだ。佳莉は目を丸くした。

「ここで何をしているんだ？」

　彼はお父様のような口調で言ったので一瞬お父様かと思ったが、違った。彼の髪が、彼自身を縁ふち取どるように月の光に透すけたからだ。きらきらと光っている。佳莉はこれも夢かと思った。

　佳莉は後ずさるように身体を起こした。彼は佳莉が持ってきたのとは別の燭台を持っていて、それで顔がわかった。

　佳莉はますます目を見開いた。

「……あなた、誰？」

　驚いたことに、彼は明らかに黒髪ではなかった。茶色でもない。もっと明るい色だ。燭台の灯りでは判然としないが、眼の色も違うようだった。何色だろう。青のように見える。とても綺き麗れいだった。

　彼は怪け訝げんそうに眉び宇うをひそめる。

「そういう君は誰だ？」

「私は、佳莉。この屋敷の、娘よ」

　佳莉が答えると、彼は彼女の噓うそを見抜こうとするようにじろじろと彼女を見た。佳莉は少しむっとした。

「今度はあなたが名乗る番よ」

　するとやっと、彼は笑った。青年、と言ってもいい年に見える。

「参ったな。君には僕がどう見えるの？」

　佳莉は質問の意味を測りかねた。

「どういう意味？　私にはあなたが男の人に見えるわ。背は高くて、腰を屈かがめて座っている私を見ている。手に燭台を持っていて、服は、そうね。紳士の格好に見える。少なくとも寝巻きじゃないわ」

　お父様の格好と似ていた。

「君は寝巻きだ」

「きちんと上に羽織っているもの」

「僕の髪と眼の色は見える？」

「少なくとも黒じゃないわ」

　青年ははっと声を上げて笑った。

「なるほど」

「名乗る気がないの？」

「ああ、名乗るよもちろん。マナーに反するからね。僕はルヴァイン。言えるかい？　ルヴァインだ」

　佳莉は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あなた、どこから来たの？」

「海の向こうからさ」

　海の向こう。地図の上には、大きく分けて二つの大陸が描かれている。西大陸と東大陸だ。一説にはかつて二つの大陸は一つであったと言われるが、詳しいことは佳莉にはわからない。地学者の分野だ。

　ただ、その話を聞いた時、佳莉はこの三国と同じだと思った。東と西と南の三国。かつては一つの国だった、不思議の森を囲む国。

　佳莉は目を輝かせた。

「まぁ、海の向こう？」

「そうだよ。長い船旅だった」

　彼女は好奇心を抑えきれなかった。

「聞かせて聞かせて。ねぇ、どんな船？　どれくらい時間がかかったの？　海の上で寝泊まりするの？　食事は？　あなたの生まれたところはどんな家？　森はあるの？　川は？　何を食べるの？」

　夢で見ていた冒険譚たんが目の前にあるのだ。佳莉は矢や継つぎ早ばやに質問を口にした。

「家族は？　どうしてこちらへ来たの？　そちらに人にん参じんはある？　私、あれ嫌いなの」

「ああ、待ってくれ。一つずつだ」

　ルヴァインは言うと、佳莉の横に腰を下ろした。手近にあった平らな石の上に燭台を置く。火は点いたままだった。

　ルヴァインは考えるように空中に目を彷徨さまよわせながら、教師のように整然と答えた。

「そうだな、船は大きな船だ。この屋敷よりも大きいよ。時間はとても長い。月が痩やせて肥こえるくらい。船にはきちんと部屋があって、寝台もある。そこで寝るんだ。たまにすごく揺れる。食事は料理人の腕うでかな、そんなに不満はなかった。たまに釣つれたての魚を食べる。あれは美お味いしかったよ。僕が生まれたのもここと同じようなお屋敷だ。でももう少し低地にある。森もあるけど、僕はあまり行かなかったな。湖があった。川はもう少し離れた所に大きなのがある。食べるのはパンとミルク。こちらでは、ミルクは赤ん坊しか飲まないらしいね。このあたりの国々はやはり何百年も前からの西化政策が根強くって助かってるけど、どこだかの食堂でミルクを頼んで怪訝そうな顔をされた時は恥はずかしかった」

「ミルク？」

　佳莉は首を傾かしげる。

「ああ、お乳ちちだよ。牛や、羊のお乳だ」

「まぁ」

　確かにそれは、赤ん坊が飲むもので、いい大人おとなが飲むものではない。

「美味しいの？」

　食事を作る時に使ったりしているのは知っているが、そのまま飲むものではないような気がする。

「美味しいよ。だから赤ん坊もあんなふうに必死に飲むんだろう？」

　佳莉はぱっと昼間に見た赤ん坊を思い出した。つるつるの頰ほおに、小さな手。とても可か愛わいらしい。でも泣き声は獣けもののようだった。そうだ。あの子は、里野が大きな声を出したから泣いてしまったのだ。その後どうなったのだろう。記憶は靄もやがかかったようになっていて思い出せない。
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　佳莉はこめかみに手を当てた。

「人参はあるよ。あれは、もともとこちらの食べ物だね。西に来たのはたしか百年くらい前かな？」

「まぁ。残念ね」

　佳莉は本当に残念そうに言った。

「家族はたくさんいる。全員は覚えてないな。血族での繋つながりが強くてね、難しいんだ」

　ルヴァインは膝ひざを立てて、そこに肘ひじをついて話していた。

「ここに来た理由は、探すためだ。この大陸にしかいない、謎なぞに満ちた存在を」

　ルヴァインの眼は、間違いなく青だった。彼のその青い双そう眸ぼうが、まっすぐに佳莉を見ていた。佳莉はなんだか悲しい気持ちになった。理由はわからない。最近は、そうやって理由のわからない感情が湧わき上がることが多い。

「泣きそうだな」

　ルヴァインは笑った。

「どうしたの？」

　彼は佳莉の頰に触れた。その手は冷たかった。

「弱ったな。君は魔女には見えない」

「私は魔女じゃないわ」

「本当に？」

「……」

　佳莉には本当だと確信を持って言うことができなかった。

　この、心臓の奥にいる誰か。これが魔女でないという保証なんかないのだ。

「あなたは魔女を探しているの？」

「そうだよ」

「どうして？」

「魔女だけが僕を救える」

「そんな悲しいことを言わないで」

　佳莉は今度こそ涙を流した。

「何が悲しいんだ」

「誰かを救えるのは一人じゃないわ。もっとたくさんの人があなたを救うことができるのに、あなたがそれに目を瞑っては駄だ目めよ」

「……やっぱり、君は頭がいいね」

　ルヴァインは笑う。

「本当に魔女じゃないの？」

　佳莉は俯うつむいて首を振った。

　彼女にはもう何もわからなかった。こめかみに当てた手が震える。頭が痛い。

　あの頭痛がきたのだ。

　魔女じゃないわ。

　彼女は言った。けれどそれが言葉になっているかどうかわからなかった。

　私は魔女じゃない。

　魔女は消えてしまったの。

　そうよ。どこかへ行ってしまったの。

　たった一人で。

　どこかに。

　彼女はそれが、ひどく悲しかった。
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「広ひろ兼かねは？」

　鳥とり代しろが周囲を見渡して言うと、控えていた執事がなぜか申し訳なさそうに言った。

「それが、部屋でお召めし上がりになるとおっしゃいまして……」

　東の王子は眉間に皺を寄せた。

　広いとも言えない食堂にはすでに自分以外の三人と屋敷の主人である平へ祈き男だん爵しやくが腰掛けている。泊めてもらっている立場で、朝食の場にも出てこないなどと無作法以外の何ものでもない。

「気になさらないでください」

　鳥代の心を読んだのか平祈男爵はいつの間にか立ち上がっていて、東の王子を食事の席に促うながした。

「広兼殿下のお気持ちが乱れるのは当然です。食事もろくに喉のどを通らないのかもしれない。それでも殿下はこちらへ来て一度も食事を残されたことはないのですよ。お一人で、耐えていらっしゃるのでしょう」

　促されるまま席についた鳥代は笑って肩をすくめた。席は広兼がいないので昨夜と違う。珀はく蓮れんの隣、王おう伊いの正面。平祈男爵とは、テーブルのコの字の部分を王伊と三人で囲むように座っている形になる。

　鳥代の席は昨晩広兼が座っていた位置だ。

　テーブルの上にはすでに食事が並べられていて、色とりどりの果物も置いてある。

「広兼は食事を抜くことだけはしないんだそうですよ。頭の血の巡りが悪くなるから」

　鳥代が言う。彼が広兼の非礼を詫わびるわけにはいかなかった。友人といえど、広兼はこの国の王子で、鳥代は隣国の王子だからだ。

　平祈男爵は笑った。

「殿下らしい」

「融ゆう通づうがきかないんです」

「広兼殿下はあまり口数の多くない方なのでしょうか？」

　昨日の夕食の時も広兼はほとんど口を利きかなかった。鳥代は笑った。

「口のよく回る男ですよ。やはり今は緊張しているのでしょう」

「ここへ来てからずっとお一人でいらっしゃいます。殿下がお身体を壊されないといいのですが……」

　男爵は気遣わしげにため息をついた。

「ご息女は」

　新しら祢ねが言った。

「ご息女は、今日も具合がお悪いのですか？」

　執事が焼きたてのパンを運んでくる。佳か莉りは昨日の晩ばん餐さんにも現れなかった。まだ具合が悪いのだろうか。

　男爵は困ったように笑った。

「いえ、もう体調は戻っておりますが、大事を取って朝食は部屋で取らせているのです。昼食はご一緒できるかもしれません」

「それを聞いて安心しました」

　赤い髪の姫君は笑う。

「ご心配をおかけして申し訳ございません」

「ねぇ、わたくし達、佳莉さんのお見舞いに行かせていただいてもよろしいかしら？」

　さも今思いついたかのように珀蓮が言った。

「わたくし達と同じくらいの年の方なのでしょう？」

　パンを片手に持っていても彼女の造りもののような美しさは変わらない。

「お見舞い……ですか？」

「ええ」

　北の王女は薔ば薇らが花開くような笑顔で笑った。

「早さ苗なえも身体の弱い子ですの。他人事ひとごととは思えませんわ」

　これは噓だ。

　彼女達の目的は佳莉に話を聞くことだった。

　広兼が佳莉を早苗だと疑っているのは置いておくとしても、彼女はこの家の娘なのだ。もし屋敷の中に早苗が閉じ込められているのだとしたら、彼女は何か知っているかもしれない。

　それに彼女自身の体調が気になるというのも本当だ。昨日、佳莉は里野に抱かかえられて部屋を出て行ったが、どう見ても普通の状態ではなかったのだ。

「それはきっとあれも喜ぶでしょう」

　男爵は笑う。

「では、娘の体調を見て、あとで使用人に部屋にご案内させますよ」

「よろしくお願いいたしますね」
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　ぷっくりとした頰。つるつるの白い肌はだ。目は好奇心に満ちて輝いていて、お人形のような小さな手が何かを探して彷徨さまよっている。

　赤ん坊がこんなに可愛いのは、自衛のために相違なかった。こんなに可愛い生き物だったら、自分の身と引き換えにしてでも護まもりたくなるだろう。

「まぁ」

　佳か莉りは里り野のの背に負われた赤ん坊を見て声を上げた。祈るように両手を胸の前で組んでいる。頰は喜びで紅こう潮ちようした。

「来き茶ささんがお買い物に行くっていうので代わりに預かったんですよ」

　来茶は、使用人が皆男爵夫人についていっていなくなってしまった後の、屋敷の用事をこなすために新しく雇やとった使用人だった。本当なら佳莉と男爵も、夫人の後をすぐ追うはずだったのだ。

　彼女達がこんなに長くこの屋敷に残っているのは予定外だった。

「素す晴ばらしいわ里野。大手柄よ。ああ、なんて可愛いの。里野。私にだっこさせて」

　大興奮状態のお嬢様に、使用人は少し怪訝そうに眉間に皺を寄せる。

「なんですかお嬢様。そんなに赤ん坊がお好きだったんですか？」

「だって可愛いじゃない。ねぇ、だっこさせて」

「駄目です。先に食事をすませてください。ほら、人参を残さずに」

「人参は嫌いだって言ったでしょう？」

「食べてください。好き嫌いするからすぐ体調を崩されてしまうんですよ」

「……わかったわ」

　佳莉は目を瞑って人参を口の中にほうり込む。彼女は盛せい大だいに顔をしかめながら人参を咀そ嚼しやくした。

　お嬢様のための朝食を持ってきてテーブルの上に並べたばかりの使用人は、今度は寝室に乱れた寝台を直しに行く。

　背負った赤ん坊は大人しい。赤ん坊が皆こういうふうに大人しいのならよかった。里野はうるさく泣く幼児が嫌いだった。

「里野」

　戸口の向こうからお嬢様が声を上げる。

「そういえば、あの王子様方はどうしてここに滞在していらっしゃるのかしら？　ご友人に会いにきたのだとおっしゃっていたわ。そう。私、うちにあの方々のご友人が滞在していらっしゃったことを知らなくて、恥ずかしい思いをしたのよ」

　ご友人とはあの南の王子のことだろう。当然だ。男爵はわざと佳莉に知られないようにしていた。里野はその理由を知っていたが、口にはしていない。知らないふりをした方がいいことが、世の中には多くあるのだ。

　佳莉はどうやら、あの客人達の前で頭痛に襲われたことを覚えていないらしい。

　いつもそうだった。あの頭痛に襲われた後、その前後のことを彼女はいつも忘れてしまっている。思い出さないようにしている、といった方が正しいだろうか。辛つらい記憶を忘れてしまうのと同じなのかもしれない。

「行方ゆくえ不明のお友達を捜しにいらっしゃったらしいですよ」

　里野は答えた。

「行方不明？」

　その不穏な台詞せりふを、佳莉が低い声で繰り返す。

「この町で？」

「山に登っていて落ちたそうです」

　里野は寝台のシーツの端を折り込んでいく。

「まぁ、本当？」

　佳莉の声が曇くもる。

「うちに滞在してらした男の人もその行方不明の方を捜していらっしゃるの？　手がかりはないの？　お父様も捜して差し上げてるのかしら。女性？　男性？」

　矢継ぎ早に質問が飛んでくる。これは彼女の癖のようなものだった。

「さぁ、私もあまり知りません」

　里野はごまかした。

　最後にシーツの上にしゃっと手を滑すべらす。柔らかで滑なめらかな生き地じの感触が手の中に残る。皺一つない仕上がりに、里野は満足げな息を吐いた。

　彼女は踵きびすを返して、部屋の隅に何気なく置かれた香炉の中を覗く。この香炉の香りは絶やすなと言われていた。香こう木ぼくを直接燃すと匂いが強まるが、それを特別な水に漬つけて匂いを移し、その水を熱して甘い匂いを部屋に漂ただよわせている。少なくとも里野は他で一度も見たことのない香木だった。

　この屋敷の中にはこの香炉がところどころに置いてあって、それらは執事が管理しているはずだ。里野の管かん轄かつは、この、お嬢様の部屋にあるものだけだった。

　お嬢様のいる部屋に戻ると、彼女は既に人参を片付け、お茶を飲んでいるところだった。口の中に残った苦味をごまかしているようだ。

「心配ね」

　彼女が言う。

「大丈夫ですよ」

　里野は根こん拠きよのない言葉を口にした。

「きっとご無事ですよ」

「あんな小さな山で行方不明なんておかしいもの。どこかへ攫さらわれたのかしら」

「どうでしょうね。さぁ、お嬢様。早く食べちゃってくださいね」

　背負った物体がうごうごと動く。何かと思ってみたら、壁に掛けられた鏡に反応しているようだった。鏡が好きなのだろうか。自分の顔が映っているのが不思議なのかもしれない。近付けてやると、嬉うれしそうに笑った。

　それを見ていたのかふと佳莉が聞いた。

「里野。その子、名前はなんというの？」

「さぁ、聞いてないです」

「まぁ。どうして聞いてこないの？」

「『赤ちゃん』でいいじゃないですか」

「駄目よ。きちんと呼び名がなくっちゃ」

「『赤ちゃん』が呼び名でいいじゃないですか」

「それは羊に羊って呼びかけるようなものよ」

「じゃあお嬢様が好きに考えてくださって結構ですよ」

「そうね……。『可愛いお鼻ちゃん』、はどうかしら？」

「……私はその名前では呼びませんよ」

　初めて知ったことだが、どうやらお嬢様に名付けのセンスはないらしい。

「そうだわ。散歩に行かない？」

　佳莉が提案した。スープを一口飲む。

　男爵は朝食の後から出かけている。昼食の前には戻ると言っていた。佳莉にとっては、部屋を出られる数少ない機チヤ会ンスだった。

「ついでに香草を取ってくるのよ。私がお茶を淹いれてあげるわ」

　彼女はお茶を淹れるのが上手だった。

　里野はお茶の美味しい淹れ方など知らなかった。足を怪我して四日前にベッドの上で目覚めた佳莉は、部屋から出られない退屈しのぎにか、里野にお茶の淹れ方を教えてくれた。佳莉に教わった通りに淹れると、同じ香草を使っても香りが全然違うから驚いた。

　男爵からは佳莉を部屋から出さないようにと言われていたが、そう言って大人しく部屋に閉じこもっているような人ではない。昨日がいい例だ。調理場も香草のある裏庭も、普通お客様が通るようなところからは見えないようになっているし、こっそり行くなら大丈夫かもしれない。

　何より里野は、お嬢様の喜ぶ顔を見たかった。

「いいですよ。でも朝食は残さず食べてくださいね」

　使用人は小言の多い姉のように言う。

「わかってるわよ」

　佳莉はパンを口にほうり込んだ。
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　里り野のは物心ついた頃から旅芸人の一座の中で暮らしていた。一座の仕事は決して楽ではないし、裕福でもなかった。両親がそこにいたわけではないので、おそらく早い時期に捨てられたか売られたかしたのだろうと里野は思っていた。

　一座にはいつも幼おさない子供がいて、いつからか自分はその面倒を見る役目だった。子供はすぐ泣くし、力だって加減を知らない。そのくせ体力は底なしだ。里野は子供があまり好きではなかった。

　逃げ出したのは、もっといい暮らしがあるだろうと思ったからだ。

　逃げ出して、近くにあった山に入った。あてはあった。そこは有名な観光名所で、よく夜に人が山道を登ってくる。平原に見み惚とれている人間はひどく無防備で、以前一座の人間に連れられて来た時はやろうと思えばいくらでも盗めそうだなと思った。

　一座では手品を得意としていたし、手先は器用だ。ここでできる限り蓄たくわえて、何かを始めようと思った。

　山には果物なんかもあった。里野は基本的には山で暮らして、盗んだお金で町で服を買ったり肉を買ったりした。誰も彼女が山に住んでいるなんて思わなかった。

　それでもいい加減こんな暮らしなんかできないと思い始めるのは早くて、そんな時に、彼女は綺麗な妖精を見つけたのだ。

　山の道のない場所に落ちていた。そこは山道の真下で、その妖精は山道から落ちてきたように見えた。それが本物の妖精ではなく、人間の女性であることは里野にもすぐにわかった。彼女には薄い羽も生はえていなかったし、里野よりも大きくて、触れると温あたたかかった。

　里野が彼女を妖精かと思ったのは、彼女が金色の髪を持っていたからだった。

　里野の一座には染め粉で髪を変な色に染めている人間はいたが、そんなのは比べ物にならなかった。彼女の髪の色は明らかに本物だったし、里野はそれに目を奪われた。

　里野は彼女を起こそうとした。

　彼女から何か盗もうとか、そういうことは考えなかった。考えられなかったのだ。彼女を揺り起こそうとして、その額ひたいから血が流れていることに気付いて里野は手を止めた。

　頭を打っているのだろうか。それだったら無理に揺すってはいけない。

　起きてください、と声をかけても駄目だった。

　彼女は目を覚まさない。里野は途と方ほうに暮れた。

　そんな時に、彼がその場にやってきたのだ。

　里野は目を疑った。

　そこにいたのは、目の前で倒れている女性と同じような金色の髪と、空のような青い眼を持った青年だった。

　もちろん、里野が西大陸の人間を見たのは初めてではなかった。一座でいろいろな町を回っている時、ごくたまに観客の中にこういった色彩を持つ人間はいた。そういった人を見るたびに、舞台上から里野は見惚れていた。

　太陽の光に透ける髪に不思議な不思議な青い双そう眸ぼう。

　まるでそれだけで物語の世界の住人のようだ。

　彼女は憧あこがれ続けた色彩が、目の前にいてそして動いているのに驚いていた。

　彼は彼女を見て少し困ったような顔をした。

「君、ここで何やってるの？」

　聞かれたので、正直に答えた。なぜだか彼女は本物の妖精を前にしている気になって、妖精の前では噓をついても意味がないと思った。

「この人を起こそうとしていたんです」

「君のお母さんは？」

「いません」

「お父さんは？」

「いません」

「家は？」

「ありません。私はこの山に住んでいるんです」

　里野の返答を聞いて、青年はまた困ったように首を捻ひねった。

「うーん。じゃあ君、僕と来る？」

　問われて、里野は戸惑った。自分の後ろに倒れている女性をちらりと見る。彼女を置いては行けないと思ったからだ。

「ああ、もちろん、彼女も一緒だ。どうだろう。もし君がうまいことやってくれたら、僕は君にたくさんお金をあげるよ」

　彼女も一緒に行くのならば、里野に否いなと言う理由などなかった。

「行きます」

　と里野は頷うなずいたのだった。
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　佳か莉りがお茶を淹れている間、里り野のは玄関を掃除そうじしていた。

　佳莉には調理場から出ないよう言ってある。大丈夫だとは思うが、それでも里野は、なるべく急いで佳莉のところに戻ろうと思っていた。

　早く終わらせようと掃除に夢中になっていたので、玄関の扉が前触れもなく開いた時は驚いた。

　そして外から戻ってきた様子の南の王子を見て、里野は二重に驚いたのだった。

「お、おかえりなさいませ」

「ああ」

　彼が出かけているなんて知らなかった。旦だん那な様は知っていたのだろうか。ずっと部屋に閉じこもっていたくせに、何をしに出かけたのだろう。

　里野は彼と目を合わせないようにした。

「おい」

　箒ほうきを握にぎり締めて立ったままの里野の脇わきを一度通り過ぎた南の王子は、何を思い出したのか立ち止まって振り向いた。

　里野はびくりと身体を震わせる。

「あんたが昨日淹れてくれた香草茶」

　なんのことを言っているのかすぐにわかった。

　四日前、佳莉にお茶の淹れ方を教わった里野は嬉しくて、誰かに自分の淹れたお茶を飲んで欲しくてしかたがなかった。男爵や執事は香草茶を飲まないし、来き茶さは味の違いがわからなかったので張り合いがなかったのだ。そこへこの南の王子がやってきた。

　彼が部屋へ閉じこもってから、里野は一度だけ、男爵に黙って彼の部屋を訪れた。佳莉から心を落ち着かせる作用があると教わった菩提樹リンデンの香草茶を持っていったのだ。

　持っていった時はこちらに見向きもしなかったくせに、茶器を下げに行った時、この南の王子は里野をじぃと見てきた。

　どうやらちょうど部屋を出ようとしていたようで、里野が部屋の前に立ったところで彼が扉を開けた。そしてそのまま目の前に立っていた里野を驚いたような顔で見つめたのだ。

『あの……茶器を下げにきました』

　と里野がおそるおそる言うと、彼はふいと踵きびすを返してまた部屋の中の椅子に戻った。そしてただ、美味しかったと言っただけだった。

　あれ以降、里野はこの南の王子の目を正面から見ていなかったし、また彼のために香草茶を淹れることもしなかった。

「あれは菩提樹だな」

　里野は驚いた。

　この王子が、香草に詳しいようには見えなかったからだ。あるいは王族というものは、そういうことも勉強するのだろうか。

「そう……ですけど」

「育てているのか？」

「はい。その、裏庭で」

　庭師は、毎日通いでやってきていた。彼は中庭や前庭に時間をかけて、最後についでのようにして裏庭の手入れをして町へ帰っていく。屋敷の中に入ることはなかった。そういうものらしい。

「あのお茶の淹れ方は、誰かに教わったのか？」

　里野は困惑した。

　どうしてそんなことを聞かれるのだろう。

「はい。あの、お嬢様に……」

「男爵令嬢か？」

「そう、ですけど……」

　里野がそう答えると、南の王子はそうかとだけ言って廊下の向こうへ消えた。

　なんだったのだろう。里野はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、ふと、ある可能性に思い至って愕がく然ぜんとした。

　汗がどっと吹き出てくる。

　まさか、彼は気付いたのだろうか。

　里野が淹れたお茶を飲んだだけで？

　そんなはずはない。

　そんなはずはないだろう、と里野は自分に言い聞かせた。
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「では男爵と佳か莉り嬢だけが途中で戻ってこられたのですか？」

　銀食器を磨みがく執事の横で、鳥とり代しろはその磨き上げられた食器を戸棚に戻す作業をしていた。腰を曲げたり伸ばしたりしながら戸棚から銀食器を取り出している執事を見かねて、彼から手伝いを申し出たのだ。

　もちろん最初執事はかたくなに断ったが、東の王子は貴き婦ふ人じんの心をとろけさせる爽さわやかな笑顔で老執事までも懐かい柔じゆうしてしまったようだった。

「さようでございます。途中の宿の階段でお嬢様が足を滑すべらせてしまって、それが原因で体調を崩してしまわれたそうです。おかわいそうに……。お嬢様はご旅行をとても楽しみにされていたのですが」

「奥方は？」

「旦那様が奥様だけはそのまま旅行先に行かせたとおっしゃっておりました。お嬢様の体調が戻り次第すぐ追いかけるおつもりだったのでしょう」

「私達は困った時に転がり込んできてしまったわけですね」

　鳥代は苦笑した。しかし慌てて執事が否定する。

「とんでもございません！　殿下方のご心痛、旦那様も深く心を痛めておいでです。その早さ苗なえ様がどんなに素晴らしい方か広ひろ兼かね殿下を拝見していればわかります。きっとご無事だと、私は信じております」

「ありがとう。誰かにそう言ってもらえるのは、思いの外ほか心強いものです」

　東の王子は弱々しく笑った。

「何か友人の役に立てないかとここに来たのですが、私達には彼を励はげますことしかできない。無力なものですね」

「鳥代殿下……」

　この謙けん虚きよな隣国の王子に、執事は激しく心打たれていた。近頃ではこんな誠実な若者も珍めずらしいだろう。王族であるにもかかわらず傲ごう慢まんなところがなく友情に厚く、老人にも優しい。

「そんなことはございません。鳥代殿下や他のご友人方がいらっしゃったことで、広兼殿下がどんなに心強く思われていることか」

　かしゃーんと甲かん高だかい音が響ひびいた。

　鳥代がフォークを取り落としたのだ。

　彼は食器を取り落とした右手で顔を覆っていた。肩を震わせている。

　泣いているのだ。

　執事は衝撃を受けた。

　しばらくして、鳥代はふいに落としたフォークを屈んで拾うと、それを少し赤い目で執事に渡した。彼は恥ずかしそうに笑う。

「すみません。早苗嬢は私にとってもかけがえのない友人なのです。彼女が今きちんと食べているのか、夜は暖かい所で眠れているのか、考えるだけでもひどく心が痛みます」

　言って東の王子は目を伏せる。

「私でこの有あり様さまなのですから、広兼の辛さは相当のものでしょう。彼をどうにか元気付けてやりたいのですが、私にできることはあまりないようです」

　なんということだろう。

　執事は泣きそうだった。

「殿下、私にできることがあればなんなりとお申し付けください」

　老人はきっぱりと言った。

　銀食器はもう後だ。執事は東の王子の手を取った。

「執事生命にかけても、お役に立ちます」

　言ってから、はっと我に返って彼は鳥代の手を離した。

「ももも申し訳ございません！　大変失礼を！」

　なな何をしているのだ自分は！　と叱咤する。

　この年にして、若く精せい悍かんな王子に胸をときめかせるとは。いや断じて違う。今のはときめいたのではない。そうだ、共感したのだ。王子の厚い友情に私も胸が熱くなったのだ。

　顔を背けて自分にそう言い聞かせる執事の後ろで、鳥代は満足げににっこり笑った。

　そして言う。

「ではお言葉に甘えて、一つお願いをしてもよろしいでしょうか？」

　彼の、先ほどの憂うれいを帯びた瞳はもうどこにもない。

　社交場で貴婦人を腰砕けにさせる東の王子の手腕は、相手が老人であっても変わらないということが、今証明されたのだった。
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　一応軽く叩たたいて不在を確認してから扉とびらを開ける。

　部屋の中は薄暗く、嗅かいだことのある籠こもった匂いがした。

「ここじゃのう」

　新しら祢ねが言う。

　王おう伊いが廊下にあった香炉を持ってきて、その火を部屋の中の灯りに移した。それで初めて室内が明るくなる。

　そこに窓はない。赤セイ穏オンにあった図書室よりも狭かったが、蔵書は目を見張るほどだった。天てん井じようまである本棚すべてに、本がぎっしりと詰まっている。踏み台らしきものが置いてあって、奥にある机の上にも本は積み上げられていた。

　この匂いは赤穏にあった織り屋の図書室の匂いに似ていた。王伊と新祢に続いて部屋に入った珀はく蓮れんは顔をしかめて袖そでで鼻を覆う。

「きちんと換かん気きをした方がよいのではなくって？」

　赤穏の図書室はまだ女達の出入りがあって換気がされていたのだ。ここはひどく空気が籠っている。むわっとした本の匂いは、歴史に染み込んだ毒どくのようで珀蓮は少し気分が悪かった。

　男爵の書斎を調べようと言いだしたのは新祢だった。彼女が言うには、書斎は秘密を隠すのにふさわしい場所だし、そこを見れば持ち主の人となりもある程度わかるということだった。

「男爵はこの部屋をあまり使っていないのかな？」

　王伊は本を踏ふまないよう注意しながら一歩一歩足を進める。

　乱雑に置かれた本は、きちんと分類されているとは思えなかった。賢けん者じやの王子である広ひろ兼かねの書斎も蔵書はちょっとした図書館ほどあるが、すべてがきっちりと棚に納まっている。あれで性格が細かいのだ。

「埃ほこりが積もっておらぬ。むしろ毎日この部屋は使っておるようじゃのう」

　赤い髪の姫君は慣れた様子で本をまたぎ書斎の奥へ行く。そういえば彼女も本は乱雑にしておくタイプだった。王伊はずっと昔、彼女が積んだ本の下敷きになったことがあるのを思い出した。あれは痛かった。泣かなかったのは、男の意地だろう。

「歴史書ばかりね」

　珀蓮がぎちぎちの状態で本棚に収まっている本の背表紙をなぞる。

「男爵は歴史学者だって広兼が言ってたよ」

「わたくし、歴史は嫌いだったわ」

　この王女が相手では、北の国の教育係もさぞかし苦労をしたに違いない。自分が理解できないことを教師のせいにしそうだ。

「男爵は、二百年前に興味があるようじゃのう」

　赤い髪の姫君は小さな声で言った。

　机の上に積み上げられているのは、歴史書というよりは伝承や論文だった。彼女の方へ歩いていった珀蓮は、その一冊を手に取って見る。王伊は戸口からあまり離れていない距離に立っている。彼は一応二人の姫君の護ご衛えいなのだ。

　二百年前。それは三国が成立した時期だ。その時期に新祢は眠りに落ちて、彼女の国は森の中に滅んだ。その時期の公式的な歴史書はなく、あるのは口く伝でんで伝わる伝承や、学者による考察ばかりだ。

　国の中央にいた人々は、何も知らされぬまま都みやこから追い出された。それから数年も経たたないうちに、都のあった場所は森となり、当時王家に次ぐ力を持っていた三つの一族がそれぞれ土地を分け合って治めた。わかるのはそれだけで、なぜ都が森に沈んだのか語る者は誰もいなかったのだ。

　珀蓮が手に取った論文では疫えき病びよう説が語られていた。事実今のところそれが一番有力だとされている。都で疫病が流は行やったため王族は民を避難させ、当時いた魔女の魔法で都を森に落としたのだと。新祢も真実は知らない。当然だろう。彼女はその森の中で、ずっと眠っていたのだから。

「歴史学者なら、魔女や魔法を否定しないわけね」

　それに関するだけの文ぶん献けんはなくとも、この三国の、失われたかつての国の書物を紐ひも解とけば、魔女や魔法が存在していたのだとしか思えないような記述が端々にある。ほとんどの歴史学者にとって、魔女や魔法の存在は当然のことだった。

「でも早さ苗なえは関係ないわ」

　早苗は魔法を使えない。魔女を義理の母に持っていたとはいえ、血は繋つながっていないし、まして二百年前に関係があるはずもない。彼女は王族でもないのだ。

「これでは理由にならない」

　彼女を隠す理由には。

「そうじゃのう」

　新祢は同意する。

　その時、珀蓮は山と積まれた本の一冊に目を留めた。

　古ぼけた本の間で、妙みようにそれだけが新しく見えたからだ。

　彼女はそれを取ろうとした。

「これ、横おう着ちやくをするな」

　新祢に注意されて、珀蓮は不満げな顔をしながらも上の本をどかすことにした。一冊が結構重いものもあるので、数冊ずつ下ろす。

　やがて出てきた書籍の表紙を見て、珀蓮は顔をしかめた。期待外はずれのものを見つけたような顔だ。

「なぜここにこれがあるの？」

「なんじゃそれは」

　珀蓮は最近それを見たことがあった。だから開かずとも内容はわかる。

　表紙に描かれているのは円を中心とした複雑な図形だ。中もこれに似た図形がたくさん描いてある。

「夫人の本が紛まぎれ込んだのじゃないかしら」

「綺麗じゃのう」

「好きな図柄があるのなら王伊に買ってもらったら？　こういうものは男性が女性に贈おくるためにあるものよ」

　珀蓮が当然のように言う。世の男性の七割が違う！　と答えるだろう。鳥とり代しろは三割の方かもしれない。

　廊下から聞こえる足音に最初に気付いたのは当然ながら西の王子だった。彼はその音だけでそれが誰だかわかったが、わざと緊張した声を作って、

「二人とも隠れて」

　と言った。二人の姫君が机の下に入り込んだのを確認してから灯りを消す。

　部屋に闇が落ちた。

　足音は書斎の前で止まった。

　扉がゆっくりと開けられる。







「わっ！」

　と声がした。

　その後に静せい寂じやく。

「何やってんだお前は」

　不ふ機き嫌げんそうな声が言った。

「あれー？　もっと驚くと思ったんだけどなぁ」

　珀蓮と新祢は顔を見合わせて机の下から這はい出た。

「何をやっているの？」

「広兼を驚かそうと思って」

　部屋は暗いままだったが、廊下の灯りでそこにいる人物は見えた。南の王子だ。彼は不ふ愉ゆ快かいそうに眉間に皺を寄せて王伊を睨にらみつけている。

　どうやら先ほどの足音はこの南の王子のものであったらしい。

「どうして変態の友達は馬鹿なのかしら……」

　珀蓮が嘆なげいた。

「王伊は広兼を元気付けようと思うたのであろう？」

　海のような広い心で新祢が言う。

「もちろんだよ」

　王伊は笑った。広兼は彼を無視することに決めたようだ。彼は奥の机の側に立つ二人の姫君に言う。

「そろそろ昼食時だ。男爵も戻ってくるだろうから部屋にいた方がいい」

　外から戻ってくると他の四人のうち誰も部屋にいなかったので、もしやと思って捜しに来たのだ。男爵は朝食後に出かけると言っていたので、この時間は屋敷の中を探さぐる絶好の機会だった。しかしこの場に鳥代はいないようだ。

　広兼が開けた扉から漏もれてくる灯りは部屋の中の闇を割り、机の上まで照らした。

　広兼は眉間に皺を寄せる。

「なんでそんなところに赤セイ穏オン織の本があるんだ」

　赤穏は木トー蓮リアから北西にいったところにある村だ。その村の女達が織る赤穏織は、複雑な模様で人気が高い。珀蓮が以前見たこれと同じ本は、赤穏にあったものだ。《赤い森》で拾った夜よる花はなの母親を探して赤穏へ行った彼らはしかし、村で起きた事件を解決こそしたものの、目的の赤ん坊の母親を見つけることはできなかった。

　広兼は平へ祈き男爵が歴史学者だと知っていた。戸口から見えるだけでもこの部屋に置いてあるのは歴史に関する本ばかりだ。その中にぽつんとある赤穏織の本は、明らかに異質だった。

「夫人の本が混ざったのだと思うわ」

　珀蓮が答える。

「ちょっと珀はく御ご前ぜん、動かした本は元の通りにしておいた方がいいんじゃないの？」

「どうせわからないでしょう？」

　室内の本はぐちゃぐちゃなのだ。

「どうじゃろう。この状態でも、どこになんの本があるか把は握あくしておるやもしれぬのう」

「ええ、もう元になんか戻せないわよ」

「もういいから全員出ろ」

　広兼が促す。男爵ももうじき戻ってくるだろう。

　あまり大っぴらにおかしな動きをしてこの屋敷を追い出されるわけにはいかないのだ。

　三人を部屋から出して、広兼は最後にもう一度書斎の中を見た。

　赤穏織の図柄が描かれた本。

　それがなぜだか頭にひっかかった。

　先日赤穏で手に入れた『赤穏史』。早苗は新祢になら読めるかもしれないと言っていたが、広兼はそれをまだ新祢に見せていなかった。今のところ見せるつもりはない。

　あれから彼は西大陸の情報を仕入れようとしていた。数百年前、東大陸の沿岸の線コートが中心となって結んだ国交条約。それによって始まった西化政策。それは急激な文化の流入の末、様さま々ざまな論争や国同士の争いを呼び、現在は縮小傾向にある。

　だが海の向こうの情報が手に入らないわけではない。閉鎖的なこの三国においても、賢者の一族である南の王族は、国外にも情報網を持っていた。

　知ってどうするのだ。

　とも思う。知識に対する欲求は賢者の一族の性さがだった。だがそれ以上に、求めるべきものを彼は見つけたのだ。

　ただもう一度、彼女の笑顔をこの目で見るためなら自分はなんでもするだろう。

「広兼」

　王伊が呼ぶ。

「今行く」

　彼は、扉を閉じた。







　３　憐れな魔物の願い







　昼食は中庭で食べることになった。

　広ひろ兼かねを元気付けたいからと提案したのは鳥とり代しろで、執事がそれを男だん爵しやくに伝えて説得してくれた。どうやら説得というほどのこともなかったらしい。男爵はあっさりと了解したようだった。

「気持ちがいいですね」

　男爵は笑う。

　もう春は来ていて、花は芽め吹ぶき、その間から新しん緑りよくが鮮あざやかな緑を覗のぞかせている。これからしばらくは過ごしやすく暖あたたかい気候のままだろう。祭りや市場が増え、社交場も華はなやぐ。

　五人はもう席についていた。椅い子すが一つ空あいているのを見て、広兼は男爵に聞いた。

「男爵、こちらは」

「ああ、今参りました」

　男爵が視線で示す方から、娘が一人、小走りでやってきた。後ろから若い方の使用人も付いてきている。

　娘は中庭に入って足を止めると、ささっと乱れた髪を直して立った。付いてきた使用人が服に付いていた粉のようなものを払う。そして彼女は鳥代達を見て恥はずかしそうに笑った。

　広兼は初めて見る娘だった。黒い髪に大きな双そう眸ぼう。漂ただよう甘い香り。

「お菓子を作っておりましたの。皆様に食後に召めし上がっていただこうと思って」

　彼女は礼儀正しく膝ひざを折って挨あい拶さつをした。その時ちらりと足首に巻かれた包帯が見えたが、先ほどの走り方を見る限りほとんど治っているのだろう。

「ご挨拶が遅れて申し訳ございませんでした。佳か莉りと申します」

　彼女は顔を上げた。

「娘です」

　男爵が言う。

「ずっとご心配をおかけして申し訳ございませんでした」

　そういえば、昼食には出席できるかもしれないと男爵は言っていたのだ。

　鳥代が立ち上がり前に出て、佳莉の手を取る。

「想像通りに可か愛わいらしいお嬢様だ。はじめまして、私は鳥代と申します」

　佳莉は面おも映はゆそうに笑った。

　広兼以外の四人と彼女は既に一度会っている。ただそれは男爵の前ではなかったことになっているので、彼らは初めて会ったふりをしなくてはいけなかった。

　彼女自身も、父から何も言われなかったことで彼らが黙だまっていてくれたことに気づいていたのだろう。佳莉は丁てい寧ねいに答えた。

「はじめまして、鳥代殿下。お会いできて嬉うれしいです」

　彼女は鳥代に手を引かれて、一つだけ空いていた席についた。広兼の正面である。広兼と目が合うと、彼女は少し頰ほおを染めたままにこりと笑った。紳士らしく、鳥代が佳莉の椅子を引いてやる。彼のこういう時の作法は完かん璧ぺきだ。

「ありがとうございます」

　夢見る少女のように嬉しそうな顔で佳莉が言った。そして夢の中の王子様らしく爽さわやかに鳥代は笑う。

「体調はもうよろしいの？」

　座った彼女に聞いたのは新しら祢ねだった。

「はい」

　佳莉は満面の笑みで答える。

「私、今日皆様と昼食をご一緒してもいいって、つい先ほどお父様からお許しをいただいたんです。嬉しくって嬉しくって」

　執事と若い方の使用人がテーブルに食事を並べていく。

　新祢は微ほほ笑えんで『一般的な現代女性の口調』で言った。

「お元気になられてよかったわ」

「ありがとうございます」

　珀蓮は何も言わなかった。

　乾杯はない。祝い事ではないからだ。男爵が「さぁどうぞ召し上がってください」と言ったので食事が始まった。前菜は加工した豚肉の薄切りと温野菜の盛り合わせだ。上から辛から味みの効いたソースがかかっている。

「佳莉嬢はお菓子を作るのがお得意なのですか？」

　鳥代が聞いた。

「好きなんです。美お味いしいかどうかは保証できませんが」

「どういうお菓子なの？」

「さくらんぼの焼き菓子です。使用人が今日、買ってきてくれたので」

「ほう、さくらんぼ」

「僕好きだよ」

「楽しみだな」

「お口に合うといいのですが」

　佳莉は恥ずかしそうに言う。

　広兼は豚肉の薄切りで茹ゆでた人にん参じんをくるんで口に入れた。男爵は、楽しそうに話す娘を優しく見守る父親の顔になっている。

　広兼を元気付けるために外で昼食を取りたいと、そう言えと鳥代に言ったのは広兼だった。男爵はそれを断るだろうと広兼は思っていたし、今この場で佳莉を自分達に会わせる理由がわからなかった。

「ご息女はとてもお身体からだが弱いようには見えませんね」

　広兼は男爵にだけ聞こえる声で言った。正面といっても、広いテーブルの分佳莉とは離れている。それに彼女は鳥代達との会話を楽しんでいた。

「今日はとても調子がいいようです」

　男爵は笑う。

「ご心配でしょう」

「そうですね。なかなか自由に遊ばせてやれません」

「彼女を好いた男が現れても手放したくないのでは？」

　佳莉はもう、結婚していてもおかしくない年齢だろう。

　男爵は杯さかずきに注そそがれた蜜みつ色いろの酒を口に含む。王おう伊いなら、きっとあれ一杯で酔よう。

「男親はもどかしいばかりです」

　広兼は男爵を見ている。男爵は娘を見ていて、その娘は笑っていた。無む垢くな笑顔だ。

　男爵の目が一度閉じて広兼を見た。

　彼は広兼の父ほどの年だった。けれど樽たるのような腹を持った南の王とは違い、身体は引き締まっていて口元には余裕がある。目元は若々しく、時折少年のような光を宿した。

「広兼殿下は、少しご様子が変わられた」

「どのあたりが？」

「目が、きちんと目の前のものを見ていらっしゃる」

　広兼は笑った。

「これは耳が痛い」

「何か手がかりを得られたのですか？」

　いなくなった姫君の。

　広兼はこれには答えなかった。彼は笑う。

「男爵には、彼女がどういう女性かお話ししましたか？」

　最初に、彼は男爵に早さ苗なえの特徴を話していた。彼女を捜すためだ。

「金色の髪と青い瞳を持っていらっしゃると伺うかがいました」

　異国の色だ。顔立ちこそこちらの大陸のものだが、彼女の持っている色彩は西の大陸のそれだった。

「そうです。彼女は、金色の髪をしている」

　それは太陽の光に透すけ、人の目を惹く。

「眼は空のように青い」

　怒りや悲しみで曇くもると、彼女のそれは深い海の色になる。

「声は春の風のように優しく、肌はだは木こ漏もれ日のように暖かい」

　そして森のざわめきのように耳に心ここ地ちよく、真綿のように柔やわらかい。

　だがその魂たましいは。

「同時に、誇ほこり高く、貪どん欲よくで、傲ごう慢まんだ」

　彼は言った。

　目の前には、佳莉がいる。彼女はいつの間にかこちらを見ていた。

「彼女は私にとって無む二にの女性です」

　広兼はまっすぐに佳莉を見たまま言った。少しだけ色素の薄い茶色の双眸は、澄すんだ水にも似ている。

　広兼は目を瞑つぶった。そうしなければ叫びだしそうだった。

　彼を救うかのように、悲鳴のような声が乱入してきたのはその時だった。

「旦だん那な様！」

　その場にいた人間が皆声のした方を向いた。そこには蒼そう白はくになった使用人が立っていた。佳莉に付いていた娘ではない。夜よる花はなを預かっていた、年配の方だ。若い方の使用人は、肉料理を運んできたところだった。

「赤ん坊が……赤ん坊が、どこにもいないのです！」

　がたん、と誰だれかが椅子を鳴らす。

　立ち上がっていたのは佳莉だった。彼女は眉み間けんに皺しわを寄せて使用人を見ている。眼の色が光の角度で違う色に見える。

「あの子が鏡を見ながら遊んでいて、私が少し目を離したらもう……！」

　使用人は動転しているようだ。夜花はまだ寝返りを覚えたばかりだった。這はって移動することもできない。

　佳莉は最後まで聞かなかった。

「佳莉！」

　走りだす。

　男爵は彼女を呼んだがしかし、後を追わなかった。

「里り野の。念のため外を捜せ。来き茶さ。落ち着け。部屋はきちんと捜したのだな？」

「捜しました！　捜しましたよ！　でもいないんです！」

「いなくなったのはどの部屋です」

　鳥代が言った。彼は立ち上がっていた。

「申し訳ございません。必ずお捜しいたしますので、どうかこちらでお待ちください」

　男爵がとりなすように言う。

「私達も捜します。どの部屋ですか」

　鳥代が繰り返した。

「広兼！」

　王伊が呼ぶ。

　広兼はもう、走って廊ろう下かの向こうに見えなくなってしまっていた。
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　玄関に近い階段から二階に行き、角に見える部屋は衣装部屋で大きな鏡がある。

　彼女はそこを目指して走っていた。

　あの使用人は鏡と言った。他の部屋にある鏡は床よりも高い位置で壁に掛けられているので、赤ん坊が一人で寝転がったまま遊べるような鏡は、床から天てん井じようまでの高さの鏡が備え付けられた、あの部屋にしかない。

　彼女はスカートをたくし上げ、一段飛ばしで階段を駆かけ上った。角の大きな扉とびらの部屋に駆け込む。入ってすぐの部屋にはソファや鏡があって、その隣の部屋に色とりどりの衣装が押し込まれている。

　だが彼女はまっすぐ鏡に向かって歩いていった。

　彼女は肩で息をしている。さっきからガンガンと頭の中が煩うるさい。心臓の音なのかもしれなかった。

　彼女は鏡に両手を当てた。そこに映っているのは黒い髪に茶色の大きな眼をした娘だ。佳か莉りという名の娘。

　不思議な気分だった。

　自分ではない誰かがここにいる。そういう気分だ。

　頭痛は中庭にいる時からだった。

　あの、南の王子にまっすぐ目を見られた時だ。あの時彼女は悲鳴を上げたくなった。何かが暴あばかれるような感覚だった。そして赤ん坊がいなくなったと聞いて思考は飛んだ。

　気が付いたら彼女は走っていたのだ。

　迷いはなかった。なぜだか確信していた。知っていたのだ。彼女は鏡を見つめている。

「お願い、返して」

　懇こん願がんではなかった。

　命令に近かったかもしれない。

「心配なの。返して」

　彼女は自分が何を言っているのかわからなかった。

　鏡は微動だにせずそこにあったし、その前に立った娘の姿も変わらない。娘は困惑や動揺の見えない顔をしていて、その双眸は、まるで自分ではないように見える。

　猫ねこの鳴き声が聞こえた。

　すると彼女の手が置かれている部分が突然液体のように波打ち、そしてその手はずぶずぶと鏡の中に吸い込まれた。冷たかった。彼女は取り乱したりはしなかった。腕の中に覚えのある重みと温ぬくもりが触れる。彼女は腕うでを引いた。

　赤ん坊は、彼女の腕の中にいた。

　泣いていない。それどころかその乳にゆう児じは、彼女を見て嬉しそうに笑った。安あん堵どする。腕の中の柔らかい温もりを強く抱いた。

　もう一度鏡を見る。

　そこには猫が映っていた。彼女のスカートの後ろから今出てきたかのように、四本の足で立っている。長い尻しつ尾ぽがゆらゆらと揺れる。

　黒い猫だ。眼が赤い。鮮やかで触れたら焼けてしまいそうに赤かった。彼女は足元を見なかった。そこにその猫がいないことはわかっていたからだ。

　この猫は鏡の中にいるのだ。

　彼女はそう思った。

「ごめんなさい。わかってるわ。あなたは私達を試してる」

　あなた？　誰のことなの？

　佳莉は混乱した。佳莉の口が動いて、勝手に言葉が出てくる。

「でもその必要はないの。夜よる花はなは私達の子よ。絶対に幸せになるわ」

　彼女は言う。

　頭が痛い。

　頰を何かが伝った。鏡に映っているのは涙だった。しかし彼女は、涙など見えないかのように言う。その声は震ふるえさえしていなかった。

「だから信じて。大丈夫だから」

　痛い。

　頭が痛い。

　佳莉は胸に赤ん坊を抱いたまま蹲うずくまった。痛い。駄だ目めだ。ひどい。吐きそうだった。

　やめて！　と叫ぶ。

　しかしそれが声になっているのかわからなかった。

　これは自分なのか。他人の身体に自分が入り込んでしまっているのではないのか。けれどこの痛みは確かに自分が感じているものだった。

　佳莉は混乱していた。
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　その時、誰かが佳莉を抱きしめた。それが誰なのかと考える余裕など彼女にはなかった。呻いてその腕に縋すがり付く。左腕は赤ん坊を離さない。その力が強すぎたのか、赤ん坊が泣き始めた。

「大丈夫だ」

　温かい手のひらが佳莉の背を撫なでた。

　頭が痛い。中で何かが暴れている。

「お願いだ。いいから、もう」

　声は懇願していた。

「待っていてくれ。どうか。そこで待っていてくれ。俺が迎えに行くから。頼むから。心が壊れてしまう。やめてくれ」

　泣いているのかもしれない。

　泣かないで。

　と佳莉は伝えたかった。

　けれどそれはできなかった。

　頭が痛い。

　痛い。痛い。痛い。

　耳に響ひびくのが赤ん坊の泣き声なのか、自分の悲鳴なのかわからなかった。

　痛い。ひどい。駄目だ。これは。

　もう。

　やめて。

　もういい。

　眠って。

　彼の言うことを聞いて。

　待っていて。

　そこで。

　お願いだから。

　どうか。

「　　　 」

　自分が何かを呟つぶやいた気がした。

　佳莉はそれが何か聞こえなかった。

　彼女はこの痛みから逃れる方法を知っていた。

　幕を下ろすのだ。早く。早く。はやく。

　闇やみの中に隠れて。

　瞼まぶたに蘇よみがえるのは光。

　違う。星だ。

　彼女は、それを知っていた。
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　佳か莉りは部屋に寝かされ、夜よる花はなは新しら祢ねと珀はく蓮れんがあやしに連れて行った。男爵は深く謝罪したが、広ひろ兼かね達は彼も使用人も責めなかった。

　きっと、彼らのせいではないのだ。

「何が起きたんだ」

　鳥とり代しろが言った。彼らがいるのは広兼の部屋だ。

　昼食は中断された。二人の姫君は赤ん坊をあやすために席を立ったし、佳莉と若い使用人は部屋へ下がった。残った男達だけで食事を続けるような雰ふん囲い気きではなかったのだ。食べ損そこねた残りの料理は、簡単にして部屋に運んでもらうことになっていた。

　広兼があの部屋へ駆け込んだ時にはもう、佳莉はその腕に夜花を抱いていた。そして鏡に向かって話しかけていた。いや、鏡に向かってではない。

「猫だ」

　南の王子の呟きを、鳥代は聞き返した。

「猫？」

「俺と早さ苗なえが夜花を拾った時に見た黒猫だ。鏡の中にいた」

「ああ、あの、赤セイ穏オンにも現れたっていう？」

　王おう伊いは窓の側にもたれかかっている。

　赤い眼の猫。黒猫はどこにでもいるだろうが、あんな赤い眼を持った猫は他にいないだろう。

　あの猫は確かに鏡に映っていた。佳莉のスカートの後ろに隠れるように。しかし彼女の後ろにいた広兼には実際の猫は見えなかった。

「鏡の中？　鏡に映ってたってことか？」

「違う。外にはいなかった。あの猫は、鏡の中にいたんだ」

「はぁ？　なんだそりゃ。ただの幻覚じゃないのか」

「彼女も鏡の中のあの猫を見ていた。俺と彼女が同じ幻覚を見る理由がない。彼女は、あの猫を知らないはずなんだ」

　広兼の言う彼女とは、佳莉のことだ。

「実体がないのに鏡に映っていた？」

　まるで魔法じゃないか。

　思ってから、鳥代ははっとした。広兼を見る。彼は眉間に深い皺を刻んでいる。賢けん者じやの王子は、もう気付いているのだ。

「まさか、ありえない」

　鳥代はうわごとのように言った。

　鏡。

　魔法。

　これに、符ふ号ごうすることが一つだけある。

　魔女。

《赤い森》の、魔女。

「猫だと？　どうして」

「あの魔女自身ではない可能性はある」

　広兼が答えた。やはり彼はすでにその結論に達していたのだ。

「猫自体が魔法か」

「わからん」

　あの魔女が使える魔法にどんなものがあるのか。そしてその意い図ともわからない。

「ええとごめん。僕には君達が何を話しているのかわからない」

　王伊が顔をしかめる。

「黒猫と北の王妃にはなんらかの関係があると考えていいだろう」

　広兼が言う。

「だがもしそうなら、夜花は魔女のなんだ？」

　夜花は、《赤い森》の中にいた。そして赤い眼の猫が導いて早苗が見つけた赤ん坊だった。この屋敷の使用人が目を離した隙に夜花を隠したのもたぶんその猫なのだ。そしてなんらかの方法で、佳莉がそれを取り返した。あの状況では、そうとしか考えられない。

　夜花は魔女ではない。それは新祢が保証している。ただの人間の女児なのだ。遺い伝でんするはずの魔力もないから、魔女の娘でもない。

「うーん。頭が痛いな」

　東の王子は頭を抱かかえた。すると広兼が言った。

「この件は後にしよう」

　彼はソファの背もたれに体重を預け、脚を組み、片手をこめかみに当てている。

「今考える必要はない」

　賢者の王子はきっぱりと言った。彼はこめかみをトントンと叩たたいた。それだけで、彼の頭の中は整理されたのかもしれない。

「それよりも鳥代。執事に話を聞いたんだろう。何か気になることはあったのか？」

　男爵が出かけると言った午前中、新祢と珀蓮と王伊は屋敷の中を探さぐり、鳥代は執事から情報を得ることになっていた。広兼がずっと早苗を捜すために集めさせていたのは彼女の目撃情報で、お山のお屋敷の旦那様については、あまり詳しく調べていないのだ。

「……」

　鳥代は広兼のようにすばやく切り替えができない。彼は恨うらめしげに南の王子を見たが、やがて大きなため息をついて身体を起こし、膝の上で両手を組んだ。そして口を開く。

「男爵と佳莉嬢は一度奥方と屋敷を出ているそうだ。旅行はもともと長期的に三人で行く予定だった。だから使用人をほとんど連れて行ったんだ。だが途中の宿で佳莉嬢が足に怪け我がをして体調を崩した。それで男爵と佳莉嬢、それに佳莉嬢についていた使用人の里り野のが屋敷に戻ってきた」

「いつだ」

「五日前」

　広兼は目だけで続きを促す。

「それと男爵家が旅行に出かける前、この屋敷には一人客人がいた」

「西大陸からの客か」

「なんだ、知っていたのか」

「町で聞いた」

　広兼は今け朝さ町に行っていたのだ。お山のお屋敷の旦那様について聞くと、皆好意的に話し始めた。彼は、町では人気があるのだ。

「金髪碧へき眼がんだったから目立ったんだろう。思えばこの町の人間は最初から早苗に好意的だった。この男がしばらくこの屋敷に滞在していたからだと思う。金髪碧眼に恐怖を覚える理由が、彼らにはなかったんだ」

　普通の田舎いなか町なら早苗の容姿はもっと敬遠される。だが以前町で集めた早苗の情報は、概おおむね好意的なものだった。彼女もまた目立っただろう。早苗は基本的に自分の髪や眼の色を隠したりはしないし、市場などでは自分から他人に話しかける。彼女の前に『いい異国人』を知っていた町の人間なら、早苗に最初からいい印象を持っていてもおかしくないのだ。

　鳥代は続ける。

「その男は歴史学者で、男爵とはずっと手紙で交流をしていた。彼は東大陸の歴史に興味があったらしく、ついには海を越えてこの屋敷にやってきた。一月ほど前らしい。そして毎日のように男爵と話をしたり、男爵の蔵書を読みふけったりしていた。執事も彼には好意的だったよ。穏おだやかな、いい青年だったと。男爵一家が旅行に行くというので、それより少し前にこの屋敷を発たったらしい。ええと、名前はたしか、ルバ。ああ、言いにくいんだよな。あっちの名前は。ルヴァインかな。ルヴァイン＝イアス」

　広兼は眉間に皺を寄せた。

「イアス？」

　聞いたことがあった。

　何かで見たのだ。イアス。

　西には、その一族を指す名前がある。東大陸でいう、国紋トーラに似ているかもしれない。

　記憶を探る。

　ひっかかった部分があった。注意深くそれを手た繰ぐり寄せる。

　赤セイ穏オン織の図柄。

　二百年前に関する論文や伝承。

　広兼の腕に鳥とり肌はだが立った。

　そうだ。

　そうか。だから。

　すべてが符合した。

　違う。

　でも、もしそうだったとして、早苗を隠す理由はなんだ。

　彼女は魔女じゃない。

　二百年前に関係はない。

　いや。

　そうじゃない。

　もし、もしあの本が真実ならば、彼女の、髪や眼の色は。

　広兼は立ち上がった。

　そうだ。

　もっと早くに思いついていなければいけない可能性だった。

「広兼？」

　鳥代が怪け訝げんそうに友人を見上げる。

　最初に反応したのは王伊だった。ぴくりと顔を上げ、戸口を睨にらむ。

「誰か来るよ」

　しばらくしてあわただしい足音が聞こえた。それは彼らのいる部屋の前で止まると乱暴に扉を叩く。

「広兼様！」

　執事の声である。

　広兼はすばやく動いて扉を開けた。

　ぜいぜいと肩で息をする執事は、額ひたいに汗を浮かべていた。顔は蒼白で、目はうろたえている。食事を運んできたわけではなさそうだった。

「どうしました？」

　促うながす。しかし執事は広兼の目を見たとたんに口ごもった。目を彷徨さまよわせて、う、あの、と言う。広兼は苛立った。

「どうした」

　口調を変える。

　執事は意を決したように顔を上げると、口を開いて一気に言った。
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　目を覚ました佳か莉りは、うつろな目を天井に彷徨わせてから横に座る二人の姫君を見た。彼女はすぐにはそれが誰か思い出せないようで、新しら祢ねが優しく微ほほ笑えんで言った。

「頭はもう痛いとうないか？」

「……はい」

　その隣に座る珀はく蓮れんは赤ん坊を抱いていて、赤ん坊はすやすやと眠っているようだった。それを見て佳莉は身体を起こす。

「ほっぺたちゃん！」

　彼女は言って夜よる花はなに手を伸ばした。

「ちょっと待ちなさい。何そのおかしな呼び名は」

　珀蓮が抗議する。

「呼び名がわからなかったので、お嬢様が便べん宜ぎ上じよう付けられた名前です」

　戸口の近くに立った若い使用人が答えた。

　どうやら佳莉に名付けのセンスはないらしい。

「夜花というのじゃ」

　珀蓮から赤ん坊を受け取って腕に抱いた佳莉は、安心したように顔をほころばせた。

「よかった。無事で」

　そして顔を上げて新祢を見る。

「よるはな？　夜の花ですか？」

「さよう」

「綺き麗れいな名前ですね」

「あなたがその子を見つけたのよ」

　珀蓮が言う。

「覚えていないの？」

　言われて、佳莉は怪訝そうな顔をした。

「私が？」

　広ひろ兼かねの言った通りだった。佳莉は、何も覚えていないかもしれない。無理に思い出させなくてもいいと彼は言っていた。

「こうやって気を失うのは初めてではないのじゃろう」

　新祢が言う。誰かに聞いたわけではないが、目を覚ました時の彼女の反応でわかった。佳莉は、自分がどうして寝台の上にいるのか疑問を抱いていなかった。

「昔からかえ？」

「いえ。本当に最近で、里り野のには人参を残すからだって言われるんです」

　佳莉は言って笑った。

　こうして見ていると、本当に病弱には見えないのだ。だが倒れた時に見た彼女は、蒼白と言ってもいい顔色だった。一瞬、死んでいるのかと思ったほどだ。

「手を」

　佳莉は首を傾かしげた。

「手を出すのじゃ」

　言われて、佳莉は素直に右手で夜花を抱きなおし、左手を新祢に差し出す。すると赤い髪の姫君は彼女の手首を取って、脈を探すように指でなぞった。

「新祢様はお医者様なのですか？」

　佳莉が聞く。

「少し心こころ得えがある程度じゃ」

　すべては本から得た知識だった。

　佳莉はなぜか息をひそめ、しばらくして新祢は彼女の手を離した。

「異常はないと思うがのう……医者には診みてもらっておるのじゃろう？」

「来ていただいております」

　答えたのは戸口に立った使用人だった。この使用人はまるで、新祢達が佳莉に何か悪さをするのではないかと疑っているかのように、目を光らせている。あまり気分のいいものではなかった。

「お医者様は、貧血だとおっしゃっておりました」

　新祢は確認するように佳莉を見る。佳莉は、少し困ったように笑った。

「ごめんなさい。もし気分を害されるようでしたら、あの子は下がらせましょうか？」

「お嬢様！」

　使用人が抗議の声を上げる。

「よい。そなたが心配なのじゃろう」

　新祢は笑った。

　それは、たぶん確かだ。この使用人は、心から主人を慕したっているように見える。それも当然なのだと新祢は思う。

　誰も、彼女の笑顔を嫌うことなんてできないだろう。そういうところは、早さ苗なえに似ているかもしれない。

　その時珀蓮が、「佳莉さん」と言った。

「もし体調が悪くないのなら、あなたに聞きたいことがあるのよ」

「珀蓮」

　新祢が嗜たしなめる。彼女が何を聞こうとしているのかわかったからだ。

「この娘は今目覚めたのじゃぞ」

　すると珀蓮はその宝石のような双眸で赤い髪の姫君を睨にらみつけた。

「あなたこそ何を言っているの？」

　珀蓮は氷のような冷たい声で言った。







　実際のところ、珀蓮は昼食の時から機嫌が悪かった。あんなふうに全員で悠長に食卓を囲んでいるのが彼女を苛いら立だたせていたのだろう。その証拠に、彼女は食事中一言も話さなかったのだ。

　珀蓮は業ごうを煮やしていた。

　あの時、広兼は早苗のことを話しながらじっと佳莉を見ていた。あの眼でわかった。あの馬鹿王子は、まだ佳莉を早苗だと疑っているのだ。それに気付いた時、珀蓮は目が眩くらみそうだった。こんな馬鹿に任せていては、早苗は一生見つからない。そう思ったのだ。

「早苗はまだ見つかっていないのよ」

「珀蓮！」

　新祢が珍しく声を荒らげる。

　佳莉は目を丸くしていた。

　新祢は珀蓮の耳に口元を近づけると、佳莉には聞こえないくらいの声で言った。

「急せくな。早苗は無事じゃ」

「なぜわかるの？」

　珀蓮は声を小さくしようとは思わなかった。彼女は怒っていたのだ。珀蓮は立ち上がった。

「鳥代は変態だし、王伊は馬鹿。広兼は頭が煮えてしまっているわ。あなたまで何を言っているの？　早苗はまだ、見つかっていないのよ」

「早苗は無事じゃ。生きておる。珀蓮」

「どうしてそれがわかるのかと聞いているのよ、赤い髪の眠り姫」

　夜花が寝ている。怒鳴るのを我慢するくらいの理性は、まだ珀蓮の中に残っていた。

　新祢の赤い双眸は、まっすぐに珀蓮を見返している。

　最初から、そうだった。この赤い髪の女は、怒りを露あらわにする珀蓮に臆おくすることなど欠片かけらもなかった。普通の人間なら怯おびえている。畏い怖ふし、時にはひれ伏す。まるで見てはいけないものを見てしまったかのように、その美しさに頭こうべを垂たれるのだ。

「珀蓮」

　新祢はただ静かに言った。

「頭が煮えておるのはそなたの方じゃ。佳莉は、今目を覚ましたばかりなのじゃぞ」

　珀蓮はかっとした。

「澄すました口を利かないで茨いばら姫ひめ。私が心配なのはそこの娘じゃない、早苗よ！」

「出て行ってください!!」

　珀蓮の怒鳴り声に被かぶさるように、高い声が室内に響いた。

　振り向くと、戸口に立っていた使用人だった。先ほどから、珀蓮達が佳莉に何か悪さをするのではないかと疑うように見ていた娘だ。まだ十四、五に見えるその使用人は、顔を真っ赤にして、身体を震ふるわせて珀蓮を睨んでいた。

「出て行ってください！」

　彼女はもう一度叫ぶように言った。珀蓮は口を噤つぐんだ。圧倒されたからではなく、さっ、と頭が冷えたからだ。

　珀蓮は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　あきらかに、不調法なのは自分だった。

「里野」

　佳莉が取り成すように使用人の名を呼ぶ。

「出て行って、はやく出て行ってください!!」

　里野は聞かなかった。彼女はまるで大事な宝物を悪者から護まもる少女のように珀蓮の手を摑むと、ぐいぐいと引っ張って外に追い出そうとした。普段の珀蓮なら振り払うところだが、この時ばかりは彼女もそれに大人しく従った。

　しかし扉を開けたところで、珀蓮は怪け訝げんそうに眉び宇うをひそめたのだった。

　ばん！　と扉を乱暴に開け放つ音がどこからか聞こえた。

「何？」

　廊下を覗き込むが、誰もいない。下の階だろうか。

「馬が用意されておる」

　振り向くと、新祢は窓の外を見ていた。この部屋の窓は佳莉の寝ている寝台の横にあって、新祢はちょうどその窓のすぐ側に立っていた。

　赤い髪の姫君は眉間に皺を寄せた。
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　太陽の光を紡つむいだようだった髪はほつれ、木の枝や泥のようなものがついていた。むき出しになった手足には見ていられないような傷がついていて、不自然に膨ぼう張ちようしていた。服はところどころにかぎ裂ざきができている。顔も同じようなものだった。ただ喉のど元もとだけが不思議に綺麗で、その透き通るような白さは、もうそこに血が通っていないことを証明しているようだった。

　側に彼女を引き上げたという町の人間が数人で固まっている。おそらく彼らのうち誰かが脱いだ上着の上に横たわった姿は、それが彼女だとは信じられないようなものだった。

　灯とう謡よう平原の中央を流れる細い川は、山のすぐ近くを通って山に降る雨水を流している。求愛表現として発光する灯とう謡よう虫ちゆうは、この川の側に住処すみかを作っているのだ。

　広ひろ兼かねは吐き気を覚えた。

　いろいろな言葉が喉元からせり上がってくるような気がしたが、重い空気しか出てこない。

　気持ち悪い。

『早さ苗なえ様のご遺い体たいが見つかりました』

　そう言った後の、憐あわれむような執事の顔。

　彼女が着ていた服は、広兼が贈おくったものだ。見間違えるはずがない。彼が、彼女に贈った服だった。

　微笑んでいた彼女の青い双眸は白い瞼まぶたに覆おおわれている。

　眠っているのではないのだ。

　彼にはそれがわかった。

　彼女は、眠っているのではないのだ。

『広兼様』

　綿毛のように柔らかで優しい声。

　それを紡いでいた唇くちびるは、不自然に青白い。

　傷だらけの細い指は、誰かの手によって彼女の胸の上で重ねられていた。

　やめろ。

　と叫んだつもりだった。

　それでは死体のようだ。

　閉じられた瞼は、ぴくりとも動かない。

　彼が一目で恋に落ちたのは、彼女のその青い双眸だった。どこまでも広がる空のような、優しく何もかも受け入れてくれるような深い眼まな差ざし。そこには確かに屈くつ託たくと言えるものも宿っていて、それが彼の心を射抜いた。

　次に惚ほれたのは、その強い心だ。誰かの助けを待たず、また求めない。王族ではないのに王族のように誇り高い魂。

　彼女は常に前を見み据すえていた。

　自分を非難する言葉を口にしながらも、自分を否定はしていなかった。

　自己嫌けん悪おや後悔のような、誰にでもできることを彼女は決してやらなかった。立ち止まらず、常に行く道を見据え、前に進む。

　そんなひとだった。

　奇き跡せきのようだったのだ。

　彼女が、自分を見てくれた。

　自分を見て、頰を染める。

　それが。

　こんな幸せが、あるのかと思ったのだ。




　広兼は逆上した。

　意味不明な叫び声を発し、すぐ後ろにいた鳥とり代しろの胸倉を摑つかんで殴なぐる。東の王子はされるがままだったし、王おう伊いもまた何も言わなかった。

　周囲の人間は恐怖に身をすくませている。

　広兼はぎりりと嚙み締めた歯の間からようやく言葉のようなものを吐き出した。

「あれは早苗じゃない」

　それはまるで、憐れな魔物の願いのように聞こえた。

「早苗じゃない」







　４　物語のような







　目を疑った。

　彼女は大魔女と言ってもいいような魔力を、ただ普通に身に纏まとって歩いているように見えた。

　彼はすぐに馬車を停めさせ、彼女を追った。すぐに見つけることはできた。このあたりでは珍めずらしい、自分と同じ金髪碧へき眼がんの女性だったからだ。

　声をかけようとしてやめた。彼女はもう、先ほどの息を呑むような魔力を隠してしまっていた。

　自分の目立つ髪と眼の色を隠して、彼は彼女の後を追った。

　夜になって、彼女は山を登った。この近くには灯とう謡よう平原という平原があって、この小さな山を登れば、その平原を一望できる。彼は、絶好の機会だと思った。

　彼女は護ご衛えいと思われる男を連れていた。

　彼は魔術陣を敷き、突風を作って彼女を道の端に押した。自分の身が危険になれば、魔法を使うかもしれないと思ったのだ。しかし彼女は魔法を使うことなく、山道を転がり落ちてしまった。

　彼女を連れて、しばらく世話になっていた男だん爵しやくの屋敷に戻ろうと思ったのは、彼女を西大陸に連れて帰るつもりだったからだ。一瞬とはいえ目に焼きついたあの鳥とり肌はだが立つような魔力を、彼は忘れられなかった。

　間違いなく、彼女は魔女なのだ。そうでなければ、あの魔力の説明がつかない。

　男爵は奥方と娘と三人で旅行に出かけている。戻るのは一年後になるという。彼はまだ半年ほど、この大陸に留とどまって調べたいことがあった。その間誰だれにも見つからずにあの目立つ髪と眼の色をした人を隠すには、旅行に行っているはずの男爵とその娘に扮ふんすることが最善だと思われた。

　幸い留守居をしているのは老おいた執事と、緊急に雇やとった日の浅い使用人だけのはずだ。里り野のという名の娘を拾ったのは偶然だったが、ちょうど彼女の世話をする人間が必要だったので、都つ合ごうがよかった。

　彼女が本当は早さ苗なえという名で、最近流は行やっている歌の元ともなった南の国の王子の婚約者なのだと知ったのは、不覚にも王子本人がこの屋敷に現れてからだった。

　彼は彼女を、早苗を、手放すつもりなどなかった。

　早苗は心の強い女性だった。強すぎるほどだ。そのせいでたびたび頭痛を起こして倒れた。里野などはそのたびに心配していた。あの娘はどうやら、彼女に心を奪われてしまったらしい。

　彼にとって彼女は、研究対象でしかなかった。

　東大陸の魔女。

　それは西大陸の魔術師達にとって、憧あこがれ、妬ねたみ、畏い怖ふすべき存在だった。

　今はもういないと言われていたその存在が、いたのだ。身のうちから溢あふれるような魔力。興味深いのは、彼女の容姿だ。彼女は明らかに、西大陸の血を引いていた。

　これは、貴重なサンプルだった。

　たとえ東大陸の人間でなくとも、魔女は生まれ得るのだ。

　だが、どうしたことか。あの最初の邂かい逅こう以降、彼女はその魔力の片へん鱗りんさえ見せることがなかった。

　そして夜明け前に裏庭で星を見ていた彼女は、魔女という存在とは程遠く見えた。香の催さい眠みん効果が弱まっていたらしい。彼女には彼が自分の父親であるお屋敷の旦だん那な様には見えないようだった。

　彼女は泣いた。

『魔女だけが僕を救える』

　そう言った彼に、涙を流したのだ。

　不思議だった。

　彼女はあまりに綺き麗れいで、その彼女の涙を見ているとやはり彼女は魔女なのだと思った。

　彼女に王子を会わせてもいいと思ったのは、その時だった。

　試したかった。

　物語のような二人の恋を。

　強い彼女の魂たましいを。

　恋人を想う男の執しゆう念ねんを。

　見てみたかったのだ。

　本当に、愛情だけで魔術を破る人間を。金や力ではなく、その想いだけで障害を越えていく人を。

　彼女が言ったように、自分を救えるものが一つではないのなら。
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　彼らはその日のうちに出しゆつ立たつすることになった。

　早さ苗なえの遺い体たいを載せる馬車を用意するのに時間がかかったが、日暮れ前には出発する準備が整った。まだ暖あたたかくなる前とはいえ死体はそう長く保もつものではないし、広ひろ兼かねが早苗を東の国に連れ帰ってから土ど葬そうにすることを望んだからだ。広兼がそうと望んだことを、止められる者はどこにもいなかった。

　帰ってきた早苗の遺体を見て、二人の姫君は蒼そう白はくにはなったが気を失って周囲に手間をかけさせることはしなかった。いっそ気を失ったほうが楽だったかもしれない。二人の気き丈じようさが、一層事態を悲ひ愴そうにしていた。

　彼らが捜しに来た女性は死んだのだ。

　馬車に乗り込んで屋敷から出て行く彼らの姿を、佳か莉りは窓から見ていた。

「お嬢様」

　里り野のが心配そうに声をかける。

　佳莉はもうずっと、同じ格好で窓の外を見ていた。

　部屋から出るなと言ったのは彼女の父だ。娘の体調がまた崩れることを恐おそれた男爵は、同じくらいの年の女性の死体など見せたくなかったのだろう。佳莉は結局、彼らに別れの挨あい拶さつをできなかった。それが言い出せるような雰ふん囲い気きではなかったのだ。

『無む二にの女性です』

　そう言った広兼の双そう眸ぼうを思い出す。

　早苗と、黒髪の王女が言っていた。あの気丈そうな女性が怒りを露わにしていた。

　きっと本当に本当に、大切な人だったのだ。

　それが失われた。

　彼女には、それがまざまざと理解できた。

　その痛みが。

　暗くら闇やみが。

　絶望が。

　口の中から何かおぞましいものが出てくるかのような、あの感情が。

　理由はわからない。

　佳莉は近しい人を誰も亡なくしてなんかいないのだ。昔飼かっていた鳥の記憶だろうか。

「お嬢様」

　里野が呼んでいる。

　答えたくない気分だった。

　頰ほおを何かが流れる感触がして、触れると涙だった。いつの間に自分は泣いていたのだろう。

　馬車はもう大分前に見えなくなった。この屋敷は山の中にあるので、木々が馬車を覆おおい隠した。それを見送ってからも、彼女はずっと何かを探すように窓の外を見ていた。

　その時、佳莉をひどい喪そう失しつ感かんが襲おそった。

　涙が溢れてくる。身体を曲げて嗚お咽えつを漏もらす。

　寂さびしかった。行かないで、と悲鳴のように叫びたかった。

　それがどうしてか、彼女にはわからなかった。

「お嬢様」

　里野が駆かけ寄ってくる。背と肩を支えられる。息が苦しくて、佳莉は必死で息を吸った。涙は後から後から溢れてくる。苦しい。苦しい。苦しい。

　里野に縋すがり付くようにその袖そでを握にぎった。

　今度は既き視し感かんがした。

　前にも、誰かにこうして縋り付いた。その人は、優しく彼女の背を撫なでた。

『大丈夫だ』

　声だ。

　これは。

　大切な人の。

　声。

「お嬢様。お嬢様。ああ、見てください。お嬢様、猫ねこですよ」

　気分を和やわらげようと思ってか、里野が言う。

　にゃあ、という泣き声が聞こえた。

　顔を上げる。里野が指差した窓の外を見たが、どこにも猫はいなかった。窓は閉めている。猫の鳴き声が聞こえたことの方が不思議だった。

　里野は慌あわてて窓を開けた。

「本当です。今そこに猫がいたんですよ」

　彼女は言って窓から外を覗き込む。窓のすぐ外に樹があるわけではない。猫がここまで上ってこられるはずがなかった。猫に羽は生はえていないのだ。

　里野の後ろ姿が佳莉の視界に入る。風が彼女の頰の涙に触れた。

　一番仲のいい使用人。

　ずっとこの屋敷で働いていて、ずっと佳莉の世話を焼いてくれた友人のような娘。

　それを記憶の表面に焼き付けていた紙が、風でぺらりと捲めくれたような感覚だった。

　佳莉は呆ぼう然ぜんとした。

「どこに行ったんでしょう」

　里野はまだ窓の外を捜している。それがお嬢様を慰なぐさめる唯一のものだとでも思っているようだった。

　佳莉はあえぐように口を開いた。

「……あなた、誰？」

　え？　と使用人が聞き返して振り向いたのが最後だった。

　彼女の頭の中は奔ほん流りゆうのようになって、理性的に何かを考えられなくなった。次々といろいろなものが耳と目の奥を駆け巡る。野生の獣けものがそうするようにそれらが彼女の頭の中を駆け去り、後に残ったのは夜の静せい寂じやくだった。

　彼女は平原に立っていた。

　光の平原の中に、立っていた。
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　里り野のは、お嬢様が好きだった。

　山の中で見つけた時は、妖精だと思った。憧れ続けた存在が、目の前にあったのだ。

　けれど目を覚まして自分を使用人だと思い込んだ彼女は、優しく可か愛わいらしい、ただの女性だった。

　それがひどく嬉うれしくて、義務でなくお嬢様の世話を焼きたくなった。

　あの日、彼女を背負い、自分を連れた青年は、山の途中にあったお屋敷を訪ねた。出てきたのは知的な感じのする老人で、いわゆる執事と呼ばれるものなのだろうと里野は思った。

　彼はその執事と顔見知りらしかった。青年は背負った彼女を婚約者だと言い、里野はその世話係なのだと言った。近くの大きな町で大人おとなしく彼を待っているはずだった婚約者殿は、我慢できずにここまで彼を追いかけてきて、誤って山から落ちてしまったという。本当に婚約者なのかと後で聞くと、彼は笑って噓うそだよと答えたから、里野はこの青年は信用できないのだと思った。

　奥からもう一人使用人が出てきて、この屋敷にはこの二人しかいないのだと知った。

　里野が驚いたのは、次の日目が覚めると、昨日の執事と使用人が里野もまたこの屋敷の使用人だと思っていて、青年をこのお屋敷の旦那様、そして彼女をこのお屋敷のお嬢様だと思い込んでいることだった。そして青年も彼女も、その容姿は昨晩とまったく違ったのだ。

　里野には魔法のようにしか思えなかった。

　青年は秘密を教えてくれた。

　香こう木ぼくだ。一晩で屋敷中に置かれた香こう炉ろには、彼が持ってきた香木の欠片かけらを入れた香油が使われていて、屋敷中にその甘い香りが漂ただよっていた。香木には強い催眠効果があって、それが自分達の視神経や記憶を混乱させているらしい。

　やがて目を覚ました彼女も、自分をこのお屋敷のお嬢様だと思っていた。

　里野は、彼女のお嬢様が好きだった。

　頭がよくて優しく、素直で、可愛らしい。

　お屋敷にやってきた王子様達が捜しているのが彼女なのだと思い至るのに時間は必要ではなかった。吟遊詩人デイヒルーの歌はここにまで届いている。

　彼女は、南の国の王子の婚約者だったのだ。

　男爵のふりをした青年は、彼女を王子様に返す気はないようだった。彼女をなるべく彼に会わせないようにと里野は言われた。

　そうしている間に、佳か莉りは何度となく頭痛に襲われて倒れた。

　たぶん、彼女の心は訴うつたえていたのだ。

　自分はここにいるのだと。

　ずっと戦っていたのだ。

　たぶんいつ壊れてもおかしくはなかった。




「旦那様」

　里野は書斎の扉とびらの前で男爵の姿を見つけて、彼に駆け寄った。

「お嬢様が」

　彼女は完全に取り乱していた。

　こんなのは今までになかったことだ。

　お嬢様は、最後に正気に戻ったのかもしれない。

　自分を見て、誰だと言った。けれどきっとそのせいでついに心が壊れたのだ。気を失った彼女は、里野が揺すっても叩たたいても目を覚まさなかった。

「旦那様！」

　男は本当は青いその双眸を細めて里野の背に手を回した。

　男爵のふりをしたこの青年は、本当はもっとずっと若い。里野は、初めて会った時の彼の容姿を忘れてはいなかった。

　彼女と同じ青い瞳。西の大陸の、異国の色だ。それは宝石のように綺麗で、里野は恐ろしかった。彼女の青い双眸と何が違うのか。

　彼女のそれは、高く広がる空のようだった。

　あの時南の王子が言ったように。

「あまり騒いではいけない。部屋へ入りなさい、里野」

　背を押されるまま書斎に入り、けれど里野はさらに彼に取りすがった。背後で扉が閉まる。

「お医者様を呼んでください！　お嬢様が、気を失って倒れられたんです！」

「いつものことだろう」

「違います！　違うんです！」

　里野は泣きそうだった。

　本当に違うのだ。

　いつも頭痛を訴えて意識を遠のかせる時の彼女は、心を閉じてしまうようだった。壊れてしまう前に、自分で意識の幕を下ろしたようだったのだ。

　けれど今回は違った。

　彼女は幕を下ろさなかった。最後まで、目を見開いてどこかを見ていた。

「お医者様を！」

　里野は悲鳴のように言った。

　お嬢様は一度もお医者様に診みてもらっていない。

　当然だ。彼女は偽にせ者ものだからだ。もし彼女の中で何かが致命的に損そこなわれていても、自分達にはわからない。お嬢様本人には寝ている間にお医者様は来ていると噓をついていた。

「困ったな」

　彼は本当に困ったように言った。彼は、少し華きや奢しやで、背だけはたぶん本物の男爵と同じに高い。

「乱暴はあまり好きじゃないんだ」

　里野の視界に闇がかかった。彼女は次の瞬間にはもう気を失っていて、男の腕の中に崩れ落ちた。







　彼は左腕で彼女を支え、右腕は手しゆ刀とうの形を作ってもう一度振る真ま似ねをした。

「ふーん。意外と簡単に気を失うものだな」

　彼は言うと、そっと里野を床の上に横たえた。

　きょろきょろとあたりを見回して、彼はその時初めて違和感を覚えた。少し本の配置が変わっている気がする。机の上に無造作に置いてあった赤セイ穏オン織の図柄の本が目に留まった。あんな場所に置いていただろうか。

　彼はそれを手に取り、中に描いてある図柄の一つを見て思案する顔になる。

「うーん……これを試してみようか」

　彼は机の引き出しを開けて粉チヨ棒ークを取り出した。足で床に積み上げられた本をどかして、広いスペースを作る。そして本を見ながら、そこに描かれた図形を床の上に写し取っていった。ただし大きさは人が入るような大きさで、ところどころの文字のような模も様ようが少し違う。

　しばらくして彼は一仕事すませたかのように額の汗を拭ぬぐった。

「ふう。さてと」

　今度は気を失ったままの里野を抱き上げて、またそっと床の図形の上に下ろす。里野は図形の円の中に収まった。

　彼は手のひらの中に握り込んでいた粉棒をまた書けるように握りなおすと、図形の最後の文字のようなものを描き上げて、それを完成させた。そして図形の上に手を置いて、目を瞑つぶる。

　彼は目を開けると何か変化を待つようにじっと里野を見ていたが、突然あ、と声を上げて自らの額ひたいに手を当てた。

「駄だ目めじゃないか。彼女は気を失ってるんだから、こんな緊きん縛ばくの魔術陣を試しても意味がない」

　彼は独ひとり言ごとを言うと、はぁーとため息をついて立ち上がった。

「なんだか、やっぱり僕はこう、どこか抜けてるんだよなぁ」

　机の中に粉棒を戻して、一緒に本も入れて引き出しを閉めてしまう。そうやってまたしばらくして、彼は、あ、と声を上げた。

「そういえばあの子がまた気を失ったんだった」

　彼は部屋の隅に置いていた革製の四角い鞄かばんを開けると、中から色いろ褪あせた袋を取り出した。袋の中から甘い香りがする。香炉に使っているのと同じ香木を、粉末にしたものだ。これを直接火の中にくべた方が匂いも効力も強い。

「ああ、でもあの王子様達はいなくなったんだし、今のうち逃げた方がいいのかも……」

　彼はまた独り言を言った。

　そのまままた少しの間青年は考えるように黙だまり込んだが、やがて袋を持ったまま立ち上がった。うん、と頷うなずく。

「行ってから決めよう」

　彼は首を回してこきこきと音を鳴らすと、部屋の中央に寝かせた里野の横を回って書斎を出て扉を閉めた。

　里野はすぅすぅと寝息を立てて眠っているようだった。
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　日はもう暮れかかっていて、平原の向こうの山の稜りよう線せんに太陽が半分隠れている。空に広がるのは世界の創造を表したような色合いで、その色が窓から入って廊ろう下かの床を染めていた。

　部屋は暗かった。カーテンが閉められているのだろう、彼が扉を開けた幅だけ空の色が部屋に入る。

　ただ風が通っていた。窓は開いているのかもしれない。

　極力窓を開けておくなと里り野のには言っておいたのだが、そこまで気が回らなかったのだろうか。風通しをよくしてしまうと、香炉の香りが散ってしまう。

「佳か莉り？」

　彼は部屋の中に呼びかけた。

　返事はない。彼女は気を失って倒れたのだ。

　彼は注意深く部屋の中に入った。床に目を凝こらしながら歩くのは、彼女がどこに倒れているとも知れないからだ。ようやく窓にたどり着き、窓を覆う布に手をかけたところで、彼はぴたりと動きを止めた。

「へぇ、勘かんは鋭するどいんだね」

　声はすぐ後ろから聞こえた。

　首筋に鋭い刃物が当てられている。もう少し動いていたら、それは彼の首を切っていただろう。彼は驚いた。こんな近くに、人の気配などしなかったのだ。

「俺には一発殴なぐらせろよ。ああくそ、喋しやべるのも痛いぞ」

　これは別の声だ。少し離れたところから聞こえる。聞き覚えがあった。

「あの時の広ひろ兼かね、かーって頭に血が上ってたもんね。側にいた鳥とり代しろが悪いよ」

　すぐ後ろの声がくすくすと笑った。

「ちょっと、まだ口の中が苦いわ」

　今度は女性の声だ。それは声こわ音ねだけでもひどく美しい。

「気を失っておるだけだと思うがのう」

　また別の女性の声。

「もしそれだけじゃなかったらあの男を八やつ裂ざきにして焼いて磨すり潰つぶして川に流すだけだ」

　最後の声がひどく不ふ穏おんなことを言うと、誰かが窓の覆いを捲って夕日の灯あかりを室内に入れた。

　これは、彼にとって予想だにしなかった展開だった。

　目の前には少し前に屋敷を出て行った王族達がいる。

　窓の側に立つのは東の王子、彼に小剣を突きつけているのは西の王子で、離れた場所に北の王女。そのすぐ側に佳莉を抱いてしゃがみ込んだ南の王子と佳莉の額に手を当てた赤い髪の姫君がいる。

「これは何事ですかな？」

　男爵は両手を広げた。

「ルヴァイン＝イアス」

　言ったのは腕に佳莉を抱いた南の王子だった。
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「下へ手たな芝居はやめろ」

「なんのことでしょう」

「お前の名前だろう。他人に身をやつして、自分の名前まで忘れたか」

「広兼殿下。佳莉をお離しください。それはまだ体調が悪いのです」

　広兼が舌打ちした。

「これは早さ苗なえだ。別の名で呼ぶな。気分が悪い」

「広兼殿下はお心が乱れていらっしゃる。早苗様は金色の御お髪ぐしをお持ちだとおっしゃったのは殿下です」

　広兼の腕うでの中の娘は、艶つややかな黒い髪を流して目を瞑っている。

「早苗の死体を作り上げたのと同じ方法だろう」

　男爵は驚いていた。

　確かにあれは人形だった。ただの木で偶くに、魔術で作り上げた血肉を付ける。何日も保つような魔術ではなかった。ただ数日、彼らを騙だませればよかったのだ。

　だが彼らはまったく騙されてくれなかったらしい。

　男爵は笑った。

「殿下は怒っていらっしゃるようだ」

「お前を八つ裂きにしても足りないと思っている」

「怖いですね」

　彼は鷹おう揚ように言う。首に刃物が突きつけられているので、頷くことはできなかった。

　先ほど、北の王女が口の中が苦いと言っていた。おおかた、気付け薬のようなものを飲んだのだろう。

　あの香には、それだけで、効果が消えてしまう程度の効力しかない。もともと執事やもう一人の使用人をごまかすための香なのだ。外見を男爵や娘と同じにしたといっても、小さな仕草とかで気付かれるかもしれない。そういう部分を鈍にぶくさせるための香だった。

　彼は室内を見渡した。

　美しい北の王女と、赤い髪と眼をした姫君。

　彼女達も、彼にとっては十分興味深かった。それに東の国の破は魔まの王子と、あらゆる知識を持つ賢けん者じやの王子も十分彼の研究には利益をもたらすだろう。

　ここは礼儀正しく、接するべきだった。

　彼は言った。

「改めまして皆様。私の名前はルヴァイン＝イアス。西大陸では魔術師の一族として知られております。どうか以後、お見知りおきを。魔女に縁ゆかりのある方々」
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「魔術師？　なんだそれは」

　鳥とり代しろが言う。するとルヴァインは笑った。

「おや、ご存知ではない？　しかし賢者の王子殿下と赤い髪の姫君はご存知のようですよ」

　彼の言葉で、珀はく蓮れんが二人を睨にらみつけた。

「あなた達。まだ何か隠し事をしているの？」

　北の王女はどうやらまだ怒っているようだ。

　佳か莉りが早さ苗なえだと、気付いていたのは広ひろ兼かねと新しら祢ねだけだった。広兼はそうなのではと疑っていて、佳莉に会った時に確信した。そして新祢は佳莉が夜よる花はなに子守唄うたを歌った時からずっとその疑惑を抱いていた。あれは早苗がよく歌っていた歌だったからだ。

　新祢がそうだと確信をしたのは、夜花がいなくなり、それを見つけた佳莉――早苗が倒れた後らしい。広兼が、見舞いに行くという新祢を呼び止めた。賢者の王子は佳莉を気遣う言葉を言って、そして「珀蓮に余計なことは言わなくていいから」と付け加えた。

　広兼は、佳莉が早苗だと知った北の王女が強硬手段に出ることを恐れたのだ。気の強い彼女は記憶を失ったままでも、早苗を無理やり取り返そうとしかねなかった。

　広兼もまた佳莉を早苗だと思っているのだと、この時新祢は初めて知った。そして確信したのだ。賢者の王子が自分の恋人を見誤るとは思えなかった。

　彼が早苗に対して慎重にならざるをえなかったのは、早苗がどういう方法で自分を佳莉という娘だと思い込んでいるのか、またどういう方法で容姿を変えられているのかがわからなかったからだ。彼女は、外見だけはまったく別の娘に見える。

　ただ広兼にはそんなものまやかしにもならなかった。

　佳莉の姿をその視界に入れた時、広兼は悔くやんだ。

　もっと早く会っていればよかったのだ。自分ならば、一目見ればすぐに彼女が早苗なのだとわかっただろう。思い悩んで、無む駄だな時間を過ごした。

　眼だ。

　彼女の眼だけは、どうあろうとも変わらなかった。

　優しく、包み込むような双眸。その深いところにある屈くつ託たくを、彼女は決して見せようとはしない。そして笑う。その笑顔は、人の心を惹ひきつける。

『同時に、誇ほこり高く、貪どん欲よくで、傲ごう慢まんだ』

　あの言葉は、自分を忘れて目の前に座る彼女を非難した言葉だった。

　広兼は数月前、初めて早苗と出会い、そして少し言葉を交かわした時にはもう気付いていた。彼女は王子様の助けをただ待つような姫君ではないのだ。

　自分の居場所を示しはするかもしれない。けれど待たない。待てとこちらが懇こん願がんすれば聞いてくれるかもしれないが、目の前に機会が来れば、それをみすみす逃したりはきっとしない。

　スカートをたくし上げ、髪を結び、知略を巡らし、鍵かぎを開け外に出て、そして遅れて迎えに来た自分にきっと笑って言うだろう。「ただいま戻りました」と。

　彼女は、ひどい。

　そうやって男のくだらない矜きよう持じを打ち砕く。

　同時にそこが、広兼がひどく愛いとしいと思う彼女の一部でもあった。

　広兼は、男爵の娘だという佳莉という娘が早苗であるという可能性が、一番高いと思っていた。

　最初に、広兼が引っかかりを覚えた菩提樹リンデンの香草茶。あれは早苗がいつも淹れてくれたものに限りなく近い別物だった。

　広兼はその時、このお茶を持ってきてくれた使用人が早苗だったのではないかと思った。でも早苗が側にいたのに自分が気付かないわけがないし、早苗本人が淹れたにしてはお茶の味も少し違う。彼は逡しゆん巡じゆんの末、確かめに行こうと部屋の扉を開けた。するとそこにお茶を持ってきてくれた使用人が立っていたのだ。

　彼は思わずその使用人をじっと見つめた。そしてすぐ落胆した。彼女は早苗ではなかったからだ。もし早苗であるのなら、自分にはわかるはずだった。

　だが考えれば考えるほど、あの香草茶からは早苗の残り香が感じられた。賢者の王子としての彼の直感はただ、早苗は側にいるのだと訴えていた。同時に彼は自分が冷静なのかどうかがわからなかった。いや、おそらく冷静ではなかったのだ。

　王伊に殴られて、はじめて目が覚めた。そして鳥代達に話しながら、可能性を吟ぎん味みした。たとえば早苗があの使用人にお茶の淹れ方を教えたのだとして、拘束されている身で使用人との間にそういった交流があるとも考えにくい。行方不明になる前にこの屋敷を訪れたとも考えられたが、護衛の話ではそういったこともなかったようだった。

　ならばこの屋敷に住む誰かに早苗が成り代わっている可能性が比較的高い。怪しいと思っていたのは、病弱だと聞いていた男爵の娘だ。この屋敷に住んでいる他の四人すべてに広兼は既に会っていた。しかしその誰も、早苗ではなかったのだ。

　そこであの香草茶を持ってきた使用人に誰かに教わったのかと聞いたら、お嬢様に教わったという答えが返ってきた。

　それまでは可能性として考えていたことが、その時確信に近いものになったのだ。

　問題はあった。鳥代達が佳莉に会っている。そして鳥代は、佳莉が早苗であるはずがないと断言した。決定的に外見が違うのだ。魔法は使われていないと新祢も言っていた。それに佳莉自身、自分を平へ祈き男爵の娘だと名乗ったという。

　だが平祈男爵のところに、西大陸から来た学者が滞在していた。その学者と西大陸の魔術師を繋つなげて考えることは、そう突とつ飛ぴではないように思えた。使われていたのが魔術なら、新祢にもわからない。

　それに香木のこともあった。広兼は最初から屋敷中に神経質なまでに薫たき染そめられた甘い香りが気になっていた。彼は香炉の中の香油から、香木の欠片を取り出して今け朝さそれを町の香屋に持って行って調べさせた。

　結果的に、その香木は東大陸では採れないもので、西大陸産のものだということがわかった。やはり神経の麻ま痺ひ・催さい眠みんが主な効力で、広兼の記憶では、かつて西大陸で、こういった香木を使って集団催眠の事件が起きたこともあったはずだった。

　再び香木の催眠にかからないように彼らはひどく苦い薬を飲んでからこの屋敷に戻ってきたが、やはり早苗は佳莉という娘の容姿をしていたし、男爵もまた男爵のままだ。

　彼女のこの容姿は香木のせいではないのだ。あるいは、あの香りは補助的な意味しかなかったのかもしれない。

　広兼は男爵を――男爵に扮ふんした、ルヴァインという男を睨み付けている。

「東大陸に魔女がいるように、西大陸には魔術師がいる」

　広兼は言った。

　男はただ静かな眼で彼を見返していた。

　早苗を佳莉という娘に成り代わらせたように、男爵も第三者が入れ替わっているのではないかと考えたのは、昨日の晩ばん餐さんの時だった。

　あの時、男爵は魔術という言葉を口にした。新祢の髪の色を話題にした時だ。魔術や魔術師というものは、東大陸ではほとんど知られていない存在だ。歴史学者であり、西大陸からの客人を屋敷に迎え入れていた平祈男爵であるのなら魔術の存在を知っていても不自然ではないものの、魔法と同列の存在としてそれを口にしたのが、広兼には違和感として感じられたのだ。

　その違和感が確信に変わったのは数刻前だ。広兼は、菩提樹の香草茶に早苗の残り香を感じた時、自らの伝達鳥デイエルリを飛ばしていた。紅という名のその伝達鳥は広兼が香木を調べに町へ行っている時に帰ってきた。そしてその伝達鳥が携たずさえてきた書面には、男爵と男爵夫人、それに佳莉という名のその令嬢は、すでに南の国を出て、西の国に入国しているとあった。

　つまり、今屋敷にいる男爵とその令嬢は、明らかに偽にせ者ものなのだ。

　鳥代達は、おそらくまだ本当には納得していないだろう。

　この腕の中にいるのが早苗で、あの早苗の死体は偽者だ、などと。恋人を失って狂った男の妄もう言げんだと言われても仕方がない。

　新祢が広兼に同意しなければ、少なくとも北の王女は、広兼が狂ったのだとでも思ったかもしれない。けれど新祢もまた佳莉が早苗ではないかと疑っていた。

　珀蓮は賢者の王子よりもこの赤い髪の姫君をよほど信頼していたようで、早苗を取り戻しに行くと言った時、当然のように彼女達は付いてきた。広兼はできれば女達には町で待っていて欲しかったが、早苗を迎えに行くというのに大人しく待っていられるような女性達ではなかったのだ。

「魔女が魔法を使う一方で、魔術師は魔術陣を使う」

　これらはすべて、あの『赤セイ穏オン史し』を手に入れてから賢者の王子が調べたことだった。

　珀蓮は眉み間けんに皺しわを寄せている。何を言っているのだ、とでも言いたげな顔だった。

　男爵は笑っていた。王おう伊いが確かにあと一歩踏み出せば彼の首を斬れるところに剣を置いているというのに、その顔は恐怖さえ感じていないように見えた。

　考えていることが読みづらい。相手にするとやっかいな類たぐいの人間だった。

「魔女が自分の体内に精製した魔力でもって外界に干かん渉しようするのに対して、魔術師は魔術陣を敷いて外界に漂ただよう自然の力と呼ぶべきものを操る。それは魔法と似ているがまったく違う。魔術師はもともと研究者だ。研究対象は魔女。目的はその不老長寿の力」

　先天的に、魔女となれる者は決まっている。それは外界に漂う力を自分の中に取り込んで自分の魔力にできる人間で、努力でどうこうなる能力ではないのだ。魔女の寿命が長く、ずっと若いままでいられるのは、そうやって自分の中で精製した魔力を、生命力とでも呼ぶべきものに変換できるからだった。

　世界で最初の魔術師は、死にゆく妻を生きながらえさせようとした西大陸の歴史学者だったという。

　魔女や魔法の存在を東大陸における歴史上の事実として認めていた彼は、不老長寿の力を持つと言われる魔女を研究した。

　そして魔術陣を作り出した。

　魔術陣に使われる言語を、この時彼がどのようにして得たのか知る者は誰もいない。大陸を統すべる帝国の始帝が授けたとする説もあるが、真実かどうか定かではない。

　結局彼の研究は間に合わず、彼の妻は死んで彼もまた命を絶たったが、人々はその研究を続けた。そして生まれたのが、魔術師と呼ばれる研究者達だ。

　だから魔術師には、歴史学者が多い。

「もし早苗にそのわけのわからない魔術とやらをかけているのなら、今すぐ解とけ」

　広兼は必死に自分を律りつしていた。

　今彼の腕の中にいる早苗は、広兼達がこの部屋に忍しのび込んだ時床の上に倒れていた。それを見た時、彼はぞっとした。

　脳裏に蘇よみがえる早苗の姿をした死体。

　あれは最悪だった。できることなら記憶ごと焼き切りたい。

　頭に血が上って、気付いたら近くにいた鳥代を殴っていたのだ。

　そうでなかったら屋敷にとって返してこの男を殺していただろう。

　今彼女は気を失っているだけのようだった。目は覚まさない。また、彼女は無理をしたのだろうか。

『広兼様』

　夜花をその手に取り戻して、最後には頭を抱かかえて混乱していた彼女は、意識を失う直前そう広兼の名を呼んだ。

　それは早苗と同じ呼び方だった。

　あの時、彼は必死に衝しよう動どうを抑え込んだ。このまま彼女を連れ去ってしまいたかった。

　そうしなかったのは、彼女を永遠に失うことを恐れたからだ。

　早苗は無理に、自分を捕らえる牢ろう獄ごくから抜け出そうとしている。それが頭痛を引き起こし、佳莉という名の娘を混乱させている。

　いつ心が壊れてしまってもおかしくなかった。

　腕の中の彼女を抱く手に力を込める。暖かい温ぬくもりが伝わる。たとえ外見が違っても、彼女は早苗なのだ。あの時小さな声で彼の名を呼んで、早苗はそう訴えていた。

　自分はここにいるのだと。

「そうでなければまずお前の爪つめを剝はぐ」

　拷ごう問もんの仕方は知っている。実際にやったことはないが、できないとも思わなかった。

「怖いな。あなたは、本気でそれをしそうだ」

　男は困ったように少しだけ肩をすくめた。王伊はまだ剣をつきつけている。鳥代もまた、窓際に立ち警戒を緩ゆるめてはいない。

　男の目は、南の王子を見ていた。

「殿下は私達についてかなり調べておられるようだ。意外でしたよ。東大陸に、魔術師の存在はほとんど知られていないはずなのに。賢者の名は伊だ達てではないようだ」

「鳥代。そいつの右手を持ってろ」

　広兼が早苗を新祢に預けて立ち上がろうとすると、男は笑った。

「魔術師は、魔術陣がなくては何もできない」

　彼は世界の定理を説明するかのように言う。

「それは、魔女が媒ばい介かいなくしては何もできないのと同じです」

　賢者の王子は眉間に皺を寄せた。

　早苗の意識を押し込め、姿を変えさせるのが魔術なら、そうさせる言語を記述した魔術陣が彼女の側にあるはずだった。

　常に彼女の側にあるもの。常に彼女が身につけているもの。

　はっとした。

　広兼は早苗の足元に跪ひざまずいた。スカートの下から覗のぞいた白い足には、包帯が巻かれている。包帯は替えられていないようだ。少し汚れていた。

　彼はそれを取った。

　包帯は長く、それには内側に何かがびっしりと記しるされていた。やがて白い包帯に黒く固まった血が滲にじんだ部分が出てきて、現れた彼女の足首にはふさがりかけた傷があった。

　完全に包帯を取ったところで、隣にいた新祢が息を呑んだのがわかった。

　広兼は顔を上げる。

　黒い髪は太陽の光を紡つむいだような金色に変わっていた。

　幾いく分ぶん幼おさなかった顔立ちは大人の女性のものになり、たとえ瞼まぶたが閉じられていても、その後ろにあるだろう青い色の双眸はたやすく想像できた。

　少しして、その瞼が花弁がほころぶ時のようにゆっくりと開けられた時、広兼は奇き跡せきを目にしているような気分になった。

　彼女の青い双眸は空に広がる青を再現したように鮮あざやかで、それはしばらく空中を彷徨さまようと、自分の足元に跪いた広兼を一番に見つけて笑った。

「……広兼様」

　その時の感情を、広兼はどう表現したらいいかわからなかった。

　彼はただ、恋人を抱きしめた。
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　ふわふわと踊るように彼女の周りを彩いろどる光は、まるでお伽とぎ話ばなしの中の魔法のようだと早さ苗なえは思った。

　彼女はまだ魔法を見たことがなかったが、それはきっと存在すると思っていた。世界で一番信頼していた父も、それを否定しなかったからだ。

　これは記憶だ。

　早苗は気付いていた。

　現実ではない。自分の中にずっとあった記憶だった。

　隣に立つ父に笑う。

『噓みたいに綺麗ね、お父様』

　すると父も笑う。

『そうだね』

　と答える。

　子供の頃の記憶だ。

　ずっと昔、父と二人でこの山を登ったのだ。父の仕事についていろいろな所に行っていた時期だった。三国を出たことはないが、西や南の国にはよく行った。

　あの山がどこにあったのか早苗は覚えていなかったのだが、山の麓ふもとの町に着くとなんだか見覚えがあった。そして町の人間から灯とう謡よう平原の話を聞いて、あの記憶にある場所はここなのだと思ったのだ。

　護衛としてついてくれていた人にお願いをして、山を登った。

　登りながら、記憶が溢れ出てくるようだった。彼女は父に手を引かれてこの道を歩いたのだ。

　早苗は、父を愛していた。

　だから父が死んだ時、彼女の心のどこかも死んだようになった。義あ姉ね達がいたから、まだ動けたのだ。誰もいなかったら、どうなっていたかわからなかった。

　けれどあの時できた心臓の奥のぽっかりとした穴はずっと心の中にあって、それは時折ひどく痛んだ。

　それから森で北の王女を拾って、三人の王子に出会った。南の王子が彼女の前に跪いて結婚を申し込み、本当に彼と結婚することになった。そして森で今度は赤ん坊を拾った。

　毎日、彼女は絶えず笑った。まるで植物の根が養分を吸い取るように少しずつ、幸福というものが彼女の中に広がっていくようだった。

　早苗は父に伝えたかった。

　もう、大丈夫だと。

　父が死んだ時心にできた穴はもうない。それは空気に溶けて消えたのだ。

　ひどい孤独感に眠れなくなる夜はもうないし、人ごみの中父の面おも影かげを捜したりはしない。

　かつて父と共に見た景け色しきを見て、それを父に伝えたかったのだ。

　心配しないで。もう大丈夫。

　目を覚ましたらいつも、大切なひとが側にいる。だからいつだって、恐れることなくこの目を開くことができるのだ。

　待っていてと彼は言った。迷子になった私をいつだって見つけて迎えに来てくれたお父様のように、彼は待っていてと言ってくれた。

　それが、ひどく。

　嬉しかったのだ。
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　その時、最初に危険を感じ取ったのは王おう伊いだった。

　広ひろ兼かねの言っていた魔術というものは今ひとつ理解できなかったが、彼はその天性の直感でもって男のその仕草が危険なものなのだと判断した。

　男はただ手を上げて、服の上からその胸に手を当てただけだった。

「伏せて！」

　他の二人の王子は彼の言葉に同時に反応した。鳥とり代しろは一番彼が近くにいた北の王女に飛びつくようにして床に伏せた。広兼は早苗さなえと新しら祢ねを抱え込むようにする。

　その時王伊が男に手を出せなかったのは、彼が何をしようとしているのかわからなかったからだ。けれど王伊の判断は的確で、男は叫ぶように危険を知らせた西の王子を見て穏おだやかに笑った。

　次の瞬間、轟ごう音おんが耳を劈つんざき王伊は全身に爆風を浴あびた。眼め鏡がねが飛ぶ。

　彼はただ吹き付けてくる風に目を瞑ったまま、気配だけを辿たどって剣を一いつ閃せんした。手ごたえはあった。けれど掠かすっただけだ。

「怖いなぁ」

　男が言った。

　顔を上げて、広兼は眉間に皺を寄せた。

　風が吹く。

　壁がなかった。

　まるで巨大な何かが抉えぐったかのように、かつて壁があった場所は瓦が礫れきと化していた。外が見える。いつの間にか日は暮れていたのだ。地上の灯りを映してか空がまだ少し明るい。その地上の灯りは、町の灯りなのかもしれず、また平原の虫達の求愛なのかもしれなかった。

　そしてその空を背後に立つのは金髪碧眼の青年。

　ルヴァイン＝イアスは、男爵よりもずっと若かった。広兼達と同じくらいか、あるいは年下かもしれない。優しげな風ふう貌ぼうをしていて、背は高く華きや奢しやだ。どこか、早苗と兄弟のように見える。雰囲気が似ているのは、同じ金髪碧眼だからだろうか。

　彼は、その腕に何か抱いていた。白い、布だ。

　広兼にはそれが何かわからなかった。声を上げたのは彼に庇かばわれていた赤い髪の姫君だ。

「夜よる花はな……！」

　ありえなかった。

　夜花は町に置いてきたのだ。

　新祢も珀はく蓮れんもついていくと言って聞かなかったので、町に住む商人に預けてきた。広兼が数あま多た持つ情報源の一つだ。信頼できる人間である。賢者の王子の人脈というものは、この国の中ならどこにでもあるものなのだ。

　その商人のもとにいたはずの夜花が、今目の前の青年の腕の中にいる。

　魔術、と呼ばれるものがこれなのだ。

　広兼は愕がく然ぜんとした。

　魔術には魔術陣が必要なのではないのか。そんなもの描く余裕などなかったはずだ。

　突然青年の抱いた白い布が泣き始めた。夜花だ。広兼は、この時初めてそれがあの赤ん坊なのだと信じた。

「なぜだ」

　広兼は呟いた。

「魔術師というものは」

　青年が言う。

「常になんらかの魔術陣を身に纏っていると考えた方がいい。たとえばこういう、服の内に」

　おそらく、彼が先ほど手を当てた部分の衣服の裏地に、その魔術陣とやらの縫ぬい取りか何かがされていたのだろう。そのせいで壁は壊れ、夜花はその腕の中にいる。

　広兼は舌打ちをした。

「鳥代、夜花を取り返してらっしゃい！」

　珀蓮が犬にそうするように命じる。

「なんで俺が!?」

「破魔の王子と呼ばれるに恥はずかしくない行動をしろとわたくしは言っているのよ！」

「……魔術とやらに俺は通用するのか？」

　鳥代は広兼に聞く。

「さぁ」

　広兼は答えた。

　魔術と魔法が違うのなら、鳥代の力も意味がないだろう。東の王子は何度も佳か莉りに触れていたが、彼女にかけられた魔術を解けなかったのだ。

　広兼は下を見た。

　澄んだ青い双眸にぶつかる。早苗は、自分を護まもるように覆い被さった南の王子の腕を摑つかんで彼を見ていた。

　彼女のその眼が何を訴えているのか、その時広兼には聞かずともわかった。

　軽く眉間に皺を寄せる。

「俺はあなたが心配なんだよ」

　言うと、彼女は小さな声で答えた。

「知っています。広兼様」

　だから彼女は広兼に許可を求めているのだ。自分の腕を握る温あたたかな手がぐっと力を込める。

　目の前にいるのは不可思議な力で壁を壊し赤ん坊を攫さらった魔術師だ。逃げようと彼女が言うのなら広兼は一も二もなく賛成しただろう。だが違う。彼女は、逃げようなどと少しも思ってはいないのだ。

　広兼はため息をつく。

　前にもこういうことがあった。前に立ちはだかる誰かと対たい峙じしようとする彼女を、結局彼は許してしまうのだろう。いつだって。

「俺があなたのすぐ後ろにいる。それは忘れないで」

　南の王子がそう言うと、早苗は花がほころぶように笑った。

「はい」

　広兼は、強く思う。

　彼女がこうして笑ってくれるのなら、自分はきっとなんでもするのだろう。

　それは、どんな魔法よりもずっと強力な、広兼にかけられた早苗の魔法だった。







　早苗は前を見る。

「ルヴァイン」

　彼女は青年の名を呼んだ。

　立ち上がる。少しふらついていたのを、広兼が支えた。

「ルヴァイン。夜花を返して」

　彼女ははっきりとそう言った。

　彼女の目には、金髪碧眼の青年が映っている。自分と同じ色彩。けれど同族だとは思わなかった。早苗にとって自分は生まれ付いての東大陸人だったし、西大陸が故郷なのだと思ったことなど一度もなかったのだ。

「あなたの求める魔女はどこにもいないわ」

　その時ルヴァインは初めて心から驚いたように目を丸くした。

「驚いた。君は覚えているのか」

　何を、と彼は言わなかった。

「ルヴァイン、どうしてあなたが私を魔女だと思ったのかはわからない。でも私は魔女じゃないの。魔法なんて使えないし、今あなたから夜花を取り返すことさえできないわ」

　彼女は、佳莉として生活していた間のことをすべて覚えていた。あの星の下で、ルヴァインと名乗る青年が語ったことをすべて。

　彼は早苗にあなたは魔女ではないのかと聞いた。

「でも僕は確かに見たんですよ。あなたが放っていた鳥肌が立つほど強力な魔力を」

　広兼は眉間に皺を寄せている。話が見えなかった。

　どうやら、ルヴァインが早苗を攫ったのは、彼が推測した理由とは違うらしい。この目の前の青年は、どうしてか早苗を魔女だと思っているのだ。その理由がわからなかった。早苗は魔女ではないのだ。

「魔力なんか持ってはいないわ」

「……確かに、今はあなたから魔力は感じない。といっても、僕はそんなに鋭えい敏びんな方ではないので、わずかな魔力であれば気付けないのですがね。あの時、あなたが身に纏っていたのは、そんな僕でも気付くような力だった」

「ルヴァイン！」

　早苗は悲鳴を上げた。

　王伊がいつでも飛びかかれるように腰を低くして、新祢が息を呑む。珀蓮は今にも飛び出しそうに眉間に皺を寄せていて、そんな彼女を鳥代が押さえている。

　夜花の泣き声が一層大きくなる。

　ルヴァインは、手に持っていた赤ん坊の白いおくるみを摑み、ぶら下げた。伸ばされた腕は瓦礫の外に出ている。ここは二階だ。普通の家の三階分の高さはある。こんなところから落ちれば、夜花は確実に死んでしまうだろう。

「やめて！」

「言ったはずだ。僕を救えるのは魔女なのだと」

　先ほどまで鷹揚に笑っていた男爵の姿はどこにもなかった。ルヴァインは、追い詰められたような顔をして片腕だけで赤ん坊を支えている。華奢な彼の身体では、それさえも辛つらそうに見えた。

　早苗が、あの夜見たのは今と同じ彼の眼だ。

　今にも泣きそうに見える。

「魔女があなたの何を救うの？」

「僕の一族を」

　早苗は困惑した。東大陸、少なくともこの三国には、一族、という概がい念ねんがあまりない。それに似た概念は王家が持っているだけで、一般の民には一つの家族を表す名前や紋章さえないのだ。

「イアス家」

　広兼が口を開く。

「向こうで有名な魔術師の一族だ」

　ルヴァインが笑う。

「うちが名門だったのは曽そう祖そ父ふの代までの話だ。残念ながら祖父も父も魔術師としての才能はあまりなくってね」

「どうして魔女があなたの一族を救うの？」

「さっき南の王子殿下が言ったよ。魔術師の研究対象は魔女だ。その悲願は魔女の持つ不老長寿の力」

　王伊が、機会を窺うかがっている。夜花はずっと泣いていて、おくるみの中のその声は苦しそうに聞こえる。

「魔女を攫いにこちらへ来たの？」

「違う。魔女はもう絶滅したと西大陸では言われていた。僕は、二百年前の事件を調べに来たんだ」

「二百年前の事件？」

　早苗は眉間に皺を寄せる。

「イアス……。そうか」

　呟いたのは、赤い髪の姫君だった。彼女はその赤い双眸でルヴァインを見る。

「リアディウム＝イアス」

　彼女のその言葉に、ルヴァインは怪訝そうに眉宇をひそめた。ずっと早苗を見ていた青い眼が、今度はそのすぐ側の新祢をとらえる。

「……それは僕の曽曽祖父の名前だ」

　彼は新祢を睨みつけていた。

「なぜその名を知っている。君はなんだ？　その赤い髪と眼……」

　ルヴァインははっとした。まさか、という思いで、言葉を口に上らせる。

「『暁あかつきの姫君』」

　新祢が顔を歪ゆがめた。

「懐かしい呼び名だのう」

　王伊が動いた。

　この時、本当なら彼はもっと慎重になるべきだった。だが我慢がならなかったのだ。得体の知れない男が新祢を見ている。彼は一刻も早く、この男を排はい除じよしなくてはいけないと思った。

『暁の姫君』。

　それは、二百年前の、新祢の呼び名なのだ。

　剣を一閃する。ルヴァインの腕を切り、夜花を先に確保するつもりだった。狙ねらいが外はずれたのは、ルヴァインの反応が予想以上によかったからだ。

「夜花！」

　珀蓮が悲鳴を上げる。ルヴァインが舌打ちをする。

　ルヴァインは夜花を包むおくるみの端を持っているだけだった。王伊の攻撃をよけようと身を捻ひねった時に、おくるみの中から赤ん坊が零こぼれ落ちた。

　それに気付き、ルヴァインは魔術を使おうと胸に手を当てた。しかしその時彼は、またあの感覚に襲われたのだった。

　ぞくりとするような強力な魔力。

　そして彼の横を影が走り去った。

「ばっ、早苗！」

　南の王子が声を上げる。

　金色の長い髪が、躊躇ためらいもなく瓦礫の向こうに消えた。

「早苗!!」

　ルヴァインは目を見開いていた。

　落下する赤ん坊をとらえた金色の髪の娘は、それだけは救おうとするように胸の中に抱いた。そして落下する彼女達に飛びつくようにどこからか現れた黒い影があった。ルヴァインにはよく見えなかった。外は夜なのだ。ただそれは赤い二つの眼を持っているように見えた。

　彼はその時、自分の勘かん違ちがいに気付いた。

　あれだ。

　あの、強力な魔力は、あの生き物が持っていたのだ。そうだ。あれは、彼が早苗を見つけた時も側を歩いていた。

　赤い眼の黒猫。

　次の瞬間、無音の光が爆発して、そして二人と一匹の猫は完全に彼らの視界から消えた。
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　早さ苗なえは自分がどこにいるのかわからなかった。

　既視感を覚える。

　最近、こんなふうに目覚めたことがあった。

　あの時は全身が痛くてもう目を開けていられなかったが、今はそういうわけではない。彼女は身体を起こした。

　光が。

　彼女を包んでいた。

　ふわふわと舞う光は、綿毛のようにも妖精のようにも見えた。それらが灯とう謡よう虫ちゆうと呼ばれる虫で、ここが灯とう謡よう平原と呼ばれる平原なのだと気付くのに、そんなに時間はいらなかった。

　風が頰を撫でる。湿しめった夜の空気が鼻をくすぐり、彼女が横たわっていた草は夜よ露つゆで濡ぬれているようだった。

　彼女の視線の先に、誰かが立っていた。

　子供だ。

　小さい、子供。女の子だ。

　その子は裸はだかだった。

「まぁ」

　早苗は声を上げた。

　あたりは夜だったが、その子供の顔はよく見えた。可愛らしい顔立ちである。目が大きく、唇くちびるがぽってりとしている。

　早苗は立ち上がって彼女に駆け寄ると、その前に跪いた。周囲を見回しても少女の服らしきものはない。早苗は少しだけ逡巡してから自分の着ていた服を脱いで上から少女に被せた。

　そしてにっこりと、目の前の子供に笑いかけた。

「そのままだと風か邪ぜをひいてしまうわ」

　子供は何も言わない。ただ不思議そうな顔で早苗を見上げていた。

　早苗はまじまじとその子供の顔を覗き込んだ。

「……まぁ。もしかして夜よる花はななの？」

　早苗は、落ちてゆく夜花を追って飛び降りたのだ。見る限り、この場に赤ん坊はいない。代わりに立っていたのは夜花の面影を残した少女だ。

　魔術や魔法という力を考慮して、理論的に考えれば、導き出される結論は限られてくる。

　しかし女の子は怪訝そうな顔をした。

「違うの？　あなたのお名前は？」

「……ゆうがお」

　彼女はかすれた声でそう名乗った。

　この時、早苗は目の前の少女が口にしたその名前が何を意味するのかすぐには理解できなかった。しかしそれを理解した瞬間、彼女はあっと息を呑んだ。

「まぁ……まぁ」

　早苗はうわごとのように言った。

　彼女の中で、あらゆることが一本の線となって繋がっていくようだった。

《赤い森》にいた赤ん坊。

　赤い眼をした黒猫。

　ルヴァインが感じた強い魔力と、『ゆうがお』と自分の名を口にした少女。

　先日、赤ん坊を攫って鏡の中に隠したのは早苗を赤ん坊のもとに導いた黒猫だった。

　早苗はあの時のことを覚えていた。あの時は半分、早苗が外に出ているようなものだったのだ。夜花を心配する佳か莉りと早苗の気持ちが重なった。だから佳莉は混乱していたようだった。

　なぜあの時、早苗は迷いもなく鏡の中に夜花を求めたのか。

　理由を問われてもわからない。なんとなくとしか答えようがなかった。あの時彼女は、それ以外にはありえないと思ったのだ。

　早苗は、鏡が人を閉じ込めるものなのだと知っていた。

　だから。

　あの時鏡の中に現れたあの猫の赤い眼は、彼女を責めているようだった。早苗が夜花を忘れてしまっていることを、責めているのだと彼女は思った。だから謝罪を口にしたのだ。

　早苗は目の前の少女を抱きしめた。

　少女はそれを、拒もうとはしなかった。

　あの森で、早苗はこの子のもとに導かれた。許されたのだと思うほど彼女は楽天家ではなかったが、涙は溢れるように出てきた。

　だって、ずっと心配していたのだ。

　広ひろ兼かねにだって捜してもらっていた。

　でもどうしても見つからなかった。

　北の王だって、ずっと行方ゆくえを追っているという。

　もう二度とどこにも現れないのではないのかと、そう思えるほどに彼女の孤独は深かったから。そして北の王も早苗の父も、彼女のあの、大きな孤独を抱えてなお貪欲に生きる様さまを愛していたのだ。

「……お義か母あ様」

　早苗は小さな小さな声で言った。

　腕の中に抱いた温もりをもう二度と離すまいと、ただ彼女を抱きしめた。
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　５　光の方へ







「まぁまぁ、若い男性が三人でこんなところで何をやっているのですか？」

　部屋に入ってきたのは第四妃だった。広ひろ兼かねの実の母だ。

　部屋には先ほどまで彼らの支し度たくのための女によ官かんがいたが、今はもう下がらせている。室内には東と西と南の王子の三人だけで、鳥とり代しろは鏡の前で髪の毛を整え、王おう伊いは窓まど際ぎわに寄りかかって外を見て、広兼はソファに座ってあやとりをしていた。三人とも、正装をしている。

「これは四妃殿下」

　鳥代が戸口を振り返って爽さわやかに言う。

「お美しい。そのドレスは、とてもよくお似合いです」

「ありがとうございます鳥代様。あなたもとてもよくお似合いですよ」

　四妃はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「母上、まだですか？」

　ソファに座ったまま少し不ふ機き嫌げんそうに広兼が言う。

「俺達はしばらく待たされているのですが」

「女性の身支度には時間がかかるものなのですよ。文句を言うのではありません」

「四妃様、よろしいのでしょうか。僕達まで」

　息子を窘たしなめる四妃に、王伊がどこか申し訳なさそうに言った。

「もちろんですよ、王伊様。西と東の王陛下にも許可はいただいております。これは身内だけの、お披ひ露ろ目めのようなものですからね」

　彼女は言うと、王伊の側まで歩いてきて、少し歪ゆがんでいた彼の襟えりを直してあげた。

「あなた方は、幸せ者ですね」

　そう言って笑う。

　国民の前で行われる正式な結婚式はまだ数週間先だ。今日は、早さ苗なえのお披露目も兼ねた南の国の王侯貴族を招いての小さなパーティだった。

　そこで結婚式の真ま似ね事ごとをしようと提案したのは南の国の妃達らしい。西の国では今第一王子が大きな動きを見せていて、結婚式などできる状況ではないのだ。多くの官が罷ひ免めんされ、また逆に新しく雇こ用ようされる人間もいるという。それによって王宮内の勢力図が変わり、西の第一王子のそういった動きを、王は静観している状態だった。

　鳥代や広兼と同じに婚約を宣言した王伊だが、国に帰って式を挙げられるような状態でない彼とその姫君の境遇を、南の妃達がどこからか知ったらしい。それなら三人の王子の結婚式を、まとめて挙げてしまおうと彼女達は考えたようだった。

「さて」

　彼女は微笑んでいる。四妃の笑顔は美しいが、どこか棘とげが潜ひそんでいるように見える。美しい花には、例外なく棘があるものなのかもしれない。四妃は三人の王子を順番に見た。

「これが最後の機チヤ会ンスですよ。正直に言いなさいね。三人とも」

　どうやら彼女はこれを聞くためにここに来たらしい。

「あの女の子は、本当に、あなた達の子供ではないのですね？」

「違う」

「違います」

「違いますよ」

　三人の王子はほとんど同時に答えた。

「言ったでしょう。早苗が拾ったんですよ」

　広兼が言う。

「その話は聞きました。でも前に聞いた時は、あなた達が拾ったのは赤ん坊だと言っていたではないですか。あの子はどう見ても三歳か四歳の子供ですよ。それともこの数ヶ月であそこまで育ったのだと言うつもり？」

　四妃のこの言葉に、三人の王子は渋じゆう面めんになった。それを今ここで説明できる材料を、彼らは持っていないのだ。

　あの日、早苗と夜よる花はなが消えてから、彼女達の消えた先を捜し当てたのは新しら祢ねだった。早苗達が落ちたはずの建物の下の地面には以前広兼が夜花に買い与えた手鏡が落ちていて、新祢がそれから魔力を辿たどったのだ。五人はすぐに馬に乗り、平原へ行った。

　そこにいたのは見知らぬ小さな女の子と、下着姿でその女の子を抱きしめる早苗だった。

　その光景を見た彼らはその女の子が誰だれかわからなかった。ただ一人、新祢だけが、自分の目を疑うように早苗の側にいるその子をじっと見ていた。

　広兼は自分が身につけていた外がい套とうでくるむようにして早苗を抱きしめ、鳥代は女の子が誰なのかと聞いた。

　夜花です、と早苗は答えた。

　王伊はこういうことにあまり疑問を差し挟まない性格だが、実は東の王子はいまだに、半分信じられずにいる。夜花は、つい先ほどまでただの赤ん坊だったのだ。

「あの赤ん坊の母親は見つかりました。あの子はまた別の子です」

　広兼がしれっとして答えた。

　そう簡単に道端に赤ん坊や子供が落ちているわけがないのだ。彼の言葉は説得力に欠けた。けれど四妃は少しの間その美しい眉間に皺を寄せて息子を睨にらんだだけで、やがてはぁとため息をついて「わかりました」と言った。

「ではそういうことにしておいてあげます。陛下にも、そうお伝えしておくわ。これについては、もう何も聞きません。けれど一つだけ、条件があります」

　四妃は真ま面じ目めな顔をして息子を見た。

　広兼ももうあやとりをやめている。立ち上がってこそいないが、まっすぐに母の双そう眸ぼうを見返していた。

「早く孫を作りなさい」

　彼女は言った。

「陛下も他のお妃様達も、あの子が孫だと思ってはしゃいでいたのですよ。もちろん私もです」

　広兼は呆あきれた。

「少し考えればわかるでしょう母上」

　そもそも広兼と早苗が出会ったのさえ数月前の話なのだ。その間に子供が生まれるはずがないし、生まれたとしてもあんなに成長しているはずがない。

「あなたは陛下の息子なのですから、何が起きても不思議ではありません」

　四妃はきっぱりと言った。

「一緒にしないでください」

　広兼が心から嫌いやそうに顔をしかめる。

　彼は、ずっと心から、父のようにだけはなりたくないと思っていた。

「陛下に失礼ですよ、広兼」

　少しむっとしたように四妃が言うのが、彼にはどうしても信じられなかった。あの男のどこがいいのだろう。腹は樽たるのようだし、顔も東の王のように凜り々りしいわけではない。まさか母達も怪あやしいお香のようなものを嗅かがされているのではないのかと、広兼は一瞬疑った。

「ご心配なく、四妃殿下。広兼は早苗嬢に出会って開口一番で子作りを宣言しているのですよ」

　鳥代が笑って言う。

「まぁ、そうなのですか？　広兼」

　広兼は舌打ちをした。噓うそではないのだ。

「それは楽しみね」

　彼女はにっこりと笑った。

「では、三人ともここで大人おとなしくしているのですよ。あの子達の準備ができたら、誰か呼びに来させますからね」

　どうやら四妃殿下はご満足されたらしい。綺き麗れいな萌もえ黄ぎ色いろの露ろ出しゆつを抑えた上品なドレスの裾すそを揺らして、彼女は部屋から退室した。

「……僕、ちょっと思ってたんだけどさ」

　王伊が口を開いた。

「早苗って、四妃様に少し似てるよね」

「やめてくれ」

　広兼は頭を抱かかえた。考えたくもないことだ。

「珀はく蓮れんも東の王妃様に似てる気がする。気が強いところとか」

「俺はあんなに尻しりに敷かれたりしないぞ」

　鳥代は抗議した。あまり説得力はない。

　王伊に母はいなかった。もう大分前に亡なくなっている。

「俺はあの人達と陛下のせいで女が嫌いになったんだ」

　反対に彼の同母の兄である広ひろ信のぶはずいぶんと恋多き男に育っているようである。もう二十九になるというのに、まだ結婚をする様子はない。兄弟の中では三男だけが結婚をしているが、その妃もまた少しおかしな女性で、義理の父である王に好意を寄せているふうなことをほのめかしたりしている。

　数日前、広兼はどきどきしながら早苗と父王を会わせたが、早苗が父王を見てどう思ったのか怖くてまだ聞けずにいた。素敵な方ですね、とでも言われた日には、父親を殺したくなるかもしれない。

「そういえば、しばらく離れて暮らすことは話したの？」

　王伊が思い出したように言う。

　繰り返しの調査の結果、《赤い森》の魔法は完全に解とけたらしい。時間の不可思議な進み方もなくなったようだ。今は新祢の塔を、六人が住めるようにしている段階だ。調度品や食しよく糧りようの準備など、いろいろとやることはあった。はじめは一月で終わらせると言っていた鳥代だが、一月以上かかってしまった。

「まだだ」

　広兼は答えた。

「早く言った方がいいんじゃないか？　あの調子だと、四妃殿下達は奥宮に早苗の部屋をもう準備していそうだぞ」

「面倒だから黙だまって行く。後から手紙を出す」

　最初からそのつもりだった。あの母親達が、黙って行かせてくれるはずがないのだ。彼はこういう時ばかりは、第六王子という立場に感謝した。次期国王である長男や、その政務を補佐している次男と違って、彼が王宮にいる必要はどこにもないのだ。

「早苗に変な面倒がかからないようにしろよ」

　そんなふうに黙って国を出るとなると、早苗の方が気を遣うかもしれない。

　広兼は舌打ちをした。それが正論だとわかっているのだ。

「うるせぇ」

「ああ楽しみだなー」

　突然王伊がうっとりと言う。

「新祢、絶対に綺麗だよ。間違いない」

　三人の姫君は大きくなった夜花を連れて、身支度をしている。昼食後すぐ彼女達は準備を始めたはずなので、もうかなりの時間が経たっていた。王子達の準備はすぐ終わったのだ。

「広兼、早苗嬢を公衆の面前で押し倒すなよ」

「言ってろ。お前こそ珀蓮が暴走しないように見張っておけ」

「嬉うれしいなぁ。新祢と結婚なんて、数百年越しの夢が叶かなった気分だよ」

　二百年前、彼と新祢は小こ姓しようと主人という関係だったのだ。恋人同士ではあったが、結婚などできるはずもなかった。

「四妃様の言う通り、僕は幸せだ」

　にこにこと笑う西の王子殿下の機き嫌げんはすこぶるよろしい。

　はぁ、と広兼はため息をついた。

　幸福の定義など、人によって違うだろう。何によって救われるのかというのも、同じだ。

　ルヴァインはあの後姿を消した。

　早苗と夜花が光と共に消えた時、珀蓮はまずルヴァインを疑った。早苗に何をしたの！　とあの男に詰め寄った時の北の王女は、何かの化け身しんのように美しかった。けれど広兼はルヴァインの反応を見ていてこの男が原因ではないと思った。

　それに早苗の金色の髪を追って彼は見たのだ。あの黒くろ猫ねこがどこからか現れ、落ちていく彼女達に飛びついた。そして彼女達は消えた。目を凝こらして地面を覗のぞき込んだ広兼が何か光っているものが落ちているのを見つけ、外に駆かけ下りたのだ。

　そして手鏡を見つけた。そこに魔力の残り香があることに気付いたのは新袮で、早苗達の行方ゆくえを摑つかむ手掛かりはそれしかなかったので、彼らはそれに縋すがるようにして早苗達を捜しに行った。

　なぜという問いに答えなどない。

　確実なのは今ここにある現実だけだ。

　早苗はあの後、広兼にだけ彼女の知った事実を伝えた。

　あの子供が誰か。

　早苗は、絶対に、あの子供を手放そうとはしないだろう。賢けん明めいなる彼女が広兼にだけそれを伝えたのは、珀蓮と王伊の気持ちを考えたからだ。珀蓮は魔女を嫌けん悪おしているし、王伊はたぶんまだ魔女を憎にくんでいる。

　早苗は他の四人にはただ、この子は夜花ですとだけ言った。新袮だけは、何かに気付いている。鳥代も、違和感を感じているかもしれない。彼らは魔力を読めるのだ。

　なぜあの黒猫が、《赤い森》で、早苗と広兼をあの樹の下に呼んで赤ん坊を見つけさせたのか。なぜ夜花が突然ああも成長したのか。そもそもなぜあそこに、赤ん坊がいたのか。すべて推測の域を出ない。確固とした理由はわからない。

　ルヴァインは気付いただろうか。

　あの時。

　魔女が誰か。

　新祢も魔女だが、その力はひどく弱い。

　本当に、本物の魔女だと言える存在は、今この地にはきっと一人しかいないだろう。

　腹を据すえなくてはいけない。

　今ある幸福を壊されるわけにはいかないのだ。物語はめでたしめでたしで終わる。

　そういうものなのだから。
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　女官達は息を呑んだ。

　完かん璧ぺきだ。

　完璧な出来だった。

　珀はく蓮れんのドレスは肩の部分が膨ふくらんでいて袖そでは腕うでの線に沿って指先まで覆おおっている。スカートは銀ぎん糸しで豪ごう奢しやな刺し繡しゆうがされていて彼女の華はなやかさに負けない仕上がりになっていた。珀蓮の艶つややかな黒髪は結い上げられ、白い肌はだが露あらわになっている。それにいやらしさがないのは、彼女自身に高潔な美しさがあるからだ。

　新しら祢ねの袖口にはフリルがふんだんに使われていて、胸のすぐ下で結ばれたスカートの裾はその足先まで届いている。大きく開いた胸元を飾るのは白いレースだ。新祢は三人の中で一番幼おさないが、それでも一番妖よう艶えんといっていいような雰ふん囲い気きを持っていた。伏しがちな赤い目元を、長い睫まつげが覆っている。それは女性でも胸をときめかせてしまうような表情だった。

　そして早さ苗なえのドレスは軽い生き地じを幾いく重えにも重ねた柔やわらかな型で、袖は少し余裕を持って襞ひだを多く作ってある。彼女が動くと、スカートもそれにあわせてふわりと揺れた。それは柔らかな綿菓子のようで、彼女を見た夜よる花はなが、その拙つたない足取りで彼女に抱きついたのも仕方のないことのように思えた。

「まぁ。夜花も可か愛わいいわ」

　早苗が夜花を抱き上げて笑う。小さな彼女は薄い桃色のドレスを着ていて、早苗が褒めると嬉しそうに笑った。

「さなえもとてもきれいよ」

「その子の口の利きき方がひどく生なま意い気きだと感じるのはわたくしだけなのかしら？」

　珀蓮が額ひたいに青筋を浮かべて言う。すると早苗に抱きついた夜花が、ふふんと勝ち誇ほこったような顔をした。

「はくれんは、まぁまぁね」

「……っ」

「落ち着け。子供の言うことじゃろう」

　思わず拳こぶしを握にぎり締めた北の王女を、新祢が宥なだめる。

「早くこの子を元に戻す方法を探すわよ！」

　珀蓮はこの生意気な娘が夜花なのだと言われた時、それはルヴァインの魔術のせいなのだと思った。あの男のせいで早苗はまったくの別人に姿を変えられていたのだ。子供を成長させることくらい造作もないのかもしれない。

　けれどあの時夜花は何も身に着けてはいなかったし、身体からだにおかしな傷もなかった。魔術をかけられたにしても、どうやったらそれが解けるのかがわからない。ルヴァインはどこかへ行ってしまったのだ。

　となると少し成長した夜花とこれから生活をするということになる。

　珀蓮は、最初それは好こう都つ合ごうだと思っていた。赤ん坊じゃないのならもう夜泣きはしないし、排はい泄せつの処理だって自分でできるだろう。もう自分の手が煩わずらわされることはないし、苛いら立だつこともなくなる。そう思ったのだ。

　しかしそれは大間違いのようだった。

「はくれんはさわがしいから、せっかくのおようふくも、だいなしね」

　夜花が言う。彼女は大人びた台詞せりふを完璧な発音で口にする代わりに、その口調はどこか拙かった。

「とてもざんねんね」

「珀蓮。子供の言うことじゃぞ」

「あの口引きちぎって埋うめてやりたいわ」

「あら夜花。私は珀蓮はどんな服を着ていてもとても綺麗だと思うわ」

　早苗が言う。すると夜花は早苗に憐あわれむような目を向けた。

「もしさなえがこころからそういっているのなら、とてもざんねんだわ。もっと、ひとをみるめをみがいたほうがいいとおもう」

「ちょっと！　この子供を連れ出してどこかに閉じ込めておきなさい！」

　ついに珀蓮が怒ど鳴なった。

　新祢はため息をつく。

「どこかで育て方を間違えたかのう」

「あら、しらね、まちがえてなんかいないわよ」

　そう言って夜花はにっこりと笑う。

　頭がいいのは確かだった。身体的にも三歳か四歳くらいのものになっているのかもしれない。

　あの夜早苗に抱きしめられた少女は間もなく安心したように眠った。そして次に目を覚ました時には、彼女は何も覚えていなかった。

　数時間前まで赤ん坊だったという部分は伏せて、あなたは夜花という名前で早苗達が森の中で拾った子供なのだと教えると、彼女は驚くような聡そう明めいさでそれを理解した。彼女は少し生意気な口を利く意外は、普通の女の子だった。

「さんにんは、けっこんするんでしょう？」

　早苗に抱き上げられたまま、夜花が無邪気に聞く。

「そうよ」

　早苗は答えた。

　彼女は、この国の妃達の心遣いに感謝していた。自分のものだけではなく、珀蓮や新祢のドレスまで用意してくれた。それに三人で一緒に式を挙げられるように取り計はからってくれたのだ。こんなに嬉しいことはない。

「けっこんしたらどうなるの？」

「一緒に暮らすのよ」

「だれと？」

「旦だん那な様とよ」

　夜花は本当によく頭の回る子供だった。

　珀蓮が生意気だと言うのも仕方がないかもしれない。

「あたしはだれとけっこんするの？」

「まぁ」

　早苗は笑った。

「夜花は誰かと結婚したいの？」

「ううん。でもひとりでくらすのはいやだわ」

　それは、本能なのだろうか。夜花は、極端に一人になることを怖がった。あの、ルヴァインがいなくなった夜からもう数日が経つのだが、夜花はたとえ相手があんなに喧けん嘩かをしている珀蓮でも、一人にされそうになると泣いた。

　早苗は夜花の頰ほおについばむような口付けをした。

「大丈夫よ。夜花は私と一緒に暮らすの」

「さなえと？」

「そうよ。私だけじゃないわ。広ひろ兼かね様と、珀蓮と、新祢と、鳥とり代しろ様と、王おう伊い様と。皆で一緒に暮らすのよ」

　夜花は目を丸くした。

「ろくにんでけっこんするということ？」

「結婚からは離れた方がよいのう」

　新祢がくすくすと笑う。

「可愛らしゅうなったものじゃ」

「前の方がよほど可愛かったとわたくしは思うわ」

「ほう。そなたの台詞とは思えぬことじゃ」

　早苗は夜花の頭を優しく撫なでた。

「六人で結婚はできないわ。でも結婚をしていなくても、一緒に暮らすことはできるのよ」

「そうなの？　それならなんで、さなえたちはけっこんするの？」

「夜花みたいに可愛い子供が欲しいからよ」

　夜花は眉間に皺を寄せて首を傾かしげる。

「けっこんをしないとこどもはできないの？」

「そういうわけではないわね。でも結婚をしている方が何かと面倒が少ないのよ」

　花のように笑ってそう言う金色の髪の娘に、赤い髪の姫君は苦笑した。

「早苗……それはあまりに夢のない言い様じゃのう。広兼が聞いたら泣いてしまうぞ」

「よるはなは、さなえのこどもじゃないの？」

　夜花はさらに聞く。早苗は笑顔のまま答えた。

「夜花は私が産んだ子供じゃないわ」

「さなえのこどもじゃなくてもいっしょにいていいの？」

「あら」

　早苗は首を傾げた。

「駄だ目めな理由が何かあるの？」

「……わからないわ」

「それならいいのじゃないかしら。夜花が私達と一緒にいても、誰も何も言わないわ」

　夜花はまだ不思議そうに早苗を見ている。

　早苗には、彼女の不安がわかるような気がした。

　一人であることの方が、彼女にとっては長かった。その孤独はきっと魂たましいに刻きざみ付けられていて、誰かと一緒にいるということに、安心できないのだ。

　早苗は夜花を抱きしめた。

「大丈夫よ。私が何度だって抱きしめてあげる。夜花は一人じゃないの」

「そうよ」

　北の王女は早苗の後ろから夜花の顔を覗き込んだ。

「大体、一人にされそうになったくらいで泣くなんて心の弱い証拠だわ。あなた、人が一人で存在しているとでも思っているの？」

　早苗は目をぱちくりとさせた。

　どこかで聞いたことのある言葉だと思ったら、かつて早苗自身が珀蓮にした問いだった。

　一人で生きることもできないと、早苗の義あ姉ね達を非難した北の王女に早苗は問うたのだ。

『珀蓮は、一人で生きられるの？』

　あの時、白しら雪ゆき姫ひめは生きられると答えた。早苗はそれが噓うそだとわかっていたが、もう一度問うことはしなかった。

「人は一人では存在できないわ」

　あの日と同じ声で珀蓮は言う。

「生れ落ちてから死ぬその瞬間まで、人は一人ではありえない。今ある自分は皆いろんな誰かの積み重ねよ。あなたという人間が生きているだけで、あなたが一人ではないという証拠なの。何をそんなに怖がることがあるというの？　きちんと前を見なさい。立ち止まって足元ばかり見ているから、そんな馬鹿な考えに囚とらわれるのだわ」

　思わず早苗は声を漏もらして笑った。

　思わぬところからの笑い声に、珀蓮は顔をしかめる。険けわしいその表情は、純じゆん白ぱくのそのドレスにはいかにも似合わなかった。

「早苗？　ここで笑われるとわたくしは不ふ愉ゆ快かいだわ」

「ごめんなさい、珀蓮。でも、ああ。すごいわね」

　珀蓮の言う通りだと思った。

　今ある自分はいろいろな誰かの積み重ねで、だからこそかつての自分とは確実に違う。

　思えば自分も変わった。以前なら父を思い出すような場所には近づこうとしなかったのに、自らあの山に登って父と見た灯とう謡よう平原を見に行こうとした。

　新祢だって、王伊の側では少女のような顔を見せたりする。

　珀蓮はもう噓をつかない。

　人は変わるのだ。

　早苗は夜花を抱きしめる腕に力を込めた。

　この子も。

　きっと、知るだろう。

　新しい自分を。

　孤独ではない自分を。

　早苗の前で新祢が笑っている。新祢はきっと気付いているのだ。この子の本当の名前に。けれど今はまだその名を呼ぶ時ではない。

　忘れられないのは、あの闇やみだった。

　叫んでも自分のその声さえも聞こえなかった。

　自分の存在さえ感じられず、ただただ暗い闇の中に立った。

　あれは、あの人がずっといた闇だった。

　早苗は悲しかったのだ。

　父はあんなにもあの人を愛していたのに、それがあの人を満たすことはなかった。

　それほどに、その闇は深かった。

　その闇を、早苗は消してしまいたかった。

　早苗は思う。

　赤い眼の猫が、早苗達を夜花のもとへ導いた。

　あれはきっとただ一度だけあの人が闇の中で手を伸ばした証拠だった。

　光の方へ。

　ならばその手は、何をしてでも取らなくてはならなかった。

「馬ま子ごにも衣い装しようだな」

「女性が身支度をしている部屋に入ってきたあげく開口一番がそんな暴言とは、東の王子の品位も落ちるところまで落ちたということかしら」

　困ります、という女官を押し切って部屋に入ってきた鳥代に、珀蓮はすらすらと嫌いや味みを言った。

「何をしにきたの？　変態王子」

「あまりに遅いから迎えに来たんだよ、馬鹿女」

　言いながらも、鳥代はにこにこと機嫌がよさそうに笑っている。

「やぁ、早苗嬢も、新祢姫も、眩まばゆいばかりに美しいね。まるで妖精のようだ」

「っっ」

　鳥代の後ろから部屋に入ってきた広兼は、早苗を目に入れた途端何か光り輝くものを見たかのようにのけぞった。そのまま背後の壁に手をついて、ガンガンと額を壁にぶつける。

「我慢しろ俺我慢しろ。今日は駄目だ。我慢しろ」

「……広兼様？」

　突然の暴挙に出た恋人に驚き、早苗は夜花を抱いたまま彼に駆け寄って心配そうにその顔を覗き込んだ。

「どうかされましたか？」

「気にしないでくれ早苗。ちょっとした精神統一を図はかっていたんだ」

　額を赤くしながら広兼は答えた。どうやらかろうじて理性が勝ったようである。

「新祢、すごく綺麗だ」

　王伊が顔を輝かせて新祢にそう言った。彼女の白い頰に軽い口付けをする。

「似合うよ。ごめんね、待ちきれなくて見に来ちゃったんだ」

「そなたもよう似合うておるぞ」

　新祢は笑った。

「珀蓮、あんたちょっとこれ露出がありすぎないか？」

「新祢と早苗もそう変わらないわよ」

「うう。早苗。今すぐ連れ去りたい」

「言っておくけど広兼、それやったら四妃様達に何されるかわからないからね。僕達にも迷惑だし」

「……さなえ、おしっこ」

「まぁ、夜花。少し待って」

「……まてない」

「ちょ、待て。早苗のドレスの上にだけは漏もらすな！　それは俺が脱が……もがが」

「新祢の耳に下世話な言葉を聞かせないでくれる？」

「これ王伊、広兼の息が止まっておるぞ」
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　その時鳥代達が入ってきた扉とびらがこんこんと叩たたかれた。

「皆様、お時間でございます」

「今行きます」

　と早苗が答えた。





ＥＮＤ．










　あとがきと小話




　お手にとっていただき、ありがとうございます。

　こんにちは、はじめまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　前回は東の王子がお留守番だったので、今回は全員集合ですよーと言っていたのですが、全員……集合でしょうか？　私としては全員集合です。

　今回も、担当様やこの本に関わってくださった方々、読んでくださる皆様のおかげで、なんとか本にできました。本当に本当にありがとうございます。

　表紙は起おき家や先生のお気に入りだという二人です。毎度毎度言っていることではありますが、今回の表紙も超絶最高ですね。二人の世界です。こうなってくるともう次の白しら雪ゆき姫ひめコンビの表紙を見たいから書くのを頑張ると言っても過か言ごんではありません。

　一方で段々ラブコメ童話のラブの部分もコメの部分も薄くなっているのではないかと危き惧ぐしています。童話でもないでしょうから、何者でもなくなってしまわないように、頑張ります。

　サブタイトルに悩みました。

　スープの漢字表記は基本的に汁のようなのですが、少女小説のサブタイトルに汁ってどうよ、と。他の文字を多くして紛まぎらせてみたのですがどうでしょう。サブタイトルをコースにしようと決めたものの、相変わらず見切り発車です。あとにあとにツケが来ます。人生のようですね。

　そういえば、モバイルで広ひろ兼かね鳥とり代しろと王おう伊いの出会い編を書かせていただきました。今回起家先生に描いていただいた表紙の木こ漏もれ日びバージョンを妄想した一場面とかもありますので、もしよろしければ、覗のぞいてみてください。月額とかかかるようですので、もし、よろしければ……。




　改めまして、この本を読んでくださった方々に感謝を申し上げます。

　ありがとうございます。

　これからもよろしくお願いいたします。








山咲黒










　＊＊＊少年の受難＊＊＊




「これは一体何が起きたの？」

　屋敷の扉とびらを開けた伊い央おは呆ぼう然ぜんとした。

　床には色とりどりの布が散乱している。近づいて拾うとそれがドレスだということが彼にはわかった。

　伊央は、時間ができたら義あ姉ね達を覗のぞきに行って欲しいと早さ苗なえから頼まれていた。早苗が屋敷を出たことで残された二人の義姉は新しく使用人を雇やとったのだが、生来気難しい義姉達が相手なので、早苗の心配は尽きないようだ。

　大切な大切な早苗の頼みなので、伊央はいやいやながらも時間を見つけては町の外はずれの屋敷に顔を出していた。

　早苗の結婚式は近い。

　彼女はもうとっくに東の国を出ていて、つい先日それを追うように領主様の一行も南の国へと旅立った。伊央達も式に呼ばれていたが、行くのはもっと後だ。

　伊央はもちろん王族の結婚式に着ていく服など持っていなかったが、それはあちらで用意されているらしい。早苗はそういうところも、きちんと準備をしてくれたのだ。そうであれば伊央には早苗の結婚式に参列するのに嫌いやな理由などあるはずがなかったが、唯ただ一つ、彼にとって憂ゆう鬱うつなことがあった。

「こんなドレスでは駄だ目めよ！　作り直させなさい！」

　床に落ちているドレスを拾いながら階段を上っていく。その声は、二階の奥の部屋から聞こえてくるようだった。

「私は太陽のような橙だいだいだと言ったでしょう？　これでは蜜柑みかんの橙だわ。どうしてこんなことになるのかしら？　まったく理解できないわ。ええ、ええ。普通の感覚を持っていればわかるはずよ。私が言っている橙がどういうものか。こんなものを着て王族の方々の前に出られるわけがないでしょう？　そう思わない？」

「ああもう、どれもこれもキツいじゃないの！　どうして昨日まで入っていたドレスが入らないの？」

　伊央は開け放たれた扉の前に立った。

　室内は盗とう賊ぞくが入ったかのような荒れようで、中には数人の使用人と、二人の女性がいた。一人は唐から揚あげのようにやせぎすで、一人は樽たるのような腹を抱かかえて肥こえている。早苗の二人の義姉である。

「太陽を直接見たこともないくせに無茶言うなよ。あとドレスが入らないのは昨日より太ったから。服を作り直させる前に痩やせたらどう？」

　伊央は言った。

　この屋敷の女主人とその妹は、ぎろりと不ぶ躾しつけな訪問者を睨にらみつけた。

「女性の着替えを覗くなんてどういう了見かしら」

　伊央はため息をつくとくるりと身体からだの向きを反転させて扉の方を向いた。女性の下着姿なんて正直母親ので見慣れているが、自分だって見たいものではないのだ。早苗が相手ならどきどきしそうなものでも、この義姉達が相手では胸も高鳴らない。

「羞しゆう恥ち心しんがあったんなら扉くらい閉めなよ」

「ここは私らの家よ！　あんたにどうこう言われる筋合いない！」

　下の義姉が怒ど鳴なる。痩せたらと言われて怒ったらしい。

「どうでもいいけど着る服が決まらないからって出発は延期しないからな。結婚式に間に合わなかったら意味ないんだから」

　南の国で行われる結婚式には、伊央はこの早苗の義姉達と一緒に行くことになっていた。どうやら小こ姓しようの代わりをさせられるらしい。それが彼には憂鬱だった。

「勘かん違ちがいするんじゃないわよ。あんたは、私らのおまけで行くのよ」

「俺は早苗にあんた達のお守りを頼まれてるんだ」

「その生なま意い気きな口を閉じなさい、伊央。あなたの家の驢ろ馬ばに荷台を引かせて南の国に行きたいの？」

　伊央は口を噤つぐんだ。

　悔くやしいが、伊央が彼女達のおまけ、というのはある意味真実だ。南の国までのあらゆる費用はすべてこの早苗の義姉達が持ってくれることになっている。しがない田舎いなか町の医者の息子でしかない伊央には、南の国の結婚式に出るだけだって、簡単ではないのだ。

　彼は、この早苗の義姉達が嫌いだった。

　この義姉達が社交界だなんだのと着飾って出かけている間、早苗は一人で屋敷を切り盛りしていた。そのくせこの女達は早苗を愚ぐ図ずだなんだとけなして、屋敷の中では大きい顔をしていたのだ。

　今回早苗の結婚式に張り切っているのだって、自分達がそこでいい結婚相手に巡り合えることを期待しているからだろう。

　伊央は違った。彼は、彼の目で見て見み極きわめるつもりだった。

　あの目つきの悪い男と結婚して、早苗が本当に幸せになれるのかどうか。

　もし意地悪な姑しゆうとめや小こ姑じゆうとがいて早苗が結婚を後悔しているのなら、彼は早苗を攫さらって式場から逃げ出すことだって辞さない覚悟だった。

　二人の女はまだぎゃーすぎゃーすと何かわめいている。

「お姉さま、その靴くつでは走れないわ」

「馬鹿ね。いざとなったら靴なんか脱いでしまえばいいのよ」

「ああ、こんなにドレスがきついんじゃあ、胸の谷間にしか煙えん幕まくを隠せないわね」

「スカートの内側にこうして隠したらいいのじゃない？　ああまったくお前は。きちんと速く走れるのでしょうね？　遅れたら置いていくわよ」

「……」

　伊央は眉み間けんに皺しわを寄せた。振り向かないまま問う。

「……あんた達、何をしに行くつもりなんだ」

　すると上の義姉が当然のように答えた。

「結婚式に行くのよ」

「結婚式に行くのに、どうして靴を脱いで走ったりスカートの内側に煙幕を隠したりしなきゃなんないんだ」

「もし早苗が幸せそうじゃなかったら、あの子を連れて帰らないといけないでしょう」

　続いて下の義姉が言う。

「結婚式場から花嫁を連れ出すなんて難しいだろうから、有う無むを言わさず攫うのよ。この煙幕で目くらましをして、早苗を連れて逃げるの。その時あんたは馬を準備する係だからね。へまなんかしたら殴なぐるよ」

　伊央は呆あきれた。

　思わず振り向いて女達を見る。

「……本マ気ジか？」

　周りにいる使用人達は聞いていないふりをしている。どうやらこの義姉達は、ドレスを選びながらもずっとこんな相談をしていたらしい。

　すると二人の女は思い切り眉間に皺を寄せて伊央を見た。

「それ以外のどんな目的で南の国まで行くと思ってるの？」

　馬鹿じゃないの？　とでも言いたげな視線だった。

　伊央は二の句が継げなかった。

「……」

　本気なのだ。

　この女達は。

「もし早苗が泣いていたら、殿下のことは一発殴って差し上げないと気がすまないわね」

「王族を殴ったら牢ろう獄ごく行きかしらね、お姉さま」

「私達が牢獄行きになったら早苗が一人になってしまうわ。あの愚図な子が、一人で生きていけるとは考えにくいし……困ったわね」

「別に私らが殴らなくても、他の誰だれかが殴ってくれるんじゃない？　ほら、あの伯はく爵しやく様とか」

「ああ、そうね。あの方なら、きっと滅めつ多たなことにはならないわね。じゃあ殿下を殴るのはそういう方に任せて、私達は早苗を攫う方に専念することにするわよ」

「わかったわ、お姉さま」

　馬鹿だ。

　と伊央は心から思った。

　この女達は馬鹿だ。

　底抜けの馬鹿だ。

　本気で、早苗を攫おうと思っているのだ。

　伊央と同じに、その覚悟を決めているのだ。

　ただ彼女の幸せのために。

　ただ彼女の笑顔を曇くもらせないために。

「あんた達、馬鹿だね」

　伊央は口に出して言った。すると二人の女にぎろりと睨まれた。けれど彼は笑っていた。

　伊央がどんなに言っても、早苗は頑かたくなにこの義姉達を信頼していた。愛していた。優しい人達なのだと言って、きかなかった。それはこの義姉達が、早苗に残された唯一の家族だからだと思っていた。

　でも。

　そうではないのかもしれない。

　早苗が示す愛情を、この義姉達はきちんと受け留めて、早苗にしかわからないような方法で返していたのかもしれない。

「馬鹿だね」

　伊央は笑った。

　あの男が言っていた。

『この世で絶対、何があっても信じていいのは、愛した女の言葉だけだ』

　悔しいが、たぶん、その通りなのだ。
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